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後 藤 ヨカ様 織細 な心 くば りの よ い 作者 は あ らゆ る手芸 に

堪能  とち ゅうか ら取 り組 ん だ  ち ぎ り絵 、 は

り絵 、 な ど 次第 に格 調 高 い もの に 進 んで

千 支 もその特 技 の一つ に。簡 単 な よ うで 非常

に苦 労 す る と いわれ るが  その通 りと 脱帽

す るょ うな 力作 を  ご支 援 頂 いて  今回 は

表紙 画 に使 わ せ て 頂 きま した。

カ ッ ト集 団 は ご愛 読 者 の 中 に サ ッと書 き込 み の 出来  素 質

が誠 に鮮 や か。 随所 には い りま したが  勿論 そ

の と得 意 面 もあ るとか。 で も方 言 集 の場 合 は

冊子 の性 質 上  難 間 で す との お返 事 に物 書 き

の  難 しさ も 勉 強 にな りま した。

これ か ら も 折 にふ れ て  ご支援 ご協 力 を 頂 け る と力強 い

お話 も 受 けて調査 会 も 幸 せ ぃ っぱ いです 。感 謝 申 し上 げ

ご愛 読 の皆様 と 楽 しみ に して います 。

編 集子
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は じめ |こ

いつ も素 人集 団 の  発 行す る野 津原 方 言 集 を  ご愛 読 頂 きま して

厚 く お礼 を 申 し上 げ ます 。早 い もので取 り組 んで  約 28年 の

歴 史 が流 れ ま した。 通 算 で 38冊 にな る 続 編 m28号 です 。

シ リーズが大変 好 評 で 肥 後 街道 、続 いて 表 街 道 442号 線

に五 助 さん と 旅 ん じが面 白 賑や か な道 中 で  知 らなか った

珍 しい史跡 ゃ 話 1題 、民話 、風 情 や 人情 が  ち りば め た 読 み物

に 野 津原 に出向 いて と 声 が よ く聞 かれ ます 。方 言 が 身近 ぅ

な った と あ りが た い事 です 。

現 在 進行 して い た 宇曾 山街 道物 語 も 今 回 で ラス トシー ン。

原 稿 が 資料 が い っぱ いで  5回 を拡大 引 きの ば して  8回 にな っ

て や っと 終了 に な りま した。 こ こまで迪 りつ い たの も 長年 の

ご支援 ご愛読 の 皆 様 のおか げ と 感 謝 申 して い ます 。 次 国 か ら

は『 工 藤三 助 さん 』 の功績 話 に入 ります。

『 女 性 の底 力』『 宝 の玉手 箱 』 も 人気 番 組 にな りま した。方

言 子 ど もの世 界 は 読 み語 りに使 う 資料 か らです ので 小学 校

の生 徒 が  楽 しみ に して くれ ます。 郷 土の話 が 多 いので  勉 強 の

役 に もな りそ うで す 。多 くの皆 様 に 愛 され るよ う これか らも

真 剣 に 取 り組 ん で 行 く決 意 です 。

善行章 に恥 じないよ う 決意新 たに どこまで続 くかは 未知

数 ですが  ご支援 ご愛読の程  お願 い申 し上 げます。

方 言 単語 も最 終 的 には 約 50000語 前 後 に な るよ うです

が  あ と 10年 は か か る そん な予 感 も致 します 。 お元気 な 日々

お祈 り申 して 発 行 の ご案 内 まで。

平 成 31年 寿 春   野 津 原 方 言 調 査 会
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☆☆  方 言単語  前 回 まで に掲 載 した 野 津 原 方 言 は 先 人 た ち

が 生 活 用語 と して 長年 愛 用 して いた 心 の こ

もった言 葉 で あ り 心 が通 うな に よ りの 道 具 で もあ ったのです

。『 あ』 の『 ア』 か ら  『 ぬ』 まで進 んで  27754語 が入 り

ま した。今回 か らは『 ぬ』 の『 ア』 か ら 出発 します 。

方 言 集 の性 質 上  必 ず しも方 言 で な い ものゃ  現 在 は人権 問題

な ど 使 われ な い言葉 や 卑 下 す る言 葉 な ど も は い って い ます

ご了承 くだ さ い。 あ まで も記録 と して残 す  それ が 目的 で調 査

収 拾 した ものです 。 永 久 に消 えて しま う 失 わ れ るな ど 調 査 じ

て しみ じみ と思 い ます 。

ね  ネア カ ンカ … … …寝 疲 れ しな いの 、寝過 ぎて か え つて疲 れ る。

ネア ク……寝 るの に飽 いて しま う、 寝 て いて か え つて疲 れ る。

ネ ア イ タ‐一 一一 ¨寝 て いて飽 い た、寝過 ぎて か え つて疲 れ た。

ネ イ リバ ノー … …寝 て 間 もな い頃 、寝 てす ぐな時 間、寝 た ら。

ネ イ ル ーーー ー・… … ……眠 って しま った。 眠 る とやが で昏 睡 に。

ネ ィ ッタヵ ―… …眠 って しま った よ うで 、真 剣 眠 った よ うで 。

ネ イ レー ジャー……… …眠 って しま うと も、真 剣 に眠 った よ う。

ネ エ ノ・… … ……な いのです か 、 な い よ うだ か ら、 つ か らな い。

ネエ チ ャ ン…… …おね え さん 、義 理 な姉 さん 、 年 上 の女 の人 .

ネェ キ 。… …… …… な いか ら、 な いの です 、 み つ か らないか ら。

ネエ グ レヮ………な い ぐらいは、 な いの な ら、 な けれ ば方法 を 。

ネェ タ‐…… … …… … な い とは、泣 いた、 な いの はおか しいが 。

ネエ デ ンー… …・一 な くて も、 な い の な ら、 な いの な ら考え る。

ネエ チ ャラ ン… …泣 いて あげ な い、 泣 いて加 勢 は無理 だか ら。

ネエ ナ ラ… …… ない な らば、 な い の な ら、 な けれ ば正面 す る。

ネエ ヤ ンガ ンー姉 さん ので、 おね え さん ので す 、義 理 な姉 の。

ネ ェ コター … … … … な いはず は な いが 、 な い の はおか しいが 。

ネエ チ ャイ ヮセ ンー・な い とは いわ せ な い、 な い とは逃 げ 口上 。
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ね  ネオ キ ャ…寝 て起 きた そ の時、起 きたばか りに、起 きで す ぐ。

ネオ モ ン…値段 が 高 いの で、根 元 は重 た いの で、 落 ち着 いた。

ネオ ヒケーー ーー…値 引 き して は しい。安 く して、 お まけ して。

ネオ キ ー起 きた ばか りに、起 きてす ぐの 時 に、起 きたば か り。

ネオ ソダスナ ‐… ……音 を 大 切 に、値 は気 を つ けて 、根 元 注意 。

ネオ ル…… …種 が 芽 を だ した、元 を値 引 きさせ る、 元 を安 く。

ネオ シャ ン ト…根 元 しっか りと、値 段 は国 く して 、根 元 肝 心 。

ネオ ツ リアギ … …値 を あ げて取 引、根元 を しヽため な いよ うに。

ネオユ ウツキ ー ………………値段 を きちん と、 根取 りが だ い じ。

ネオ アゲ チ ョル ー値 上が りさせ て い る、失 敗 して、根 気 に負 c

ネ カス リャ… ……… …… …寝 か せて ぉ けば、 寝 せつ けれ ば後 は。

ネガ イ イー……お お もと正 直 だか ら、根 は大 文 夫 、値段 が 高 い。

ネガキ ー… …寝 る と きな って、寝 たのは よ いが 、寝 てす ぐの。

ネ カ シチ ョケ…… ………………寝 かせつ ける、 寝 せつ けて針 仕事 。

ネ カ シチ ャル … …・… ………・ねかせ て あげ ょ ぅ、寝 かせ るな ら。

ネ カス ル カー … … …………寝 かせ ます か、寝 か せ て ぉ けば安心 。

ネカプ 根元の株が美味、根元に栄 養が多 い、根株の。

ネガキ ノム …寝 る前 にい っぱ い、安 眠 に効 果 が、 疲 れが 取 れ 。

ネ ガマ カ ラ ンジ………値 段 は安 くな らぬ、値 引 きは無 理 な よ う。

ネ ガ ヤサ シイ ド 大元優 しい性 格 、 人 間本 来 の姿勢 。

ネガ イ イモ ンジ ャキ ………優 しい気 質 だか ら、 性 格 は いいか ら。

ネ ガ トー シチ ョケ ト…堅 物 じゃか ら間違 い は嫌 い、正 確 主 義 。

ネガ テ ーキ … …堅 物 だか ら正確 に、 ごまか しは効 か な いか ら。

ネガ タ ミユ ー …… ………根 元 は しっか りと、 基 礎 が 大 切 だ か ら。

ネ ガ フ リヤ ッチ ャ……一…お お もと悪 質 な性 格 、油 断 はな らぬ。

ネ ガナ ジ‐…… …値 段通 りの、掛 け値 な しの 品 物 、心 配 は な い。

ネガ ト… … きちん とす れ ば、間違 いな しの 商 売 、正 確 だ か ら。

ネガ リニ ャ……… …値 段 の わ りには よ い品物 、 中身 が 問題 だが 。

ネカセ ンデ ン
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ね ネーヮナーーーないよ うですか ら、ないのです、解_り ません。

ネージコスー な くて こそ、ないようで よか った、無 くて幸せ。

ネーチ・一……ないか らと、泣 いて しま う、無 いとい ったのに。

ネーデ…・………ないです よ、無 いので、 どうせ無 いのだか ら。

ネーチャイ ヮ レン…無 いともいわれな くて、無理 に無 い とは。

ネー ドコィ………。なぃです ょ、ないち言 われないが事実 ない。

ネーヵェ……ないで しょうか、無 いだ ろ うな、やは りないの。

ネーカンシレン…無 いか も知 れない、無 か ったので、駄 日で。

ネーナラケーチ…な くして しま って、失 ったので、行方不明。

ネーカラ…無 いのな ら、 なか ったのです か、無 いとは悲 しい。

ネキ ャーー・一側 な ら、 そ ば に ぃたぃが 、 そば には素 晴 ら しい。

ネキ ……側 、 す ぐに、 そ の周 りに、周 辺 に、近 くにな ら、隣。

ネキカ…… ……・側 か も、 周辺 だ ろ う、近 くと思 え る、 隣 か も。

ネキ ンシ^一―側 の人 た ち 、周 辺 の人、近 所 の人 た ち、近 くの。

ネキ カルー側 か ら、近 所 か ら、周辺 か ら、 脇 か ら、周 りか ら。

ネキサネ…… ……側 に回 って 、 隣近所 に、 周 辺 まで 、辺 リー 面。

ネキ ジ……… …側 で、近 所 で、 周辺 で、周 りで 、 当 た リー 面 で。

ネキ ンシモ ー …側 の人 た ち も、近所 の人 た ち も、周 りの人 も。

ネキ ンコタ………側 の事 は、近 所 の事 な どは 、周辺 の行 事 な ど。

ネキ ン……側 の 、周辺 の 行事 、近 所 の行 事 、 周 りの行 事 どが。

ネキ ヅ リヒ ッパ ル ………・側 まで 引 っ張 って 、側 に引 き寄 せ て。

ネキ ャワ リ …ヽ…側 は悪 い と思 うが 、近 所 じや うるさ いの で は。

ネキ ュ……側 を 、側 の利 用 は気 を使 うの で は、側利 用 で至便。

ネキマ ジャー … ………… …側 まで は、周 辺 まで は、近 所 まで は。

ネキマ ワ シー… …………側 まで 回 して 、近 所 まで御輿 を 回 して。

ネキ ンシニ ー側 の人 た ち に、 近 所 の人 た ち に、周辺 の人 たち。

ネキ コス… … そ ば こそ大 事 に、近所 こそ大 切 に、近 所 の絆 を。

ネキ ドマ… …… …・側 なん か は、 近所 な ら こそ、周辺 の交 流 が。

ネキ ンヤ タ・…近 所 の人 た ち は、 周辺 の 人 間性 格 、近 隣 が大事。

7/‐  、
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ジー寝 こん で しま う、病気 の よ うだか ら、 病 人 にな る。

ダ ゴ タル… …寝 こん で起 きれ な い、寝つ いて しま って。

ンカオ ………眠 た いが眠れ ぬ に泣 く、寝 つ か れ ぬ具合。

――ヤ ター魂胆 が悪 い、根性 が 悪 くて、人気 が な いので。

ケ チ …側を よ けて通 るが よ い、 関 わ らな いが よ いか も。

ウ…… ………寝 て い る場所 を捜 し出 し、巣穴 を 見 つ けて。

ブ ッチーニ重 人 格 な性 格、裏 表 の あ る人 間 、 表 面飾 り。

ミツ ケ タ……寝 場 所 が解 った、 隠 れ場所 を 突 き 止めて。

不 ゴ ツ ー … …寝 言 が ひ ど い 、 眠 って い て し ゃべ る。

ネ コセ ル ー ‐一……… …一 輪車 を押 して 、荷 運 び に使 う 一輪 車。

ネ ヨ シタ‐一 ―熱 い ものが 食 べ に くい体 質 、熱 す ぎ る と食欲が。

ネ ゴ タネ チ … ………・夢 の よ うに語 るな ら寝 てか ら、 本 末転倒 。

ネ コ ンメ ンタモ ー猫 の 目の よ うに常 に変 わ る、安 定 性 が ない。

ネ ゴー ジ。一 一一……願 い事 を、ねが うに は ま じめ な気 持 ちで。

ネ ゴー チ ョル ……願 って い るが、期 待 は難 しい、 まず 努力を。

ネ コ ンダ ンカ 。
一 ・寝 つ いて しま った よ う、酷 くな らな ければ。

ネ コ ンア シー … ……猫 足 に似 て い るお膳 、式 祭 な ど に使 う膳 。

ネ ゴザ ン…… …・夏 に仮 眠 す るい草 の 敷物 、昼 寝 につ か う敷物 。

ネコカプ リ 二 重 人格 で用心 を 、人 の欠点 捜 しが上手 。

ネ ゴ ツ ‐… … … …眠 って い て 話 した りす る 、 寝 て 無 意 識 に話 す 。

ネ ゴテ ンネ エ・……願 って いな い幸 せ 、転 が り込ん だ好 み の事。

ネ ゴ ロゲ チ ………………寝 転 んで戯 れ る、寝転 ん で遊 ぶ 子 ど も。

ネ ゴー タチ ヤー願 って いて もなか な か 、願 いが叶 わ な いよ う。

ネ ゴタ リカ ノタ リ‐… … …願 った事 が 成 就 して 、願 い満 点 叶 う。

ネ コ ミャ…… ………寝 こん で しま って い は、寝 こまぬ 健 康 管理 。

ネザ マ ー‐寝 た姿勢 が 笑 わ れ そ う、ぶ ざ まな寝 姿、 上 品 な寝姿。

ネザ ミヤ … …起 きた時 の気 分が優 れ ぬ、起 きたて が 鬱 陶 しい。

ネザ キ ュ … … ……寝 る前 一 杯 の楽 しみ 、寝 る前 に楽 しみ妙薬 。

ネザ ツ チ …… ………曲が りあ ってか らむ 、 か らみ あ った格 好で。
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ね  ネザ ル トコマル ……・練 り曲が って は困 る、 曲 が り くね ると大 変 .

ネザ キ トッチ ョケ ー寝 る前 の一 杯 に保 存 、寝 る前 の た楽 しみ に。

ネ ジュー ウーね じを 、ね じの役 割 を生 か して 、 ね じて もよ いか。

ネ ジマ ワ シ…… …ね じを す る時 に回 す道 具 、器 具 が あ ると重 宝 。

ネ ジーキ ノウ……… ……根性 が粘 い性 格 、時 に は迷 惑 か け る人 間。

ネ ジハ チマキ ー頭 に手 拭 いで鉢 巻 きに結 ぶ 、 見 た 目に も気 合 が。

ネ ジキ アギ ー … …痛 み つ けて制 裁 す る、言 い聞 か せ で は聞 か ぬ。

ネ ジュ ウカ クル ー ゼ ンマ イを巻 いて 、発条 の性 質 を利用効 果 に。

ネ ジ レコ ンジ ョル ー・複 雑 にか らん で 困惑 、 ん らひ合 って る状 態 。

ネ ジュマ ケ・一… …発 条 を巻 いて効 果 を揚 げ る、 時 計 のね じな ど。

ネ ジメモ デ ー ジ‐…… は じめが肝心 、 基礎が しっか り してな い と。 。

ネ ジガ ュル ー ジ… …発 条 が巻戻 って 、巻 くこ とで効 果が あが る。

ネ ジマキ ュウ シヨ…ね じを しっか り巻 いて 正 常 に、有効利 用法 。

ネ ジー発条 の理 論 を利 用 した機器 の利用 、 時計 な どが その方 法 。

ネ ジ ッチ ョル・一 … … …曲 が ってね じれ た、 混 番Lし たね じりか た。

ネズ ンノカ… …・… …ね じて痛 め る、折 りま げて得 意 性 を生 かす 。

ネスル ー寝 せつ け る 、横 に動 かす 、寝 かせ て生 か す 、体位 の法。

ネズ リャ…………ね じって しま う、 ね じて使 う、 ね じ曲 げて使 う。

ネス ンナ ム リ… …寝 せ つ け るの は無 理 、横 す るの は大変 な労 力 。

ネ ス リャネムル … …寝 せ るな ら眠 るだ ろ う、寝 せ た らす ぐ寝 る。

ネズ ンバ ンノ ヨ トギ ー・夜 明か しの死 人 との友 に、最 後 の別 れ行 。

ネ ゼニ ー … …銭 は寝 か して は無意 味 、銭 は有 効 に使 って効果 が 。

ネ デ タナモ ドル ー…… …ね じて も反 発 で戻 る、 元 に戻 る性質利 用 。

ネ ゼマゲ チ ョル …………ね じて曲 げ たが、反 発 力 は大 きいと思 う。

ネゼ チ ョケー…ね じて お けば、 ね じったな らお とな しいだ ろ う。

ネ セ タ ンカ……寝 せ つ け たの、寝 せ たの な ら暫 くは お とな しい。

ネゼテ ンシ ョヮネ エ … …ね じって も大文夫 、暫 くは役 立つ格 好 。

ネ セ タメ…貯蔵 して 保 管 す る、有 事 に備 え た英 知 、 まさか の為 。

ネゼ チ ャ レ……… ……… ね じって あ げ た ら、 それ が 役 立つの な ら。
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ね  ネゼ ラ レメー … …ね じるわ け には ゆ くまい、 ね じに くいので 。

ネゼ チ…ね じてみ たが 、ね じた ら動 きだ した、無理 にね じて 。

ネゼマ ワ シチ …ねで た り もど した り したが 、 ど うか の瞬 間 に。

ネゼマ ゲ チ・~~ね じて曲 げ た ら役 立 つ 、使 い様 で は まだ有効 。

ネ ゾーガ ワ リーー ー =寝 て か ら動 き回 る、寝 て も元気 者 の よ う。

ネ ゾユ ウ シ ヨ… …寝 た ら静 か にお とな しく、 ゆ っ くり寝 た ら。

ネ ツボ ク レ……… …・寝 つ か れ ぬ ままに、徒 に時 間が過 ぎて も。 、

ネ ソウエ ー…・寝 るょ うな気 配 なの に、寝 るよ うにあ った の に。

ネ ソゴ ウガ 一̈ ……寝 姿が並 みで ない、品 の悪 い寝姿 なん とか 。

ネ タゴタ リャ。……寝 た よ うだ か ら、寝 た な ら大 又夫 、 ほ っと。

ネ タキーねたので、寝たな ら安心病気 も心配 な し、寝 た子 は。

ネタンナ…‐一……寝 たのですか、寝 たな ら発熱 はないよ うで。

ネタナ……寝 たょ うで熱 も下が った し、峠越 した病気 も回復。

ネ タ…眠 る、麹が うま く出来 そう、元 になる材料、熱 はな し。

ネタムナ フ リ‐……寝 たが らない時期、寝 るまで機会を生か し。

ネ タムナガルー…寝を嫌 う子、快通 な疲労 、心地好 い環境 も。

ネタマル リャ…焼 き餅焼 き、嫉妬心強 い相手、 日ごろの好誼。

ネ タゴカス・一―枕 も、寝て いて捻挫、動 く瞬間 に捻挫 もある。、

ネクネーゴタルー熱 はないよ うだか ら、発熱 は下が ったよう。

ネタネーデ………………熱はなか ったので、事後の用心 も大事。

ネ タフ リュー寝 た真 似 して探 索 、寝 たふ りは忍 法 に もあ るが 。

ネ タ ソベ ー寝 た側 に、寝 添 い して看病 、側 な ら緊急 で も対応 。

ネ タワキ ー寝 いて い る側 、介護 も育 児 も至 便 、 咄 嵯 の 用事 に。

iF-<=- 寝 た真 似 は素人 には無 理 、寝 て い る姿 は。

ネチータ……・寝つ いたよ うで、落ち着 いて寝 れば、安 眠効果。

ネチ ョルマ ン・……寝てい る間 に、寝ていれば安心 して仕事 も。

ネチギー………根性が粘いので、粘い気質の性格、意地悪 さ も。

ネチ ョリャイマー寝ていればゆ っくり、寝て い もいつ 目覚め。

ネチイチ………寝っいて ほ っと一安心、疲れ たのか よ く寝 る。
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ね  ネ チネチス ル … …粘 りが 多 くつ したの で 、 ね ばね ばす る状 態 。

ネチーチ … …寝 つ いて 心 配 な、 ひ ど くな らね ば よいが 。病 気 。

ネチマ チ ャイイ コ ト'一 ~先 に寝 て待 て ば 、寝 て待 って いれ ば。

ネ ツサマ シ… ……熱 が下 が るょ うな特 膏 薬 、解熱 剤 で手 当て。

ネツ ンハ ナ ……・熱 で化膿 す る と発生 す る、熱 の反応 で思 わず 。

ネ ッチス リガ ウ……・あ あ と言 えば こ う言 う、常 に反 対 意識 を。

ネ ツガ ノ ウナ ッター熱 が下 が ったので 、解 熱 効 果 が あ らわ れ 6

ネ ヅル … … …ね じて修 正 、ね じて痛 め る、ね じる事 で結 果が 。

ネ ツ ンア ル ウチ… …熱 い うち に作業 、熱 い時 に梅 え る、機 会。

ネ ヅケー植 え付 け、根 元 に装 着 す る、密 着 させ る、 活着 した。

ネ ツニ ャキ オ ツキ ー発 熱 用心 を、風 邪 と油 断禁 物 、熱 に用心 。

ネ ヅカ ン…活 着 しな い よ うで、根 がつ かず に枯 れ 、 居 れ な い。

ネ ツマ ワ リガ ー ー熱 の状 態 が悪 く逆 に酷 く、熱 と油 断 は禁 物 。

ネ ッ トリ… ……粘 りつ い た よ うな状 態 、取 り除 くに苦 労す る。

ネ ツチ ャキ …… …根 気 が 強 い もので 、頑 張 り屋 、熱 心 過 ぎる。

ネ ツクナ …… ‐寝 つ いて は困 る、寝 つ か ぬ よ うに、程 度 もので。

ネテ ンス グォ クル … …寝 た とお もった らす ぐ起 き、落 ち着 が。

ネテ ンガ … …………寝 た の になで か 、寝 た はず なの に ど う して。

ネデチ ョキ ャー……ね じって お けば 、ね じまげて お く、 曲 げて。

ネテ ンオ ケテ ン… …寝 て も起 きて いて も、 そわ そわ す る性 格 。

ネ デタナ イイ ガ ーー・・―・ね じたθ):こ 、 ね した :ま よか つたが`後 が。

ネデ ラ ル リャーね じられ たが 、 ね した もの の、 まげ られ た ら。

ネデ タ ンカ ‐―ね Iし たの で す か 、曲 げ たの に、 ね じた ら結 果 l「1。

ネデ 一ヽナ ‐一 ―寝 た いの です か 、眠 た いの で は 、眠 た いよ うで。

ネ ドキ ー … …寝 床 に入 った ら、寝 床 で ゆ つ くり休み 、安 眠 が。

ネ トラ レチ … ……他 所 の 人 が寝 て いた ょ う、 ご法 度 なの だ よ。

ネ ドキ ヘ ー レ‐̈寝 床 に入 って 、寝 床 で ゆ っ くり、安 眠 が よい。

ネ トギ ャ 寝 る友 は 、寝 る と きの相 手 は、寝 る時間 は。

ネ ドコ ンワキ ー… ‐寝 床 の側 には 、寝 床 は静 か にあ って ほ しい。
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ナ ン
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シケ …… … … …寝床 を敷 いて くだ さい、寝 床 の準 備 を 。 、

シー タ ドー ー寝 床 の準 備 が 出来 た、 いつ で もお体 みを 。

ンナ ケー寝 床 の 中で ゆ っ くりと、 ゆ っ くりお体 み は床 、

イ ッチ…寝 床 に入 って ゆ っ くり、安 眠 して明 日 も元気 。

クル ー夢 見 たか無意 識 か動 き回 る、 う っか りぼ け気 味 。

ヘ ー レ… …寝 床 に入 った ら、寝 床 で ゆ っ くりお休 み を 。

ナ チ ュウエ ー寝 な さん な と言 うの に、 待 って お って と。

… …寝 た とお もった ら もう新 、寝 た途 端 に大 軒 、 寝 て 。

ラ ンワヤ ク…寝 た とお もい きや悪戯 あ そ び、 楽 しいの 。

…寝 な さい と言 うの に、寝 た らど うで す か、 も う寝 て 。

ネ ナ シャツカ ン ド… …根 が な いな ら枯 れ るよ、根 が な くて は。

ネ ナ リジャ…… …‐寝 たばか り じゃ。寝 た もの の この ままで は。

ネ ナ シデ ンツ ク…根 が な くて も発根 す る、根 無 しで も根 性 が 。

ネ ナ シゴ ロー・…風 来 坊 で は不 安 、ね が な くて も頑 張 れ ば根 も。

ネ ニ ウイ …… ………側 に植 え た らよ う、 側 な ら自然 と根 もで る。

ネニ ヤモ ツナ・……いつ まで も想 い悩 まぬ、 あ っさ りと忘 却 も。

ネニ モ ッチ ョル … …… いつ まで も魂 胆 が悪 い、我 も呪 わ れ る。

ネニ ク リャイイ … …泊 ま りに来 れ ば よい よ、 来 て泊 ま った ら。

ネニ モ ナ ラ ン。… …根 に も花 に もな らな い、話 の種 に もな らぬ。

ネニ オ リャー側 に居 れ ば、 お互 いが 助 け合 う もの、総 合 扶助 。

ネニ イ ッチ…側 に行 って見 る、聞 く見 る覚 え る、側 な ら出来 。

ネニ キ ター … …側 :こ きて よか った と、見 る問 くは役 立 つ もの。

ネニ デ ンオ ラルル ー そば におれ ば 百万 の味方 、助 け合 う もの。

ネニ ナ ラ イイー・側 な らよい と、支 え合 うのが お こいの努 力 を ()

不ニ ヨ ン イ‐…そば に寄 せて 、そ ば な ら支 え合 う、役 立 つ もの c

ネニ キ テ ン……側 に来 て も邪魔 には な らぬ 、手 助 け も出来 る。

ネニ オ リャ シ ョワネ ェ…… … そば な らお互 いが 、力 だ し合 う。

ネ ニ オ ケ ーー……側 に置 けば役 立つ 、 お互 いが 励 み 合 う、共 存 。

ネニ ヤ … …側 に ゃ役 立つ力 に もな る、 力 の使 い分 け も出来 る。
嶺
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ね  ネネ シナ ー・寝 な さい よ、寝 ま しょうね、 寝 る子 はお利 目さん 。

ネネセ ンカ ‐一 … …寝 ま しょうね 、寝 た ら明 日 ご褒 美 あげ るよ。

ネ ネカル ス ル デ・一 ―寝 た らは じめ ま しょ う、寝 らな い と駄 目。

ネネ シュウヤ …寝 ま しょ うよ、 明 日が 早 いので 、早 寝 はお得 。

ネ ネ……… … …寝 る こと、 お姉 さん、 眠 た いの で、寝 た いか ら。

ネ ノネー ヤ ツー …古 い事 は忘 れ る性 格 、以 前 の事 は もうよい。

ネ ノワキ ャー。寝 る側 には、寝 な さい ょ こ こに い るので 。添寝 。

ネ ノ ビユ シュ……… … …長 い時間 の寝 過 ぎ、雨 だか ら寝 正 月 に。

ネ ノデ ンワヤ ク・―… …根 元 か ら しの悪 戯 、根 を き って しま う。

ネバ ツチ ョル … …ね ば って しま う、腐 敗 して い る、粘 りつ く。

ネバナ ン………寝て間 もない時間、寝始 めた頃に、寝てす ぐ。

ネバナ……寝て ぐの事 、寝 たと思 う間 もな くて、寝 た瞬間に。

ネバネーー……寝 は じめに、寝てす ぐの事、寝 たばか りなのに。

ネバ ノ・…寝て闘 もない頃に起 こされて、寝てす ぐ起 こされて。

ネハニャ……寝ては じめの状態、寝て あま り時間が立たない。

ネバースカ ン……粘 った食べ物 は嫌 い、粘 りの多 しヽのは苦手。

ネバ レー ジャー粘 って勝つ までは、頑張 って いればやがては。

ネバ ッチ ョリャ‐……努力 して頑張れば、努力 は最後 には栄冠。

ネバカ リャウメニ…・粘 りが あればおい しい、粘 りに味がある。

ネバツチ………覚悟決めて努力す る、最後 まであ き らめない。

ネ ビヤ…… … … ………寝 冷 え は用心 を 、寝 冷 え か ら風 邪 イ|き に。 、

ネ ビユ ー ‐一 一 ―寝 冷 え した ら寝 つ いた、寝 冷 えが 元起 こ しに。

ネ ビツチ ョケ ‐́一ねぶ つて味見 、舌 の感触 が 強 み 、舌 は確実 。

ネ ブカー・一一 ―葱 、土寄 せ して根 元を 白 く して あ る、根深葱 。

ネ ブザー… イlの ね が露 [Lし た分 、小 節 が加 工 品 に も、竹ぶ ち。

ネ ブッチ ‐一 … …なめ て味 見 を、 舌の感 触 は確 実 、 味 見は鋭 い。

ネ ブカア シ… …小節 が 聞 いて い るが乱 丁 、美 声 だが 節 回 しが。

ネ フ リサ ゲ ー チー … …………なめ同 して不 潔 、 食べ物 は清潔 に。

ネ ゴチー ー ーー ー‐眠 って い る間 の うわ言 、寝 て入 間 の うわ 言。
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ね  ネ ブ タカ ローー・眠 た いで しょうか 、眠 い と思 うが 、 睡眠不 足。

ネ ブ リツ ク…ね ぶ りつ いて愛情 表現 、接 吻 で も、 好 きで好 き。

ネ ブ ッチ ョケー証 めて愛 情 表現 、紙 めて確認 す る、 味 の確 認 。

ネ ブラ レター紙 め られ愛 情 印、駅 め られ て表す 、 蠅 が泊 まる。

ネ ベ ー ナ …粘 くて濃 ざ も抜 群 、愛 情 の こまやか な、 粘着 す る。

ネ ベナ リャ…… …粘 くな ると取 れ に くい、練 り上 が った証 拠 。

ネベ ヤ ツ…根性 が した たか な、問 題 が難 しい性格 、 時間稼 さ。

ネベ ヤ ター…… …粘 い性 格者 に は用心 して、早 い解 決が要 求 。

ネベ タチ …粘 い と 言 って も相 手次 第 、粘 さには淡 白 な ものを。

ネベ ー ソバ ジ… …粘 さの側 に淡 白を寄せ る、柔軟 交 互 が融和 。

ネ ベ ー … …………… …粘 くて練 り上が った 、根性 が う忍 ばれ る。

ネボデ ンー・一―粘 くて も淡 白 と妥 協 させ る、使 い方 で役立 つ。

不 ボ カ リャー粘 さに は柔軟 な もの で、硬 軟使 い分 けで仕 上 げ。

ネ ボデ ケ タ・…ね ば りよ くで きた、技 法が す ば ら しい、繊細 で。

ネ ボーサ ク……気 長 く咲 いて喜ぶ 、長 い花 の期 間 、 長 所が 宝 .

ネ ボス ケ ー寝 坊 す る性 格 、取 り柄 もあ るが 、欠点 の生 か し方。

ネ ママ ンカ ジ・………寝 間 の火災 、寝 ままの部屋 は とか く乱雑 。

ネマ マ ンー寝 た ま まの部 屋 は、恥 部 の整 頓 も大 切 、 清潔肝 心 。

ネ マ ニ ャ……寝 室 は清 潔 主 義 に、 いつ何 か あ って も恥 じ晒 が。

ネ マ デ ン……客 室 に変 貌 で きる 日 ごろの気 構 え、 ‖出嵯 の準備 。 、

ネマキ ャー寝 巻 きは清 潔 に、 どん な場合 の想定 も、 恥 に注意 。

ネ マ … … …寝 室 、寝 る部 屋 だか らいつ も清 潔 に、 いつ何事 が。

ネ マニ ォ ル ー寝 室 に い ます が、 内緒 話 が あ るのか も。宝 部 屋 。

ネ ミ ミニ ャ… …全 く知 らな い初 聞 き、案 外 知 らな い事 が多 い。

ネ ミケ ン ド………眠 た い けれ ど、睡 眠不足 が ここに も、何事 で。

ネ ミー ド……¨……眠 た いが 何事 で 、咄嵯 の相談 に も即 応 す る。

ネ ミキ ー…眠 た い もの で 、相談 な ら即応 す る、 自慢 にな らぬ。

ネ ミー チ ャ…眠 た いので す が 、夜 更 か しは大 きな損 、早寝 を。

ネ ミグ リャ………・眠 た い ぐらいは我慢 して 、相 談 に は応 じて 。 ″
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ね  ネ ムテ ンカ …眠 た いので す か 、眠 れ なか った ので は。 睡 眠不 足。

ネムラセ ン・… …眠 らせ な いので 、眠 らせ て くれな くて 、騒 いで。

ネム リソ コ ネチ ……眠 る時 間 が な くな って 、眠 れ な いの でつ い。

ネム レ ン・… ………眠 れ な くて 、騒 々 し くて 、心配 ご とが あ って。

ネ ム トウ… …眠 た くな る時 間 、眠 くな る不 思議 な心 情 、 睡 眠欲。

ネム リコ… ……葉 が時 間 季 節 で開 じる、 睡 眠 を とるょ うな感触 .

ネムネム シナ ァ‐… …眠 ったが ょいか ら、寝 た子 は よ く育 つ か ら。

ネムナ ッター‐…眠た くな ったので、睡魔 に襲われ る、睡眠が欲。

ネム リクウ ジ……眠 つて しまって失敗、 うっか り眠 って しま う。

ネムタガ リャ……・……眠たいのな ら寝かせて、寝不足は体 に毒。

ネムカ ロ ウガ …眠 た い の で は、眠 つたが よ い と思 う、睡 1眠 安 心。

ネ メー寝 間 に行 けば、寝 室 で ゆ っ くりと寝 た ら、 ゆ つ くり睡眠。

ネメヘ ー レ・一 … …寝室 に は い った ら、寝 間 な らゆ っ くり体 め る。

ネ メナ ラ … …寝 間 な ら落 ち着 いて眠 れ る、 ゆ つ くり体 むが上策。

ネ メー‐オ レ…寝 室 に いな さ い、寝室 で ゅ っ くり寝 た ら、 眠 つて o

ネモチ ュ ウ…… …根 元 を 確 認 して切 ら′1含 ば 、根元 が肝 心 だか ら。

ネモ タケ ー …… …値段 も高 いが 品物 もょ ぃ、 ょい品物 は安 心 も。

ネモ シラ ン……… ……値 段 は知 らないが大 文 夫 c連 絡 済 み だか ら。

ネモ ワカ ラ ンキ・… …値 段 は不 明 だが 、値 段 を決 め手 か ら取 弓|を 。

ネモセ ン ジ……・寝 らな い と明 日に差 し支 ぇが 、睡眠不 足 は大 敵。

ネモキ メ レメ…値段 は決 め られ な いので は、値段 決 めて か らは。

ネモイ イキ … …値 段 が ぃ ぃだ けさす が 、良 質 の品物 だ け に安心。

ネモマ ケ ンノカ… ……‐値 段 は負 け られ な いが 、負 けな いだ けに。

ネモ アキ … …… …根 元 は あ けて植 え る、 間 隔が収穫 に影 響 す る。

ネモ ッ シ ャ ン ト……根 元 が しっか り しな い と、風 の予 防 も して。

ネモキ レ ンカ ー… ……根 が きれ な い と又茂 る、根 まで取 り除 いて o

ネモ シ レ ンカ ー …値段 が 解 らない と、取 引 は延期 して 、定 価が。

ネモセ ンキ ー寝 も しな い の で 、付 き合 いさせ られて往 生 します。

ネモ ー ミラニ ャ… …寝 室 を 見 たのか、寝 霊 になお した はず だが。

/.L
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ね  ネヤ カ ロー寝 た くて も眠 れず に泣 く、 眠 れぬ の で ,、Lい て い る。

ネヤオ ー優 しく言 い聞 かせ る、寝 せ つ けて眠 らせ る、寝 つ け。

ネヤ カ ラー・…眠 りた いの に寝 れ ぬ の で 泣 く、寝 つ か れ ぬ心情。

ネヤ シキ ー…寝 るの に静 かで い い場 所 、寝 るに は最 高 の場所 。

ネユ ヨ ウチー… ……値 段 を 吊 り上 げて 買 う、高 いが 思 い切 って。

ネユ ウ レタ‐… … … …高 値 で売 れ た、 予 定 とお りの 値 で売 れ る、

ネユ ツ ケ ター値が よ くつ いたので 、高 い値段が 思 わず つ いて。

ネユ ーーニ … …競 り
‐
ね が 予想以上 に高 くて、予想 以 上 に売 れて。

ネユ イエ ー………値 段 を 高 く競 り上 げて 、少 しで も高 く買 って。

ネユ カ エ …… ……値 段 は早 くつ けて競 り落 とす 、早 く手を打つ。

ネ ヨ ウ レター思 わ ず 高 値 で売 れ る、 お か げで儲 か る、 ご祝儀 。

ネ ヨ リャイ イー …‐予 想 以上 に競 られ た、競 り手 が 揃 って いた。

ネ ラ レ ン… …… …・眠 れ な いので、騒 が しくて ゅ っ くり眠れぬ。

ネ ラ ク レチ ョル … … …根 性 が暗 くて 異常 で、変 わ り者 だか ら。

ネ ラ ワル リャ…狙 わ れ た ら しいので 、狙 われ た ら知 らぬふ り。

ネ ラマ レチ …晩 まれ た のだが、 なで か意 味が解 らず 、用心 を。

ネラム …‐暁 む形相 、 油 断 は禁物 だか ら、魂胆 が あ ったのか も。

ネ ラ レメー練 られ な いか も、寝 るに は環 境 が悪 い 、寝 な いで。

ネ ラ ン ジ… …眠 らな くて 、練 らな い こ とに、練 らな い ま まに。

ネ ラ フ レチ ョル … …狙 われ た 共 うで 、 用心 して対 応 、相手 に。

ネ ラム ンカ… …瞬 む な ら考 えが あ る、 晩 む理 由 は解 って い る。

ネ ラ ンゴ タ リャ。一 一練 らないの な ら、 その まま に、寝 な いの。

ネ リコナサ ンー練 り作 業 が間 に 合わ な い、練 り上 が りは無理 。。

ネ リソ コ ノーチ・… …練 りに失敗 して 、眠 る時間 が とれ な くて。

ネ リヤ … … …練 り仕 事 す 人 たち、練 り上 げて仕 上 げ に使 え る。

ネ リ ャセ ンジ…練 りは しな いで、 眠 らな いの な ら、 睡 眠不足。

ネ リカ カ ッターー ー ‐練 りが は じま った ので、眠 り じめ た よ う。

ネ リャコス ……寝 れ ば安 心 して、練 るな ら仕上 が り も上等 に。

ネ リャラキ ー…寝 た ら楽 にな るの に、練 れ ば大 丈 夫 仕 上 が る。
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菜 の花眺 めた お遍 路 の旅

四 国巡 りん 出来ん シタ チ ン 代 参 の札 所でん あ る 南新 四国 ん

88ヶ 所 め ぐリコー ス が  明治 36年 9月 《1903》 に野津 原

に 出来 ち大 供修護 摩 供 養 もされ た。 今市万生 寺  入 蔵 円福寺

尼瀬 臨 済寺 ん住職 も参 加 しち つ い最 近 ま じ続 き ょ った。春ん

大 師 め ぐりん 全身 で ん あ る こん遜 路 道 ゃ参加 者 も多 ゅう じ ]

番札 所 霊 山寺 か る 大 分 、野 津 原 、大 野 、直入 、 庄 内 、谷  なん

か も入 った  88番 ま じが 7日 間続 い た。

お 大 師様 に ゃ先達 さん に 連 れ の うち そん場 所 ごち 般若心 経

と真 信 を唱 え ち ょるが  自衣 姿 ん遍 路が 通 る菜 の花 満 開ん 畦道

か る 川端 ん コ ンメ ー道 ま じ せせ らぎを聞 き 鳥 ん声 虫 の動 き

ま じに 春 ん息 吹 き も感 じょ った。 そん 唱 ゆ る般 若 心 経 は 中国

に研 修 した時 に入 った  大乗 心 経 262文 字  知 恵 のエ ッセ ーを

取 り出 したお経 。

病 人 に食事を与え る ことで も 悟 りの言葉を経文で唱える。声

をあげ消え去 る。 3000巻 か ら20年 かけて  262文 字 に納

まった心経が完成。現在社会で も心経の想いは 逆 に呪文で もあ

る人間 は全て空であ る と 解 いて あるよう。観 自在菩薩が子弟の

舎利子 に教 えた もので 法は永遠 に変わ ることな く 根源であ る

この世の物質的な物 iま  何 もな く煩悩を受けることもない。

意 識 の世 界 もない光 明 の尽 き る こと もない 原 因 とな る生老 病

死 な ど何 もな く 恐 怖 もな い過 去 現在 未来 と言 う 三 世にお いて

自分 の心 を持 つ た人 は 宇 宙 の法 に叶 った 自愛 の光 で あ る。本 当

の 自分 に到達 す るた め に 教 え を理 解実 践 した時  全 てを為 し遂

げ よ う。何 度 もくり返 して読 み  素 直 に反省す れ ば必 ず心 の窓 が

開 け る それが般若 心 経 で あ る。心 静 め ち写経 す るの も 心 清 浄

の境 地 に入 る束 の間 の  自信 の研 鑽 かん 知れ な い。
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お遍 路 さん が来 るのが  4月 1日 に霊 山寺 で 初 打 ち した後  野

津 原 に入 るのが  2日 の夕 方 に な る。札所以 外 で も希望 す る家 じ

立 ち寄 る そげ な こ と もあ っち 時 間 の都合 じ 2つ 、 3つ に別 れ

ち進 む事 も多 か った。 谷 川ん 丸 木橋 を渡 ると 水 に そん影 が 写 る

『 なん と素朴 な姿 じ』
｀ 自の遍 路 姿 じゃ き 何 も見 ゆ り ゃせ んが

そか ぁ や っぱ女 性 じゃき 股 間 を縮 め た り襟 元 に 手 も行 く。

途 中 じゃ お茶 の お接待 もあ るが  顔見知 りん シタチん  出会

い ど ま ぁ途 中ん  話 が弾 む こと もあ りよ る。 蓮 華 ん 花が愛 ら しい

もん じ コ ン メー 頃 に ゆ う ま ま ご と遊 び した ん ぬ  思 いで 一 ち

隠 し笑 い しよ るん を  見 つ め られ ち 下 手 な言 い訳 しよ る しも。

雨 ん 日 じゃつ ち あ る き 雨道 具 もい るけん ど ・濡 る る こつ 一考 え

ったん じゃ お遍 路 た ぁ言えん ごた る。

晩 方 に ゃ決 ま りん 宿 ん世話 に な るに 遍 路 宿 は大 けな奥座 敷

修 行 も兼 ね ち ょる き 質素 倹約 こす大 事 な期 間  お互 いに譲 りあ

い支 え お うち こす  無 事満願打 ち上 げ にな る。 原 村 にあ る大 師堂

じ 2日 間 の護摩 供 養 や 先祖 供 養  お砂踏 み もさ るる。 四 国霊

地 の境 内 の砂 が修 め られ ち そん上 を経 を唱 え なが ら 88寺 と

高 野 山 の砂 を踏 み  春 の お遍 路巡 り も 無事 に終 わ る こちな る。

健 康 じあ りゃ こす  略式 な遍 路 道 でん 参 加 で き る幸 せ は 健

康 じゃき こす ん壮 挙 。 先達 さん の お世 話 にす が る 春 ん 一 日一 日

は多 くの人 た ちん  絆 によ っち無 事 終 わ った。 足 が痛 む しもあ る

が  な にか おす が りす る時  自分 も くろ う しち こす  そん望 み も

叶 え らる る もん。

§ 白衣 な び いて 板 橋渡 り ゃ 優 し顔 出来 水 鏡

ハ  七 瀬 の せ せ らぎ そ よ風 そ よそよ  ホ イ ホ イホイ

§ 母 は達 者 か 歩 けば三里  遍 路道 まで の ば した い

ハ 七 瀬 のせ せ らぎ 小 鮎 もス イス イ ホ イホ イホ イ

§

§

18



鈴 の音 ひ び く遍 路 お接 待

春 先 ん お大 師 さん の『 お接 待 』 が 所 に よつ ち ゃチ ッ ト 違 うが

1目 ん 21日 にあ りよ る。 お大 師様 が『 どけ な してん  食 べ物 は皆ん

じ分 けお うち』 と 論 した習 わ しが今 も 春 ん 風物 詩 ん ごつ され ち

そん 頃 に巡 る お遍 路 さん た ちん 札 所 巡 りや ら 地 域 じす る

お接 待 に ゃ座 元 ん 家 に 賄 いす る人 たちが あつ ま り 春 ん 山菜 なん

か が利用 され よ る。

子 ど も連れん年寄 りしが 手拭 いをチ ョコ ッ トかぶ り 子ど もん

手 を引いち回 っち来 る。 中に ゃ子守す る しもあ る 門口に供えた

お大師様 とお供 え飾 リ セ リ、 フラ ビ、ゼ ンマ イ、サ ンショウ、何

かが入 った 混ぜ ごはんを ヘギ に乗せち  『 はい お接待 じゃき

食べ よ』 頭 さげた子 どもが 連 れの うたバ アチ ャンの 顔 ぉ見あ

ぐる。

『 いいんで  早 ぅ食べよ』 そん声 じ安心 したんか いただいち

食べは じめた。参 っちす ぐ帰 る し そげな シタチニ ャ 握 りご飯』

が 竹の皮に包 ん じゃる。『 うっと 貰 ぅち帰 ろ う』『 そ うな ほ

んな ジイサ ンがん分 も 包む き』『 ちゃ―悪 いな ぁ』『 アゲ ンコ

トン ドョウ じい さんな サカ シイナ』『 ウ ン マ ァナ』

キ ンジ ョンシな りゃこす
・

そ こま じ心配 しち くる る。若 い時 に ゃ

色 男 じ通 った けん ど なん さ ま年 ぅ取 った。 こん 頃 ぁチ ッ ト 足腰

が悪 いち タバ コ じの うん ジ ョウ シヨル 。 好 き じす ん の じゃね ぇ

けん ど これ も人 間 の宿 命 じゃろ う。『 ま ぁ茶 だ けでん  お あが り

セ カ ンデ ン イ イ ンジャ ロ』『 別 段 セ ヮ シュ ヮネ ェガ』

ツ レソウシガ悪 い と や っぱ気 が め い るん か  美 人 じゃつ た こん

しも チ ッ トや つ れが 目立 つ ごた る。子 ど もは 食べ ち  しま うと

先 がせ わ しいん じゃろ。顔 色 ん じ ょ見 よ る。
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夏 ん暑 い盛 りん『 お接 待 』 に ゃ ヤセ ウマが 準備 さ る る。黄粉

まぶ した ヤ セ ウマは 盆 に里 に帰 った仏 様 が  帰 りに供 え物 を

持 ち帰 るに縛 るに使 うち言 う。適 当 に乾 燥 す るとそ りゃ丈夫 にな

つ ち シ ョウ シ ョウ ン物 じゃ切 れん ち言 う。 黄粉 は暑 さの予 防 に

もな り 材 料 も農 家 じ作 る 使 い勝手 ん い い粉 。

独特 な香 りに ゃ食欲 もそ そ っち 暑 さ対 策 に ゃ最 高 ん 食べ物。

貰 ぅたお接 待 ん ヤセ ウマ は  そん まま食 ぶ る もいい し 残 った ら

味噌 汁 に も使 え る。 日当 た りもいい し 固 く もね え き 歯 の悪 い

tノ も心配 ね ぇい い 食べ 物 でん あ る。 お大 師 さま も巡 礼 ん 頃 に ゃ

日の ツ ジ ャ避 けち 夜 ん 涼 しい時 に歩 い た ち言 う。

歩 きなが ら 昼 ん お接 待 の ヤセ ウマを  食べ なが ら歩 く格好 は

ヒヨ ッ トス リャ 見 られ た もん じゃね ぇ かん知 れ ん が  チ ッ ト

デ ン早 く歩 い ち 先先 に苦 労す る人 た ちを  ナル タケ早 く助 け

楽 しヽヽ暮 ら しを して は ししヽ そげな願 い じ全 国 を 歩 き回 る苦労

を  為 し遂 げ た ごた る。

そげな影 じ救 わ れ 助 け ち もろ うた 多 くん 人 た ちが 今 も 教

え られ た幸 せ の ため に み ん なが助 け合 う そ げな気 持 ち に な

るよ うな 世 の 中 にな った に と 手 を合 わ せて拝 む 時  自然 とそ

れ も叶 う じゃあ るめ―か 。 こん め ―子 ど もは  意 味 こす 解 らん で

ん  今 日ん 出来 事 は心 に チ ャ ン ト オサ メ ラ レチ 大 き くな った

いつ か  き っと思 い出 して  人 の ため に な る 行 いが 自然 に湧 く

とか。

鈴 ん音が 響 いて 遍路 さん たちが来 た。『 ほん なォ オ キ ニ』

子 ど もん手 を 引 いて 帰 る こん じもき っ と お大 師様 の お か げ と

待 つ じい さん と 別 けて 食 べ るん じゃろ う。『 あ りが た い こと』

ち 思 うそん 気 持 ちが  お大 師様 に も通 じ お大 師様 もご加護 の

光 を あて ち くれ る じゃろ う。
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☆☆ ☆  方言説 明  ★ ☆ ☆

シタチ ン… ひ とた ち の。 ま じ一 まで 。 先達 さん …先 導 して そ

の場所 で 納 経す る先 読 役 。連 れ の うち …連 れだ って 。 コ ンメ

ー…ち い さ い。

そげな‐‥そん な。 見 ゅ りゃせ ん か …見 え ません か 。 や っぱ―・°

ゃ は り。 シタチ‐…そ の人 た ち。

ょっ ち ゃチ ッ ト… ょ って は少 し。 チ ョコ ッ ト… さ っ と手軽 に

。 ヘ ギ ー本 を薄 く剥 いで作 った食 器 具 。見 あ ぐる…返 事 を待

つ 心境 。 そ げな シタチニ ャ… そん な人 たち には。竹 の皮 …成

長 しち剥 落 ちた皮 。 そ うな …そ ぅで す か、 ほん な一 それ な ら

。 ぅっ と…私 は。 ち ゃ―一・あ らま ぁ。 ア ゲ ンコ トン ジ ョウ~

その よ うな ことばか り。 サ カ シイ ナ …元気 です か。 ウ ン、 マ

アナ ー は い それな りにね。 ダバ コ じの う一たば ごば か り楽 し

んで。 セ カ ンデ ンー急 が な くて も。 イ イ ンジャロ ウ… よいの

て しょぅ。 セ ヮ シ ュウハ ネエ ガ …忙 し くはな い けれ ど。 ツ レ

ソゥ シガ ー伴侶が 。

セセ ウマ小 麦粉 を通 当 に こねて伸 ば して きな粉 を まぶ した食

べ もの。 シ ョウ シ ヨウ ン…か な りの もの まで。 日の ツ ジヤ…

昼 ん間 は。 ヒヨ ツ トス リャー も しか した ら。 チ ツ トデ ンー少

しで あ って も。 ナ ル タケ ー出来 るだ け。世 の 中 にな った に と

一現在 の世 間 にな った ので。 チ ャ ン ト… しつか りと。 ほん な

ォォキ ニ … それで は あ りが と う。

道普請  共 同作 業  もや い仕事

農村 じゃ地 域 が広 い き 隣 ど う しん 間 ゃ ら 地域 と地 域 ん間が

違 い もん じゃ き と して ん 共 同 じ世話 す る そげな機 会 が多 い。

ま してや便 利 ん いい道 なん か  い ち い ち行政 は面倒 見 ち くれん。

お互 いん た め にな るん は 助 けお うちす る仕 事 にな る。 それが 又

ヒ ドヵ ロウ トン 自分 た ちん利 便 に へ もど っち も来 る。
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道普 請 … い あんベ ー に天気 が続 くき  『明 日は道普 請 ぬす る き

加 勢 しち お くれ と』『 そ う じゃつ の ぅ ち つた ―~荒 れ

た き一ち思 い よ ったが  若 え にま ぁゆ う気 が チー タ ノ ゥ』『 ホ ン

ナ 小 昼 いヤ セ ウマで ん  作 ろ うか』『 お前 が ん オ ハ コ じやきの

皆 ん な ヨ ロコプ ど』

笑 い話 しなが ら もう明 日んサ ンク リュ しよる。そん コロに ゃ

隣ん しも ち ゅうてんで 一ぶ 遠いん じゃが そか―― ひさ しぶ り

ん 寄 り合 い仕事 じゃき ,気 持ちが うきうき しよる。『隣 りゃ

おはこん  ヤセ ウマ じゃろ うき うつとかた 。『押 し寿司』 に し

ゅうかな ぁ』。

思 い思 いん小昼んサ ンク リが 出来 た もん じゃきもう 前ん 日

か るソフソワ0ジ ヤガ こげな 心ん絆があるきこす  みんなが元

気 にたとぇ 貧乏 しちつてん助けお うち 長 ぅ住みち―たん じゃ

ろう。 じいさまも ばあさまも 嫁 に来ち久 しいけん ど こらえ

性根 もょか ったが  それ以上 に魅 きつ くる 何かが ここにゃある

ち 思わ るるんが嬉 しい。

長 い道 じゃが『 ぅ っと も暇 じゃき』 ち  あ つち こ つち か る も

出た き ち っと昼 下が りま じ か か ったか 出来 ぁが った。泥 を落

と した鍬 が 日ざ しん強 ぅな った 陽 に まば い い ごつ  光 りよ る。

『 お前 も感 心 に鍬 はゅ う 手 入れす るの う』『 ち や― ジイサ ンこ

す  いつ も美 しゅ ぅ 手入 れす る こと。 そ り ゅ一見習 うたんで 』

隣 ん嫁 じょうに褒 め られ た もん じゃき 聞 い ち ょつ た バ アサ

ンが や つぱ嬉 しい ごた る。『 おお きに  あん た は里 ん  オカ チ ヤ

ンの躾 が よか つた き ど こでん好 か る るな ぁ』『 お お きに 里 ん

おか ち ゃん な 苦 労 した もん じゃき』 そ こま じ言 う と そ つと

涙拭 きょ ったんが  1痛 ま しか った。『 苦 労 が あ って ん  歯を かみ

な一え  い い こと もあ る きな ぁ』 何 に も勝 る味方 じゃつ た。
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道 が美 しゅな ると 生 え た草 が 目立 ちだす もん 。 じやが牛馬が

ドコ ン家 に もォ ルキ  :草 き りゃ も う早 ぇ もんが ち。 早 ぅ起 けち も

う牛 ぅ引 い ち 草 き り しよ る しもお った。年寄 りな りゃソゲ ー

遠 ぅに ゃい けん  そ り ゅう皆 ん な も解 っち ょる き そ こへん な

残 しち ょ くと『 す まん の ぅ』 皆 ん な年 寄 りにな るん で ナ ェ。

牛 も連 れ ち草 を食 わせ よ るき 帰 っち ダ カイガ  デ ー プ ン助 か

る。知恵が 働 くん も長 年 の 年ん ヨ ウ。 イ ヤ功績 ん こと じゃが

どげハ リク ウデ ン 百 姓 ん 儲 け は知 れ た もん。 そ リー褒 め られて

ん 賞 金 ぬ貰 うた り勲 章 なん か  夢 ん また夢 じゃつ た。 ど っかん

じが勲章 もろ うたん と。『 ヘ ー勲 章 ち ゃ食 わ る るん な』

いつ じゃつ たか  近 所 じ物 置小 屋 が焼 け ち 人 事 に ゃな らん じ

ゃつ たが 次 ん 日は『 ハ イ ヨセ』 を 皆 ん なづ りで ち 焼 けた跡

ん か たず き ゅうす る。 年 寄 りん ジイサ ン バ アサ ンな 足腰 が ち

っと悪 い き 炊 き出 し ぅ受 け持 った。バ アサ ンの 握 り飯 ゃ もう

天下逸 品 じ評 判 じゃつ た。

若 い嫁 ご もそん方 に な った き 作 りなが ら話が 弾 ん だ。『 音 は

村八 分』 とか 言 うぬ聞 い たが  『 それ な』 バ アサ ンが  話 ち ょこ

うちお もい よ った。 そん 話 じゃき い い時 じゃち思 うち  話 しち

聞 か せた。 今 は もうそげ な こた ―́ ね え じゃろ うが  音ん 頃 に ャ

や ,ば あ りよ った ら しい。

ここへん じゃ闘 かん けん ど い ろ いろ理 屈 もあ っち 仲 間外れ

にな った シガ ア ック。 デ ン葬 式 と火事 は加 勢 す る それ じ残 りん

8つ は知 らぬふ り。 ま ぁ早 ぇ話 が 8分 は つ き合 わ ん か ら村 8分

ち言 う ら しい。 気 の 毒 じゃが それ な りん  理 屈 が あ ったか ら し

ど っちが悪 いか 人 間 同志 が話 しゃ 解 りそ うな もん じゃが の。

お互 いが ち っと譲 り合 う そ こに共同体 が生 き るが な ぁ。
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ォ ルキ ー い るので 。 しよ る しも一 して い る人 も。 ダ カ イガ…牛

馬 の飼料 つ くりが 。 デ ー プ ン…だ いぶ 。 コ ウ…知 恵 が 多 くて助 か

る。 ノヽ リク ウデ ンー・頑 張 って も。 どつ かん じが 一 ど こか よその人

が。 ハ ィ ョセ …火災 の跡 の焼 けた使 え ぬ もの な どの  か たず け に

加勢 して心 の お見舞 を す.る 。村 八 分 …仲 間 はず れ され る 元 々 は

自分 か って な人が 自分 の家 は 何不 自由な い全 勢 期 だ ったので

人 の世話 に な らず と も 心配 のな い境 遇 だ った ので  あえて反 対

意 識 を強 めて皆 ん なを  押 しつ け るよ うな 生 活態 度 で あ った の

をこ 何事 に も応 じなか ‐■たので 疎外 され た よ う。 人 間 の世界 に

は ぃ ぃ時期 は ほん の 一 時 で あ り全 て が人 の 物 の世 話 にな って

い る。

『 はば さん な ゆ う何 で ん知 っち ょるな ぁ』 長 生 き した きな』

『 も っと長 く元気 で いて  ヽヽ ろいろ教 えて くだ さ い』『 あん た は

ほん と素 直 じ お利 口 じゃ こと』『 あ らま ぁ どげ し ゅうか』

顔 が煤 で 黒 くな った みん なが え ― と済 ん だ ん か  手 を洗 い な

が ら手鼻 か む しもあ った。仲 ん いい組 の人 た ち じやき どけな事

しょ ってん  一 つ もおか しゆう も 嫌 ら しい と も思 わ ん な な し

じゃろ うか 。 美 しゅうな った時 ぃ 家 ん しが お礼 ょ百 い に来 た。

『 今 日は世 話 しか った ろ うに お お きに』『 心 配 じゃっ たな ぁ』

口見舞 いでん どん くれ嬉 しいか 黒 く煤 がつ い た若 い嫁 ご も

シ ョボ ン ト シチ ヨツ タガ  こげ ~皆 ん なが仲 良 し じゃき 九 気

しお らるるん じゃな  ち嬉 しか つたo婿 じようが 片 隅 か る ニ コ

ッ ト白 い歯 を覗 かせ ち 嬉 しそ うに笑 ぅた。心 が豊 か な ら苦労 も

苦 に も 気 に もな らん今 ん幸 せ。共 同 見舞 い は絆 の証 。

どげ しゅぅか … ど う しま しょうか。 手鼻 …指 先 2本 じ鼻 をつ まん

で 噴 き出す と 溜 ま った鼻水 が飛 び 出す 。 日見舞 い一言 うだ けの

見 舞 いで も。 シ ョボ ン トシチ ヨツ タガ …悲 しそ うに して いたが 。

,
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ち ょいと一服

五助 さん どま荷物ん多い時 にゃ 帰 りが遅 ぅな っち早え しどま

もう寝たんか 灯 が消えち ょる家 もあ った。 けん どヤウチが多 いと

そげん こた一 夢ん また夢 じな ぇ。若 ぇ嫁 ごどまなん と 1_0人 の

ャ ウチ じゃき 夕飯 後んかたず け 年寄 りしが湯 にヘーチ  ll霞 番 に

ヘ ー るもん じゃき そげな しゃ夜 中 ぇなる。

馬 が ナク もん じゃ き 立 ち止 ま った と ころ  ゴ シゴ シ音 が しよ る

ん が  馬 ん耳 に入 ったん じゃろ う。 背 伸 び しちみ る と そん 音 ぁ ド

ウヤ ラ洗 た くしよ る ごた る。 もみ板 に コボ ク レ石 けん ぬ  具 合 いゆ

う使 うち時 ど き :蚊 が くいつ くん か  バ チ ッ ノ`ンア ター肩 お ヒク

ヒクさ きち ょ ぅぽ ず痒 いん じゃろ う。

『 遅 ぅま じ ハ リコ ミヨル ナ ァ』  『 ア ラ五 助 さん  蚊 が食 いち

いち 痒 ぃ―』 大 声 じゃね え けん ど そん声 に ゃ恨 みが つ の る。

『 だ しちみ な  か い ち ゃるき』 顔 見 知 り じゃ き こす  出来 る こと

じゃが  ムゲ ネエ チ思 うと 側 に よ っち そ こ らへ ん ぬ 掻 い ち ゃ

った。『 お お きに』

お 礼ん言 葉 こす  短 ぇけん どそん 満 足感 な 言 い様 のね ぇ気 持 ち

じゃつ た ろ う。馬 が 前 足 ぅ叩 く 『 ふん なな ぁ 早 ぅ寝 な ぁえ 』

五 助 に してん  こげ な所 ぅ見 られ どす りゃ や つぱ変 て こん噂 に も

な りかね ん。後 惜 ししヽ ごた る東 の 間 ん  物語 な ったが  そん嫁 ごに

して ん  『 ふん と ウ チ ン旦那 は気 が きか ん』

4, 511た った昼 盛 さが り 五 助 さん が帰 りよ るんを  見つ けた

き声 ぅか けた。『 こん前 はお お きに』 『 お ――ごげ な 達 者 な』 見

まわ しち返 事 ゅす る と 側 に来 ち  『 ほん とあん 時 は  あ りが と う

ござ いま した 痒 いん を堪 え るな  人事 じゃつ たん で』『 じやろ う

顔 色が悪 か ったわ な』『 あ ら顔 色 わ か った』
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誰 もお らん ごつ静 ま っち ょる 昼間 わ きに ゃ風 ん音 が  心 ぅ和

ませ ち も くる る。五助 さん にお礼 を言 う そんつ いで じゃ悪 いが

『 あげ―優 し ゅう され るる と 嫁 に来 た家 が 間違 い じゃ』『 そ

げ な こた 一 言 わんが い いん ど』『 あ ら ご免 なつ い』『 いん に

ゃ気持 ちは  ゆ う解 るが の  ど こでん 一 緒 ど』『 じゃろ うか』

五助 さんが諭 した こと じ ふ っと我 に帰 ったような そん気持

ち もゆう解 る。順送 りん ごたる そん 頃ん農家ん暮 ら しかたは

そげな形 にはめ られち ょつた。苦労が当た り前 じゃつ た き 嫁を

迎え るに も偶然 ち言 うと それまで じゃが  忙 しくな る前が多か

っち  『 あ っこん じゃ手を揃 ゆるん と』

年 寄 り夫 婦 に 自分 た ち夫婦  そ リー子 ど もが生 まれ  ま ぁそん

頃 に ゃ夫 ん  弟 や姉 や妹 も お ったか 知 れ ん じ 親 の兄 弟 じゃつ

ち 側 に作 り分 けち ょつ たかん。大世 帯 ん 中 じ 嫁 は 常 に最 下位

じゃた もん 。 じゃき飯 時 でん 一番 あ と に 座 っち食 べ る。給 仕 な

ん か しよ る と 食 うナ カ て、′ナ ンカ ね え ん が実 情 じゃつ た。

済 ん た らか たず け も 時「口]と ん勝負 じ 加勢 なん か 宛 にな らん

じ してん 儲 け に ゃな らん き さ っさ と一 人 じ始 末 す る。 それ に

洗濯物 ぁ大 事 ん サ イ タル モ ン。洗濯機 なん かね ぇ 水道 もね ぇ

物
~Fし

ゃ大 きな 竹 さお に iF違 しち あん げ こん げ に 干す 。 もん じ

ゃき もう内緒 に―千 して ― もん も な ぇ困 った 事 じや ―,た 。

が いい事
「
も時 に ゃあ る もん じ  里歩 きにイ予く1時 に ゃ  みん なが

み や げを待 つ ち ょるん か  見送 っち も くる る。 鬼の お らん 間 に

親 子兄弟水 入 らす。 里 に行 った嫁 も ゆ っ くり親 に 甘え ち 顔 色

が満点 に な っち来 た。婿 じょケが 迎 え に来 たが こ こ じ ゃ大将 ん

気取 り じ 一 夜 はゆ っ くり甘 え らるる。

朝 もゆ っくりん帰 り道  I'な ぁォ ン プ シテ』

イカ 早 ぅおば リー』
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お接 待 は な しあ るの

春 と夏 に な る と お遍 路 さん た ちん 歩 く オL所 巡 りが あ るけん ど

これ た 別 に『 お接 待行 事 』 が  古 くか るされ ち ょる。 弘 法大 師 ち

言 う偉 いお坊 さん の 人 間 と して の大 切 な 生 き方 を 教 え た そん

徳 を忍んで 教 え られ た 人 間 はみん な平 等 で あ るので  貧 しい人 に

は施 しを 又 多 くを もつ 人 た ち は み ん な の ため に出 し合 う そん

な豊 かな心 に な る ことが  や が で は又 回 り 回 って報 い となるので

す 。 自分 に も帰 って くる も
‐
の です 。

弘 法大 師 は全 国 を回 って  教 えを広 め たが  と くに四 国各地 には

その 霊場 を作 って修行 や  悩 みの多 い人 た ちが  悟 りを開 くため

に巡 拝す る  『 88ヶ 所 巡 り』 が 作 られ ま した。呼 び か けたが

なか なか進 ま なか ったが  新 聞社 もお手 伝 い して  呼 び か けた ら

多 くのお寺 も参 加 しち 今 毎 日多 くの お遍 路 さん が  巡 拝 して特 に

季 節 に ゃ 観 光 バ ス も回 って い ます 。

じゃが Iザ

11国 に行 く :こ ゃ  や っぱ 元気 じね ぇと無理 。 それ に 日数 も

歩 いて 1月 以 上 もか か る。 それ に予算 もい る そげ な事 か ら各地 に

それ に 変 わ る霊 場巡 りは と 作 られ たん が遍 路巡 りです 。春 の そ

ん遍 路巡 りに ゃ 決 ま った お寺 や庵  それ に家 庭 に も お大師 1'た を

祀 ‐った家 もあ っち 巡 拝 の 時 に ゃ立ち寄 って お経 を 唱 え ます。

[i]衣 を着 て 金 剛杖 を持 ち 鈴 を鳴 ら して回 るのが  本 式 ですが

簡 単 な服装 で も 参加 が 出来 るん も お大 師様 が論 す  みん なが豊

か に暮 らせ る ことが  何 よ りの狙 いだ か らです 。 お札 を 供 え納経 を

しますが  お接 待 が あ った り t′ ち お茶 を頂 き時 には 食 べ物 の

お接 待 もあ って  お祀 り して あ る家 も お参 りの人 た ち も みん な

に暖 か い ご利 益 も授 か ります 。

人間は一人 じゃ生 きられ ない じゃき心を出 しあ って すが る事

もあ り す ることもあるのです。
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地 域 じされ る『 お接 待 』 は 春ん 季 節 ん いい時 に それ も春 ん気

持 ち ぅ表 す  自然 の ものが 芽 吹 くころ に され るん が 多 い。 山菜 が

出始 め ち農 家 も少 し ゆ っ くり出来 る頃 じゃき タケ ノ コ、 ワラ ビ

。 ゼ ンマ イ、 サ ンシ ョウ、 フキ、 ウ ド、 こげな もん が で ると :香 り

が生 き生 き しち ょる き 元気 も出 ます 。

『 混 ぜ ごはん』 押 しす しにな った お接待 に ゃ も う 子 ど も も

お じいち ゃん  おば あ ち ゃん も お大 師様が祀 られ ちを る 家 に行

き お参 り しち お接 待 を
‐
頂 きます 。 心 づ く しの  食 べ 物 や お菓 子

なん か も 貰 って うれ しい あげて嬉 しい 春・ん お接 待 で しょう。

子 ど もを おん ぶ した人 た ち も お参 りす る と  『 ハ イニ 人分 あ ぐる

で』 嬉 しいお接待 は 夕方 まで続 き ます。

祀 られ ち ょる お大 師様 も そげ な様 子を見 なが ら みん な幸 せ

に遇 ご しち ょると 嬉 しそ うにニ ッコ リ。 みん なが 幸 せ し あ る こ

た ぁ国 も栄 え 世界 も安 心 じち暮 らせ るんです 。 ど こ じ争 い だれ

かが 喧嘩 して ん 何 の得 に も儲 けに もな らん。 貧 し くて ん 心 が豊

か じみん なが  元気 で あ りゃ き っと楽 しいん で す 。

ほん チ ョコ ッ トした事 か る 喧嘩 に な った り や ん が ちす り ゃ

もう戦 争 にな っち そん アゲ クニ ャ 誰 が か死 ん だ り 怪我 した り

家 は壊 れ 火 事 が起 きた り 何 の儲 け も
′

幸せ も全 くの うな っち  し

ま うこち な るん じゃ こと。人 間が話 し合 えば  解 りそ う じゃに なえ

ふ ん と も うハ ゲ ラ シイナ ァ.

お大 師様 はみん なが  健康 じ楽 しい 日々を願 う ち み ん なに諭 し

たん です。 そん教え を大 切 に お接 待 は毎年 され ち そ こに ゃ嬉 し

そ うな 笑 顔 が集 ま るなん か  本 当 に よか った ち思 うで 。 みん な も

そん教 え を守 っち 自分 に 出来 る事 を す る そん 気 持 ちが大事 じゃ

き 頑 張 り ま し ょ うな 。 回 り回 っち あ な た に  そ ん 報 い は 帰 っ ち

来 ます か らな ぁて,人 間 の務 めでん あ る きな。
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◇□△  方 言 説 明 △ □ ◇

どま… この人 は。灯が消えち ょる一明か りは消 して寝 た。

けん どヤ ウチーけれど家族 は。ヘーチ‐―入 って。 そげな し

ゃ一‐そん な人 たちは.コ ボ ク レー小 さ くな った。 ソ ンアタ

ァ…そのあ とは.ハ リコ ミヨルナー精 出 します こと。そ こ

らへんぬ一その周辺を。見 られ どます りゃ一・見 られ た りし

た ら。ふん と―・ほん とうに。達者 な…元気で結構 な ことで

。 しゃろ う・―で しょう。

され るると一されたな らば。 いんに ゃ…・いいえ。手を揃 ゆ

る一人数が増えて成果が。 じゃき…ですか ら。ナカマナ ン

カーそのよ うな時間はな く。サイタルモ ンー特別 な もので

。みや げ待 っち ょる―・隣の麦飯んた とえで 珍 しい ものを

。オ ンプ シテー背におばれたいの。

ゃ っぱ …や は り。ねえ と―・ないと。

され るんが …されることが。 あげて嬉 しい…差 し上 げて。

チ ョコ ッ トシター・ほんの少 し実行 したので'。 やんが ちす

りゃ一やがてそれが見事 に。 アゲ クニ ヤ…その結果で は。

ハゲラ シイ‐…悔 しくて。 あ るきな一あ りますか ら。

◎0◎  言葉 には気をつけないと ◎◎◎

『 す まんが砥 石 貸 tノ て』『 い いで使 い よ .』 I'減 るか ん知 れ ん が 』

い い こ と 知 れ ち ょるわ な』 なん ぼ気 安 ぅで ん  時 と言葉 と じゃ

問瀕 が 起 こるか ん な ぇc『 明 日す まん が  カ ーーチ ャ ン貸 して』 返

事に困 るこち な る。 前 もっち解 った話 ん続 きな ら そ りゃ ま ぁいい

と して ん ダマ シに カーチ ャ ン貸 して は 問 題 が起 こるん じゃ

なか ろ うか。

田 舎 じゃゆ う手 が 揃 わ ん と 都 合悪 い仕 事 が あ る も

ん じ そげん 時 に限 っち人手 が  足 らん こち な る もん。
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そん 時 ぁ前 もっち理 由 ん説明が  な に よ りん頼 み ごちな る。心

は通 じあ うてん  信 頼 が 優先 もす る もん じゃ き 気 安 く大 文 夫 ち

考 えたん じゃ 大 きな問 題 を  ツ ク リタ ツル こち な る。 しょわ ね

え ち急 に『 ち ょい とカ ッセ ンナ ェ』『 イ イデ』|ち  飛 ん じ行 きど

ま す りゃ そん先 に ゃ何 が起 こるか。

『五動 さん こんだ来 る時 笠を買 ぅち きち くれん な』『いいで

どげなんが いいかな ぁ』 l'ま かす るわな』 五助 さん も何の気 な

しに 任 された き適当なんぬ みつ くろ うち買 うち来 た。 いつ も

使 うに間 にぁ ぅごっ バ ッチ ョロ笠 じゃろ うち ち っと若い しに

似合 うに した。

『 いいんがあ った じゃろ うか』『 ち っと派手 じゃろ うか 知れ

んが若者 向 きが よかろ う』 さ しで 一たな なん と仕事 に使 う

日ょけバ ッチ ョル笠。 ため息ついち しもうた。今 にな っちクジも

いえんけん ど 里 に行 く時 :こ さ しち行 く それ じゃつ たん じゃが

。 くわ しゅう言わん じゃつた も 悪か ったが 五助 も確認がね ぇ

まま じゃつ た。

りゃ― シモ ゥタ うっか り吉兵護 じゃつ の う こん だ変 え ち も

らうわ いち  自分 が ん 失 態 を恥 じたが  派 手 じゃ き誰 でん使 うに

ゃ ち っ と抵抗 もあ る ごた る。『 い いん で  なん とか 使 うこち し

ゅう』『 そ うか悪 か った の ぅ』 里 に行 くぬ こそ っ と 見 る と陽

が強 いに手 拭 いかぶ り じゃつ た。里 で ん妙 なふ うに映 った。

『 お 前 ぁこん ア チ ーニ  傘 ぐれ は  買 うち貰 らや よか った に』

『 いいち 言 うたん で  ′勿体 ねえ こと』 l′ ふ ん と気 が きかん の ぅ』

『 心配 せ ん でん いい き』『 こ り ゅうさ しち帰 り ゃい い  こげん こ

と もあ ろ うか ち 嫁 じょ うが 自分 σ)と  姉 さん が 来 た ら気 に いれ

ば 使 って もろ うち  と 買 い置 き じち ょつ たん ど。 誰 も責め ら

ん  うっ と うが  舌 足 らず じゃつ た。
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※ ニ ラ味噌  ワキ 味 噌  ※

「 1本 人 に ゃ離 され ん  味噌 が あ るけん ど  そん 味 11:奎 と イイ具 合 に

相性 が いい 野野 菜 が あ るん で。 道 端 にあ るん でん  平 気 じ取 っち

サ ブサ ブ洗 うcサ ブザ プ音 がす る ごた るが  そん くれ 一ヽ美 しい水 に

ゃ 音 が あ るん で 。涼 しげ な音が あ った り 小 鮎 が 泳 ぐよ うな風 物

は り:贄 村 田舎 な りゃ こす  満 喫 も出来 るよ うで づ 。

そ げ な環境 を生 か した食 文化 は 上 に育 った野 菜 が 日本人 に ゃ

一 番 い い ごた るが。 食 べ れ る事 は幸 せ の原点 で す き 好 き嫌 もヽ よ り

ゃ感 謝 す る 気 持 ちが あ るん な ら 何 で も食 べ られ るち思 う。 感 謝

す り ゃチ ッタ嫌 じゃが  『 仕 方 ね ぇか」|が  や ん が ち好 きに もな る

もん 。 そ りゃ一 そん 野 菜 ん命 を  貰 い よ るか る じゃろ う。

ニ ラ味噌 …新 しいニ ラを 美 し ゅう洗 ぅち 味噌 を少 した ら した

油 じ炒 め る そん 中 に適 当 に切 った 《好 み に応 じて 》 ニ ラを入 れ

ち更 に炒 め ち行 くと 青 さは失 うが 独 特 な香 り :こ  変 わ っち食 欲 が

出 ち くるき不思 議 。 時 間 が たつ と少 し固 ま るけん ど 冷蔵庫保 存 も

効 くか る 1週 間 はデ ー丈夫 じゃろ う。

残 りが多 か りゃ時折  火を入 れ るん な ら更 に 長 く楽 しめ るち思

うが 。少 し嫌 い な匂 いが  1気 に な る しゃあ るけん ど 慣 れ ると これ

も解 消 す るか ん知 れ ん 。 栄養 価 もあ り庭 先 に 少 し植 えて お き ゃ

いつ で ん使 う ぐれ は 収 穫 も出来 るお手 の もん 。 今 は珍 しいけん ど

卓本 灰 を  ご褒 美 に ち っとか けち ょき ゃ 喜ん で成 長 L′ て くれ る。

昔か る栄 養 野 菜 に な っち ょるが  影 言葉 じゃ 00立 つ草  とん言

い よ った ごつ そ り ゃも う ち っと ぐれん ダ ックな 夕飯 ん時 に食 う

ち ょき ゃ 次ん朝 どま  も う元気 百 倍 に な っち ょっ たそ うな。 土

ん 栄 養 分や ら お テ ン トウ様 ん光  自然 の水 分 と風 に よ つち ま ぁ

こげ な ウマ イ モ ンな 出来 ち ょるん と。
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フキ味 噌 … フキ は『 ア ク ヌキ』 ガ 料理 ん 決 め手 じゃ き 水 に

さ らす とア ク も抜 け 繊 維 が 開 くごた る ス タ イル にな っち  :煮

る時ん火 の通 りが ゆ うな る。 あ る程 度 柔 ら し ゅう な った ら好 み

じ砂 糖醤 油 じ 甘 辛 く煮 詰 め ると 副 菜で ん  お茶 受 け にで ん

格 好 いい逸 品 に仕 上 が るも

フキ味噌仕上 げにゃ焦 げ ないよ うに煮詰 めち 味噌を加え る

が 醤油が入 っち ょると 先後ん加減 に工夫をす りや わが家ん

家伝の料理 になるん じゃ なかろ うか。 フキん甘辛煮 も日当た り

ゅ ぅじ ぅまいけん ど 油落 と した フキ味噌仕上げは 苦味が ど

してん残 るき 嫌 いな しも多 いごた るが  そん著味が タマラ ンち

言 う人 も多 い。

どっち もチ リメ ンジャヨ 何かが入 ると だ しん役 もす るき

け っくしゃ高尚な 逸品 にな るかん知れん。 ただ問題 は焦げん

タイ ミングが 仕上が りん決め手 に なるかん知れん ごたる。

それ にフキん場合 季節が限定 じゃき 保存す るん な ら 別 と

しち 本物がねえ時期が あるき 工夫 しち保存す る 秘法 さえ

考案す りゃ これ またすば らしいごたる。

ど っちに も言 え るん が  炊 きたて ん  ご飯 に これ を 乗 せち

お茶 をか けち  I｀ 御 茶屋 漬 け』 も げ に も言 え ん 旨 さが あ る。

好 み に よ るけん ど  こげ なふ うに 自然 が  生 か され た食 べ物 に

ゃ そん生 物 ん 命が あ る き 感謝 しち頂 くこ と も 人 事 と思 う

が な。 自然 に接 す る時  人 間 は恵 まれ た動 物 ち思 うが 。

焼 いた餅 に塗 って食 べ る 味噌汁 に少 し入 れ る と 苦 味が効

果 を発揮 した独 特 な味 に。 使 いよ う食べ ょ う じ 異 質 な味 に も

変 化 す るたへ もの は 天 か ら与え られ た物  感、謝 して 頂 くと又

い ろん な物 に出会 う 幸 せ 人生 にな りま しょ う。 それ が 生 きて

楽 しい 人 生双 六 なん じゃなか ろ うか。
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チ モ トん味噌 和 え …‐チモ トは成 長 が 早 え し 寒 さ に も強 い き冬

でん  特 別 寒 ぅなか りゃ いつ ん なか め 一

か太 っち ょる き 新 春 の薬 味で ん  和 もん でん春 ん 味が  堪能 出

来 る野 菜。 さ っ と熱 湯 に入 れ ち 手 じ優 し ゅ絞 る と 適 当ん長 さ

に切 れ ば  もう逸 品が 完 成 す る。

白い部分や青 さとん  コ ン トラス トもいい し 混成 も日に新鮮

:こ 写 る。香 りが あ っち 味 も素人でん好め る 野育 ちん鮮やかさ

が 初春 らしい感覚 に 食 も進むが独特 な 軽 い味があるき 好

き嫌 いもあるけん ど これ も仕方ねえん じゃなかろ うか。神はや

や もす ると 誰 にで も好 まれが ち と 解釈 した方法が 時にゃ難

点 じゃけん ど じきもの じゃきこす  こげな現象がで る 気の毒

でんあるが 季節 限定 と言わ るると 無性 に食べて ぇ心理 :こ  心

痛むる世の中ん 難 しさゆ うわか るごた る。

切 り取 っ て食べ た後 は 夏 には掘 り揚 げ ち 泥 を落 と しち涼 し

い場所 に 保存 して お けば  秋 に は植 えつ け らるる。 ので永 年 の

楽 しい食品 に もな る。 手入 れ て,簡 単 じゃが  大 事 に す り =, 
そん

だ け大 きな収 穫 も ちゃん と手戻 し しち くれ  大切 な宝 物 に も

な るかん知れ ん 。 1フ ケギ ち言 うか る 葱 ん 親 戚 じゃろ うな ぁ。

味ん調 合 は酢 味 :l曽  ‐
甘辛 11,手 油、 ゴマを まぶ す もい い し 'ノ ナビ

を きかすん も 乙 な味 にな る。 早取 りは味 噌 汁 に も 吸 い物 ん添

え に も 使 しヽ勝 干、はなか なか いいん で。 好 み で トー フ とん和 え物

も 味噌 に入 れ た 風 変 わ り も時 に ゃ い い鉢 ん 飾 りにな る。心

和 ませ ち くる り ゃ 使 い 方 に ゃい ろ いろ あ る ごた るが  鮮 度 は

一番大事 じゃき 使 う時 に切 り取 る。

も しと りす ぎた ら 新 聞紙 を湿 られ ち 巻 いて立 て て冷蔵 庫 な

ら 少 しん間 な ら保 存 も。小 刻 み t′ て保 存 な ら しば ら くは OK
‐ しょうな。
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△◇ △  野 津 原 漬 _△◇ △

た くあんが 漬 か った ら 色 もいいに味 も上等 ん 時 ぁ マ マが どん

こん ね ぇ進 む。 じゃが 一 時す る と 味が 落つ ん も宿 命 。昔 しゃ黍 が

ら入 れ ち 漬 くる とい い色 をこ 仕 上が りよ った し 味 も福 よか じゃ

った。 それで ん贅 沢 は敵  食 わ るるだ けでん  よか った時 代 でん

あ った き冬 ど ま 朝ん 冷 て ―ぬ 漬 け物桶 か る 弓|き 出 しち そん ま

ま 歯 が いい とガ リガ リ ボ リボ リ ち った歯 に も染 む けん ど。

塩 按 配 が難 しいけん ど ち っと塩 ぉ勝 た せち 漬 か った 頃 に一 遍

『 塩 抜 き』 す る。水 じゆ う抜 き取 った ら ち っと千 しち  も一遍 漬

け込 む時  砂 糖 をパ ラ リー つ まみ。 2, 3日 もす り ゃ ぁま ぁ 美 味

しい潰 け物 が 出来 上 が る。『 野 津原 漬 けな』『 知 らん けん ど うめ

ぇごた るな ぁ』

漬 け物 ぁあん ま り褒 め なん なち 年寄 りが言 い ょ った けん ど そ

ん理 屈 ぁ知 らん で。 とにか く物 ヤま 美 味 しゅ食 べ らる りゃ  『 3年

長 生 きす るん と』『 そ りゃ 違 やせ ん な 死 ぬ ま じ じゃね ぇの』

『 な るほ ど ち ぎるが  秋 ナス ビ じゃな』  『 ヒヨカ ッ |ヽ  面 白 い

事 が ゆ う 飛 び出 るな ぁ』

笑 い こけた もん じゃき 又面 白 い こつ ―̈作 りた て ち 笑 わす るん

が  旨 い もん じゃき みん なか る好 か るる。 弁 当 あ けちみ た ら 匂

いが沢 庵 、味噌 漬 、 しゃけん焼 き物 、梅 干 し それ ぞれ が い い匂 い

じ 待 つ ち ょる。弁 当作 るオ カチ ャ ンの 苦 労 も考 え ち ク ジ も体

み休 み言 わ に ゃ 罰 が あ た るで。

じゃな ほん なォ ーキ ニ  ォ ゴ ッソニ な りま した。『 何 が え』 I・ あ

り ゅみ よ て ん しょム シ ョ怒 っち 何 が え はオ カ ノ コネ ェ』 『 リャ

おか しゅうはね ぇで  帰 り漬 け物 ぅ貰 うち 帰 ろ うか思 い よん に」

『 ぇ――』『 こげん うめ ――な滅 多 ぇ_出 合 わん き.]『 わ か った も ぅ.1
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☆☆☆  春 の お接 待  ☆☆ ☆

農 村地帯 じゃ春 と夏 に 弘法 大 師様 の『 お接 待 』が あ っち 近所

ん じ同志が 集 ま り 朝 か るそん シヨす る。 春 に ゃ季節 ん 山菜 なん か

が  出番 ぬ待 つ ち ょるき 材 料 に ゃ こ とかか ん 。 前ん 日に シヨ スル

ん もあ るが  そ こ あ年 季 が入 った  バ ア チ ャ ン連 中が  腕 に ヨ リュ

ゥか けち 作 りょ る。 ま ぁ話 も弾 む けん ど 習 う事 も多 い季節 。

ワラ ど、ゼ ンマイ、 タケノコ、サ ンシ ョウや、 ミツバ 、セ リ、そ

リー味つ けに ゃ シイタケ、 ゴマ、並 ろ うだ材料 は 毎年同 じごた

るが 年が代わ り人 も違 うと 仕上が りもまた ちった違 うん も

楽 しみん ごた る。集 まった材料 じ だいたい『 ごもくす じ』にな り

木製ん形が あ る 春 らしい模様ん入 った 道具。

酢 飯 ん按配 は も ぅ 魅 きつ くる女性 ん底 力 。 混 ぜ あわ せ た 酢飯

ぅそん形 :こ  入 れ ち押 し蓋 じ押 し出す と 見事 な桜 型 や ら 扇 形 な

ん か が見事 に で き上が った。『 け っ く しゃ ヽヽ い で きば えで』

『 手 ほめ じゃな』『 で  だ れ ん 見惚 れ ち ほ め ち くれん きな ぇ』

『 そ りゃま ぁ そ う じゃな ぁ』

『 シラ シンケ ンジャツタ ンデ』『 め くらめ っぽ一 うまいな ぁ』

『 しれち ょるけん ど』『 エエ ラ シムゲネ ェコ ト』『わ きゃね ぇけん

ど』『 もうヘモ ドレンデ』『 シンチ ョルけん どな ぁ』『 オオキニダ

カダ ン モウ ち ゃんが らに ゃ シナ ンエ』若 ぇこん頃来た 嫁 ご

どまそん年寄 り しん  :頼 もしいにゃ タマガ ッチ しも ぅた。

『 ごまを チ ョコ ツ トふ つち サ ンシ ョウん 葉 を  ぺ たん とツ ク リ

ャ』 側 か るヘ ギ が  出 る きそれ に乗 せ た。『 お大 師 さ まに供 え ち

味 見せ に ゃな ぇ』 『 タヘ ラ クユ ウテ ン オ カ シュ ワネ ェデ』『 じゃ

ろ う や っぱ ここが一 番  旨そ ぅ じゃな ぇ』 :楽 しい笑 い声 ん 中 に

お大 師 さ ま もサ ゾヤ 喜 ん じク レチ ョル じゃろ う。

35



◇ ◇ ◇  夏 ん お接 待  ◇◇◇

夏ん お接 待 は暑 いサ カ リん 盆過 ぎ じゃけん ど 人 間世 界 でん

あん 世で ん  季節 に ゃ関 係 ね ぇ お大 師様 ん  『 施 しん行 ん 日』

じゃき 盆 か るあ の世 に帰 る 習わ しん 行事 でん あ る ごた る。暑

さ も朝 晩 ち つとず つ 凌き よい季節 じゃが  日の ツ ジ ャま ぁ暑 い

夏 。 16目 に盆 か るお帰 りん後  お接 待 は厳 か に。

時期 だけに食べ物 も ,イ タ ミや しい もん じゃき 盆 の名残 りん

『 ヤセ ウマ、ダ ンゴ』 なんかが 人気 もあ っち 手 もわず らわせ

ん じ済む。 そよ風ん吹 き抜 くる 北側ん広問 じ 年季が入 った

バアチ ャンたちに 混 じった若 い嫁 さんたち 折角 お化粧 に も

きな こが  お添え しち ょる。

それ が また初 々 しい き 年寄 り しも自分 た ちん  若 か った頃 に

チ ョコ ッ ト だぶ らせ ち 思 いで 一 たん か  薄笑 いす る横 顔 に

どぶ カル飛 ん じ来 た 蚊 が ポ コ ツ ト留 ま った。『 ち ょ うと ジ ッ ト

シチ ョキ ョェ  蚊 が 留 ま った き』 思 い切 り叩 い た き……・じゃね

ぇ  『 ご免 な蚊 が』 と 断 りよる もん じゃ き 逃 げ ち しもうた。

香 りが ふ くよか じ ヤ セ ウマ に ゃ作 る人ん  気 心 が こめ られ ち

よ るき 一 層 夏 ん終 わ り 盆 の別 れが 表現 され ち ょる。『 ち ょつ

と味見 しち くれん 』 指 先 につ まん だ  きな こん つ い た ビラが

そ よ風 に微 か に揺 れ ち そん香 りが 回 りに漂 う。『 うめ 一 こと

お大 師様 も 喜 ぶで 』

たかが 引 きのべ ち ゅうてん 作 る とな り ゃや っぱ  難 しい芸術

作 品の食 文 化 でん あ る。 厚 さ起伏 ん バ ラ ンス 長 さ圏 さ 回当 た り

舌 さわ りま じ手先 が  器 用 に作 り出 した 夏ん 見 た 目 食べ た

感触 ん 一 つ 一 つ に 人 ん 心 が込 め られ  念 じられ る ヤセ ウマ。

お接待 行 事 に 寄 せ らる る人ん思 い も そ っと振 り返 っち見 る。
歩
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32P
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34P

000 方 言 説 明  ●● ●

ザ ブザ ブ…美 しい水 で
~「

寧 に。 チ ックー少 しは。 お き ゃ―‐お

けば。 00立 つ 草‐…勃起 す るよ うに。 ダ ッタ。一疲 れ た。 ウマ

イモ ンナ …安 くて栄 養価 の あ る。

旨いけん ど―美 味 しいけれ ど。 タマ ラ ンー我 慢 出来 ぬ。 け っ

く しゃ …́結 構 。 こげ なふ うに・‐この よ うに。

なか め ―か 。一あ いだ に (ぅ けん ど… けれ と。 ね えん じゃなか ろ

うか ―な いの で は な いで しょ うか 。 そん だ け… それ だ け。 じ

ゃろ うな 一で t′ ょ うね。 ごた るが 一‐よ うで す が。

ママ ー ご飯 。 じ ゃが 一です が 。 ど ま一 な ど。 知 らん けん ど…

知 らな い けれ ど。 な るほ ど一 ご も っと もで 。 ヒ ョカ ッ |――急

に思 いだ して 。 オ カ チ ャン ―ヽ母親 。 ク ジ‐―愚痴。 オ ーキニ ー

あ りが と う。 あ り ゅうみ よ… あれ を見 て。 lJャ ー…・ま ぁ吃 驚

。 こげん うめ 一 な … こん な に美 味 しいの は。

ジヨ…・準備 。 ね ん き一年 間 体験 。 け っ く しゃ―・結 構。手 ぼ め、

‐―自分 で褒 め る。 だれん …だ れ も。 くれ ん き…・くれ ない の で

。 シラ シ ンケ ン ジ ャツ ター本 当 に真剣 に。 め くらめ っぽ う一

当 た り構 わず 頑 張 った。 しれ ち ょるけん ど一些 細 な事 です が

。 エエ ラ シム ゲ ネエ …可 愛 い い 上に可愛 い そ うな。わ き ぁね

え けん ど―‐簡 単 なん だ けれ ど。 ヘ モ ドレ ン…引 き返 しは 出来

な い し。 /レ チ ョル ケ ン ドー・た い した事 は な いが 。 オーキ ニ

ダ ンダ ンー本 当 に感 謝。 ち ゃん が らに ゃ一 品 の悪 い負 け。 タ

マ ガ ッチ …吃 驚 して 。 チ ョコ ッ ト…‐ほん の少 t_,ぺ たん と一

べ った りに な って。 つ くり ゃ‐―作 れ ば。 ヘ ギ ー木 製 の食器 .

タヘ ラ ク… 自慢 。 、 オ カ シュネ ェ恥 ず か し くな いかな ぁ。 さ

どや ―・き っと。 ク レチ ョル ー くだ さ った か ら。

サ カ リンー最 盛 期 。 じゃけん ど。一です が 。 日のつ じゃ・一日盛

りの時 間。 ポ コ ッ トー人 胆 不 敵 に。 ビラ …麺 の伸 ば した状 態

。 引 き延 べ ち ゅ うてん …麺 を伸 ば して 食 べ る状 態 。

1,5P
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食 べ物 に ゃいつ も感 謝 しち こす 美 味 し くも頂 け る もん 。 そ り

ゃそん物 ん命 を  頂 いち『 美 味 しいか った」 と 感 謝 す る時 に

そん 物 の役 目が 終 わ り 頂 いた人 間が それ に 感謝 しち社 会 に

役 立 つ働 き ぅ す れ ば そん物 が評 価 さ る る それが 回 り回 って

報 い にな る 宇 宙 ん仕 組 みで ん あ りそ う。

大 昔 し ゃ取 った物 を 生 で食 べて いた。 しゃ きそれ に対 す る

体 も備 わ っち ょつ た じゃろ う。 そん 内 に『 火 』 を  使 うそ げ な

便 利 さが広 ま る と 焼 くこと じ味 が  見 た 目が  大 き く変 わ っ

た き 同 じ火を 使 うて ん  直接 火 で焼 く 為iを 焼 いた 上 に 物

を乗 せ ち焼 く そげ な知恵 が 発達 した。

火 を燃 ゃ した残 t,の 炭 が  利 用 され だ すと 炭 火 で焼 く 又

水 を 沸 か しら 物 を煮 る そ けな料 理が ひ ろが ると 物 の不11用

価 値 が ま すま

`‐

ひろか り香 辛料 ん  作 り方  使 い方  そ げ な

広が りか る 人 間 √ヽ生 き る糧 は 取 る 料 :理 す る 香 りを 楽 し

む  味を 楽 しむ  つ け込 ん だ 保存 食を 楽 しむ ま じに。

それてん近世 にな っちか るは 人間 らしい食べ物が 位置づ

け られち ―一日 3度 食 間食ん癖 もつ くと さ らに祭 りや ら

に事 なんかに も 拡大 した料理が幅をひろげ こん頃ん食事 は

もう 日常がお祭 り見たいな 贅沢 じの うでん栄養 {I面 も そん

中 じ幅を きかす ると 美食害 も頭を出す。

日本人 の体 質 に ゃ備 わ った 食べ物 が あ る き そん 体 質 に あ

うん が理 想 的。 じゃが や や もす る と 栄 養 主 義 が贅 沢 面 に 傾

くと取 り返 しん つ かん 体 調 被害 じゃつ ち起 こ る。労 働休 息 就

寝 んバ ラ ンス保 持  腹八 分健 康 管 理が  理 性 され れ ば 120歳

まで 楽 しい有 意 義 な人生  心豊 か に過 ごせ そ う。取 り越 し苦

労 せ ん ごつ 日ごろん  自制 す る勇気 も 料 理 す る伴 侶 ん心 情 も

汲 む優 しさ 自分 がせ ん とな ぇ無意 味 にな りそ う。
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守 られ た先生 との約 束

入 学式 の時 に『 先 生 か ら約 束 しま しょう』 と 言 わ れ た 3つ の

約 束 。 それ は言 うの iま  とて も簡 単 じゃつ た。 で も簡 単 な よ うで

も それが守 れ るか は  とて も難 しいよ うに もあ った。 機 嫌 が悪

か った松男 は 朝 ご飯 たべ る時 も 黙 って コ ソコ ソ食 べ るの に

お母 さん は『 おか しい』 と 思 いよ った。

ち いさな声 じ  『 行 って き ます 』 コソ ッ ト 家 を 出 る ご と学校

に 出か けた。 途 中で仲良 しん  '竹 ち ゃん とで あ った。竹 ち ゃんが

様 子 のか しいの に 気 が つ い た か らか 大 声 で『 ほ ら蛇 が そ き‐―

出 た』  『 なん 』 び っ く り した松 男が  慌 てて竹 ち ゅん の側 に

走 りよ って 背 中 にか くれ た。

『 あ―よか った  もう世話 ね ん き』『 ―… ……』 松 男 は まだ

顔 青 くな った ごた るの に  『 ど う した らい いか』 と 竹 ち ゃん の

顔 を覗 きこん だ。『 松 男 くん  け さ ど したん な 九 気 が ね ぇな』

『 え  ど して解 った』『 す ぐ解 るで 仲良 し じゃ もん』『 ごめん

な :本 当は そ う じゃつ たん で  じゃあ き 今朝 もヤ ラ ト もの も

百 わ ん じ出て きたの』

『 そ りゃ一悪 いわ い み ん な心 配 しよ るで』『 じゃな ぁ 俺悪

った 竹 ち ゃん  済 まん じゃつ た な お お きに』『 こん まえ先生

も あい さつ しま しょうち 約 束 した じゃろ う』『 うん 』『 それ

を 守 らん と 先 生 も寂 しい ち思 ぅで』『 … … ……』『 も う解 った

ん な らいい き なか った事 に  し ゅうな』『 あ りが と う』

や っとお さ ま った松 男 ん 気 持 ち 竹 ち ゃん ち 言 う い い友 達が

お った きこす  みん なが 知 らん まに この事 は終 わ った。 仲良 し

ん 竹 ち ゃん の  お か げ ち嬉 しか った。 そん 時 じゅゃつ た  日の前

に校 長 先生 の 車が 停 ま った。『 お は よ うござ います』 『 お は よ う

.I ほほえみ なが ら :先 生 が答 え たのに 嬉 しか った。

A
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『 も しか した ら 先生 は気 がつ いたかん 』 と 少 し心 配 じゃつ た

が  もう考 え な い事 に しち 竹 ち ゃん に も一 度:『 オオ キ ニ 』 と

お礼 を言 うと 竹 ち ゃん も嬉 しか ったよ う。 気 が つ いた ら お互 い

に なえ。『 うん 』 素 直 に な った 松男 の気 持 ち |こ  そ よ風 が 吹 き。

本 の葉が ポ トリ落 ちた。

『 あ りが と う』『 もうい い よ 松男 くん  それ よ り家 に帰 った ら

元 気 に ただ い ま 言 い よ え』『 うん』笑 顔 じ言 うと も う機嫌 が

悪 くな るなん か  損 をす る と も思 った。先 生 も気 がつ い ち ょ らん

で も悪 い事 した と 悔 や ん じ ょつ た。教 室 を 出.た 時 じゃっ た 先生

とバ ッタ リ 出会 った。

『 あ先生  あ の』『 ど したん な 松 男 くん じゃづ た な』『 は い

今 朝  学校 に くる時  こん め 一声 じ言 うち  きたん です 』『 そ うか

よ く気 がつ いた な  そん 素 直 に免 じて  ゆ る しま しょう』 『 は い』

元気 に笑顔 で答 え る と 竹 ちやん の事 も話 しま した。『 い い仲 良 し

が お って  ょか った な』『 は い』

約 束 が危 な く守 れ ない事 に な ると ころを  友達 が あ って  その

友 達 の知 恵 が  悪 か った事 に気 づ かせ たの も 皆 ん なの気 持 ちが

仲 良 しで あ りた い と 思 う心 に味方 して  くれ たか らで し ょう。言

うの は簡単 で も 実 行 は難 しい社 会。 そ れ を 仲 良 しが  ち ょつ と し

た気 持 ちの 出 し方 で気 づ き 素 直 にな る友 達 同志 。

皆 ん なで あ い さつす る そん な中でお互 いが  いろん な事 で助 け

あ うの も す ば ら しい事 と思 い ます。悪 い と気 がつ いた ら 早 くそ

の事 の反省を す るのが  前 に一歩 進ん だ事 に も な ると思 うん で。

人 間 には失敗 はつ き もの で もそれを早 く気 づ き 正 しい事 に変 え

るのが  勇気 が い って も 素 晴 ら しい ことに な るのです 。 それ に

よ い友達 に巡 り会 う事 も お お きな宝物 と思 い ます。 そ して元 気 に

大 き くな って な。・…読 み聞 か せ資料 か ら '一 。

B
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狼 煙 《ノ Iヨ ン》 台 ん 役 割

江戸 時 代 に野津 原 は 肥 後 領 に な った もん で 《1600年 代 》

当時 に 制 度化 され た『 参 勤 交 代 』 に 利 用 さ る る『 御茶屋 』 が

野津 原本 町 《当時古 町 》 に 造 られ た。普通 は『 お 陣 屋』 ち言 う

ん じゃが  お殿様 が 熊 本 を 出ち  4日 目に泊 ま る場 所 じやつ た o

熊 本→ 大津 → 内 の牧 → 久 住 → 野津 原→ 鶴 崎 ま じで 4泊 5日 ん旅 。

そん泊 まった時ん合図 に当時↓ま 狼煙をあげち合図を 鶴崎 と

久住に しょった。燃 ゃ した煙 りが見え るので 解 るけんど別に

早馬が走 ったよ う。行列が熊本か る 野津原 に向か って進む と

矢の原→竹の内→矢抜 き→伊塚時 に上 ると鶴崎が見え る。 こん峠

この間 に行斑 :ま  赤 坂 石 だ たみを くだ リ ー の瀬 ま ε下 りる (,

‐ノ瀬橋 を渡 って 古 道 《フル ドウ》 を iF看 り 新 町 角 を左折 しち

新 町 上橋 《ドバ シ》 角 に 向 か う。 こ こ じ右 折 しち 街 道宿場 町 ん

本 i:重 りを 進 むが  あ げ簾 戸 《福城 寺 前 》 r→ 高 札 場 《姫野 自動 車》

野 津原神社 入 目を 左 折 しち 本 町 公民 館横 を 入 り 倉 庫の横 じ

た折 しち 現在 の校 門 前 じ右 折 した あ と  『 お陣 屋 ぼ お茶屋 』 に

到 着す る。

これ までに野野 台 じ ゃ 狼煙 じ鶴 崎 と久住 に は連 絡 。 また斥候

は 伊 塚 峠 じ別 れ た斥 候 は  一足早 く新町 に下 りて  連絡 に走 っ

たので 到 着 まで に はす べ て 待 ち構 えて い た o

か る『 のろ しだい』ん あ る

又別の道を新町に も走 って

野野 台 に ゃ 役 人 が 知 らせ に走 る。

お陣 屋 に も知 らせ る。

矢抜 石 だ たみ … …伊 塚 峠 1-:一 )野 野 台狼 煙 台

一 の瀬 -1新 町斥 候 道
珠夕揚 げ簾 戸 _ォお茶屋

一の瀬渡し―〉古道__尋

41



野 野 台 ん『 狼 煙 台 お役所』 に ゃ 常 時 16人 の お役 人 や  そん

家 族 なん かん 60人 が  住ん じ ょつ た そ うな。 3つ ん 『 い の こ』

大 きな『 井戸 』 2つ が あ り飲料 水 や 生 活 用水 に ゃ 事 か か ぬ

ょ ぅ じゃっ た。 それ に神社 、 お寺 もあ っち 田ん ぼ もす こ しあ っ

て 畑 に も作 物  果 樹 なんか も 風 光 明媚 な場 所 ん 盆踊 り も。

ただ高 いが故ん不便 もあった ごたる 宿場 町は 目の下ん ごつ

下 の ほ うじゃき 買 い物 にゃチ ョコ ッ ト 歩 くこちな っち さ ぁ

帰 りが上 り坂 じゃきな ほりゃま ぁヒズカ ッタ じゃろ う。

こ こに上 るに ゃ 伊 塚 に街道 が 通 っち ょるが  他 に も岩 下 や

船 平 や らん ほか  山道 もい くつ か が あ る。 あげ な高 い所 に不思 議

と 水 が ど こか らか  潜 って くるん か 井 戸 さえ あ るき 約 60

人 が生 活 出来 ょ った そ うな。戦 時 中 に ゃ開拓 疎 開 者 も入 り 神 社

もあ ったが  後 に福 宗 :こ 移築 され  お寺 は野 津 原 に移 築 され た。

開拓 に入 った疎開 者 が 熱 心 に農業 して  田ん ぼ に ゃ培 土機 を

いれ ち 増 産 した努 力 家 もお った。葉 タバ コ栽 培 も船 平 か る上 り

収 穫 したん は ワイ ヤ ロープ じ 降 ろ した苦 難 もあ った よ う。 今

も遺 跡 と しち残 る 当 時ん狼 煙 台 は 江戸 期 間ん 野 津 原ん 宿 場

華 や か な り しころん  夢 とロマ ンの あ る文化 財 じゃろ うな ぁ。

は るか か なた に大 分 臨 海工 業 地 帯  そん さ きに望 む鶴 崎 か る

佐 賀 関 あた りに も 仄 か な音 ん 思 い出が  あ る した ち も多 いん

じゃなか ろ うか。戦 争 が悲、しい思 い出 も残 した  苦 労 した人 た ち

ん  それ報 い られん ま まに 亡 くな った人 たちん  労 苦 は ど うな

るん じゃろ うか 。盆 踊 りが 目に浮 か び  あが ごた るわ な。

老 婆 が ひび切 れ した 手 じ あず きん収 穫 に夢 を 描 いた あん Li

あん 時 ん 苦労 に感謝 せ ん とな ぇ 心痛 む しも多 か ろ うが。 野 の動

物 だ けでん幸 せ に 過 ご しち欲 しい もん じゃが 。

螢
ｎ
僣
お
ヽ
●
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『 早起 きは三文 の得 』

朝 の 早起 き ぁ三 文 の得 す るち 昔 か るゆ う言 いよ った。 そ りゃ

余 分 に仕 事 が 出来 る 間違 っち ょたん に気 が つ く 夜 の なか め誰

か 落 と した ぬ拾 う。 じゃき それ だ けでん  得 にな るち ゅう訳 。

同 じ仕事 して ん元 気 が い い き よ き―出来 もす る き 能 率 が あ

が るん じゃな。 う うか り した間違 いが  あ る と先 じ大 きな損 に

な った り信 用が  の うな る こと もあ る。 ぶ らっと散歩 しょ ってん

近 所 ん じが  落 と し物 ぅしち ょつ た り 役立 ち そ うな紐 が  落 て

ち ょつ た り しち それ が大 けな 役 割 ぅす る こと もあ る。

それ か る 早 い と新鮮 な空気 を吸 う 頭 が 冴 え ち考 えが ゆ う

浮 かん だ り判 断 が 早 ぇ。脳 ん 活性 が いい き 「出嵯 に名 案 が 浮 ん だ

り 昨 日出来 ん じゃつ た事 が  『 そ う じゃつ たん じゃ』 ち 解決

した り 人 に出会 う事 じ 難 問が解 決 した り もす る。時 間 が有効

に使 われ  無駄 ん ね え事 に も結 びつ く。

念 入 りに ゆ っ くり も出 来  余分 に 出来 た な 人ん役 に も立つ き

喜 ばれ もす る。 余 裕 が あ る き 同 じ事 ぅして ん 失 敗 もえ し違 う

て ん す ぐ修 正が 出来 る。 健 康 じゃ き自信 が もて る し 次 ん行動

ん 予備知 識 も 湧 い ち出 て くる き 朝 ん 3()分 :ま  疲 れ た時 ん

]時 間分 以 上1ん 得 も す るん じゃな か ろ うか。

健康 な時 間 を使 うか ら 食欲 もあ りそれ が  便 通 に も変 わ っち

全 身の 活 力ん 源 に もな っち くる。心 が落 ち着 いち 自信 と活気

が あ る と や る事 に失敗 が 少 の う じ 結 果 は ょ りい い もの に 心

が こめ られ たの で  予想 以 上 ん仕 上 が りに  な るん じゃな か ろ う

か。時 間 は無駄 に は 出来 な い 限 られ た時 間 は過 ぎた ら 帰 って

来 な い過 去 の もの に な )ち しま う。 使 わん じゃっ た きち  1議 かん

じがつ か わ れん  お か しな決 ま りで ん  あ るが な ぁ。
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親 孝 行 ん 子 ど もが  今朝 も早 ぅか る街 道 じ 馬 ん糞 拾 いを しよ

った。道端 にす る牛 馬 ん 糞 は 畑 ん 肥 料 に ドウイ イカ 朝早 ぅね

え と拾 う しが 多 か った。 い い按配 に ガ イ ト拾 い 立 ち上 が った時

じゃつ た。 日の前 に馬 車 引 きが  ど うか したハ ズ ミ 落 と したん

か ま ぁ新 しい  組 紐 が 落 ち ち ょる。

『 あ りゃま ぁ 落 とした人 は捜 しよろ う』 そげ え思 いなが ら

ゴ ミを 打 ち払 ぅち拾 うた。そん まま帰 るつ もりが  今 日は回 り

道iぅ しち と思 いよ った ら角 っこ じ じゃがみ くうじ 何事かを

しよるごた る。『 ど したんですか』 ・そばによ ると 
‐
下駄緒が切

れち 引 き抜 きよる。

『 そ りゃ一困 る じゃろ う これ今 シガ タ拾 ったん じゃが  よか

った らこれ で  立 て替 え ち ゃ』『 い いん です か』 『 い いん です よ

役 にたて ば』『 立 つ ぐれ じゃな いわ  よか った たす か った』 す

ぐス ゲ ヵェ ち 履 いて み た ら  『 あ ―足 障 りが い い あ りが と う

ござ い ます 』『 よか つた』 ほ つと しち笑 顔 が こばれ た。

『 これほんの お礼の気持 ちです』 差 し出 したん は 懐中に

持ち合わ せた 旅 にはゆ う使 う 傷 くす りん膏薬。『貰 ってん

いいんで すか』『 ど うど どうど 沢山 もって います き』 憧 け

は人の為な らダ 思わぬ助 け船́ にな ったん と。 見送 ってザルを

抱えて帰 り道。

早立 ちん旅 の 人 か  足 を痛 め ち急、ぎの よ う じゃが  ち っと血 も

滲 む ごつ痛 め ち ょる。 I'あ いに く草 履 が合 わ ん もん じ』  『 ち よ

っと そ りゃ一痛 か ろ う  これ ツ ケク ラ少 しは効 くかん 』 さ ,き

お礼 に貰 ったば っか しん  膏 薬 を さ したす と つ け るの に加勢 し

た。 早起 きん物 語 は  まだ続 きます が  こげ なふ うに思 わぬ事 が

人 助 けに な り そん しの お礼が次 ん 人 に も 役 立 っ 世 の 中 心

の助 け合 い人生  双 六 じゃろ うな ぁ。
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:39P

4(〕 P

411)

421)

43P

44P

方言説明 《39P→ 44P》

ヨソコソ…静か にそ っと。そき―…そ こに。 ど したんか…

どう したのですか。 ヤラ ト…たい した ことがない。

きたんです…きたので す。

じゃが 一ですが。 じゃつ た―で した。斥候 …静か に早 く。

いの こ…浅い水 のたまった池。 ごつ…そのほ うに。 ほうじ

ゃき一方向ですか ら。 チ ョコッ ト…ほんの少 し。 ほ りゃま

ぁ・…そ うで したか。 ヒ ドカ ッタジャロウ…それは疲れた事

で しょう。あげな一あのよ うな。 あ る したち も一ある人た

ち も。

よぎ―…た くさん。 ち ょつたり…で あ った り。 それか る一

それか ら。ほかん じゃ―・ほかの人 たちは。使われん …使え

ない。 ドウイイカー とて もよ くて。メヽズ ミ…ふ と したこと

で。 しやかみ くう じ… うっか りかみ こんで G

たつ ぐれ ― じゃないわ…たすか ります。 ツケタラ‐…治療 じ

た ら。

方言葉 には現 在 は 使 わ れ て い な い言 葉  使 って は い けな い言葉

卑下 す るよ うな言葉  な どが 出 ますが  方 言 集 の性 質上 ご了承 く

だ さ い。先 人 が 生 活 用語 と して  長 い問使 わ れ生 活 した 宝物 と

も言え る心 の通 い合 う 生 活 用 語 だ った りの です 。 当時 と しては

文字 が書 けな い そん な時代 で もあ った の です 。

方 言 には独特 の訛 もあ ります が  聞 いて い る と怖 い よ うな 言葉

が 出 た り珍 しい意 味が あ った り。 で もその 中 に優 し く 温 か な心

が通 い合 う それ が方 言 と思 い ます。 街 道 を行 き来 して  暮 らす

術 と した 馬 子の五助 さん も 人 との交 流 す る機 会 に 他 所 の 言

葉 や方言 に出 会 うと 自分 も難 しい 言葉 を 使 うの |こ  『 難 しい』

と言 い ます が  だか ら味が あ るの で しょ う。
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子 ど も向 けの優 しい方言

シ ャー シイ ‐… ……うるさ い、静 か に しな さ い、 そ うぞ う しい性格 。

ドォ クル … …騒 ぎ戯 れ る、相手 を混乱 させ るよ うな 、 調子 のせ る。

セ チ イ‐… ……情 けな く悲 しい、心 配が 耐 え な くて 、 い じめ られ て。

メ ン ドシイ ー恥 ず か しい、気 の毒 な思 い させて、失 敗 して しまい。

ヨダキイ ………大 儀 な、疲 れて しま って気 力 が な くな って 、 疲労 が。

オ ジイ…… … ‐お そろ しい、怖 い心情 にな って、悪 い夢 を 見 て今 も。

ヒジー…疲 れ て しま った ので 、悩 みが 多 い と気乗 りが 、疲 労 困億 。

イ ロチ ョー̂グ … ………… …色 鉛 筆 、多 くの色
・
が入 った図 画 用 の鉛 筆。

ユ キ ア シ 竹 で造 った子 ど も遊 び道 具『 タケ ウマ』

ユ サ ンゴ…… ……ブラ ンコ、子 ど もの遊 び ば か りか大 人 も懐 か しい。

エバ リ・…… …蜘 蛛 の巣 を造 る糸 、強 くて 遠方 に飛 ぶ 時 は風 を利 用。

セ ンチ ン 昔 は外 にあ った… ご不 浄 、便所 、 トイ レ、雪 隠。

シイ チ ョル ー …………… …好 いて い る、鋤 起 こ しす る、 敷 いて い る。

トビシャク… … …ホ ウセ ンカ、 びん く色 の花 は美 しい色 に もな る。

テ マ リコー・『 あ じさい』 、 雨 に濡れ風 に揺 れ ると手 毬 に似 て い る。

シャッポ ……… ………… …帽 子 、西洋 か ら入 った頃 に流 行 した よ う。

オ トシ… …『 ぽ け っと』羽 織 に も内側 につ いて いた、 洋 服 は多 い。

キ ジ‐…… ……散 髪 に下 手 が したので、 不 揃 いな髪 の毛 の しあが り。

ヨ ロケ…… …… …………病 身 で元気が な い、弱 々 し く顔 色 が 青 白い。

ヤ ケハ タ‐一・…………… … … …火傷、焼 け ただ れ けて醜 くな った様 。

・一一 体 み 、 休 憩 す る、 定 期 的 な休 み。

オ マ イ ドウ…………あ な た た ちは、君 た ち、 あん た た ち 、 お 前 たち゛

オ オ キニ …… … …… あヽ りが と う、感謝 します 、世話 に な りま した。

チギ ……… … … …… … はか り、度量衡 、物 はか りの道 具 、計 量 器 。

ベベ ンIトーー ー ー肩 車、 肩 に乗 せ た子 もり 、高 い所 が よ く見 え る。

クリ レ・―根 性 が悪 くて嫌 わ れ る、陰湿 な性 格 、す ぐ人 を 引 き合 い。

サ カ ンイ 一` 一健 康 で元気 、 いつ も達 者 で笑 顔 、生 き生 き してい る。

ヨ コ イ ー……… ……
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◎◎◎ 女性の底力 0◎ ◎

きび きひ した動 きが  さす が ち思 うごつ歴 史 に  くわ しい能 力

を 持 ち合 わせ ち ょる き 宇 曾 山ん話 しゅした ら 連 れ な うち二 つ

返 事 しち くれ た。 で 一ぶ ん前 に愛 宕 山ん歴 史 を 知 りて えち言 う

き案 内 した と ころ 子 ど もん 頃が 思 いだされ ち  ほ ろほろ涙 こば

した横 顔 に 自助 努 力 す る繊 細 さ も 兼 ね備 え ち ょる ごた る。

ツ タ ンカ ー メ ンの種 が あ った き 送 って くれ た心 くば りに ゃ

感 心 もさせ られ たが 相 手 を 大 事 にす る崇高 な精 神 も 持 ち合 わ

せ ち ょるん じゃろ う。 念 入 りにす る仕事 には 仕 上 が りん 見事 さ

が 現 れ ち 大人 顔 負 けん 成 果 は執
・
念 かん知 れ ん 。若 いの にちつ い

粗 末 に され そ うな才覚 に 脱帽 した思 いが しち な らん 。

調 査 に上 る山道 じゃ 好 奇心 旺 盛 な調 査 の挑 戦 に 負 けま い と

意 気 込 む姿 は将来  楽 しみ な歴 史 調 査ん雄姿 が  期 待 もされ る。

消 え か か る古 い文 化 財 ん 痕 跡 が  ひ たむ きな調 査 じ 陽 にあ た る

時 に ゃ思 わ ん宝物 に で あ った ごた る嬉 しさが  輝 くごた る歓 喜

に様 変 わ り しち 調 査 冥 利 に もな る。

倒 れ た石 塔を なぜ なが ら そ っと起 こ した側 に古 い石が あ る

よ もや石 器 時代 の遺 物 か と 目の輝 きが血走 る と呼 吸 ま じ 高 鳴

りそん鼓 動 が伝 わ る ごた る。 人間 の技 が石段 に され た 苔む した

I:諄 代 ん 勇 者 の足音 を  奏 で るよ うに囁 く音の 間 か れ るの も 自分

の心 が そ こに向 いて い るか らか。

『 ち ょい と ヨコオ ウエ』『 は い』 素 直 に返 事 した もんの な お

見 つ め た 一点 か ら離 れ ん 目の位 置 。『 なにか な』 と そ こに 目

を 向 け た ら以外 や  金 属 の錆 びた カ ナが ……誰 か が いつ なのか

忘 れ たん か 錆 び た赤 茶 色 に染 ま った 手道 具 が『 見 つ けち くれ

ちオ オ キ ニ』 と 頭 下 げ た よ うに一―…。
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こげ な近 い場 所 に鎮 座 して い る 宇 曾 神 社 の神 神 の知 られ ざ る

話 に 若 い歴 史 フア ンが 調 査 に参 加  脚 光 あ び る ごた る話 題 が

次 々 と聞 か る る若 さ と 珍 しい始 め ち知 る あ げ な話 こげ な話題

が  一つ一 つ新 鮮 じ物珍 し く 目に耳 に胸 に能 力 に 刺 激 を与 え

ち くれ ち 取 り組 ん だ機 会 にめ ぐり合 う幸 せ も満 喫 した。

こぼれ話 しの 中 には 知 らな いづ く しの 故 郷 の  ょ さや宝 の よ

うな話題 が  1次 々 に掘 り当 て られ て  勿 体 な い よ うな喜 び に 変

わ る時 そ こに ゃ神 が  そ っと幻 の よ うに現 れ ち  『 あ りが と う』

と 笑顔 じ言 わ れ る と もう感 激 ひ と しお  幻 の姿 の 中 に浮 かぶ

そん 尊 いお姿 が ま るで心 の  中 まで入 った ょ ぅ。

振 り返 る と大 変 忙 しい調 査 じゃつ たが  神 さ ま との無言 の会話
の 中 に ゃ 人 間 や るべ き時 に ゃ や り抜 く根 性 も 巡 り会 わ せた

人 には また とな い機 会 と 悔 いの な い心 の お もて な しを  しな

い と後 で後悔 とてん  も うそ り ゃ‐―無駄 に も等 しい よ う じゃ。心
に浮 かん だ時 こそが  実 行 す る捨 てが た い時 で ぁ る。

あれか る 10年 が過 げ たが  思 い出は消 え な い心 の宝物 。神 と

心 じ話 したあん 日の物 語  そ こにや 当時 は疑 間 じやつ たが  今思
い浮 かべ ちみ り ゃそ りや― 現 実 ん話 じあ り諭 され た問題 でん

あ つた ごた る。 若 か った きか ピ ン トは  こん じゃたが それが  世
の 中の流 れ でん あ ろ う。

で も心 の 中 に は いつ までん  残 るあん 目あん 時 ん  ぴ くぴ くす

るよ うな 新鮮 な興 奮 は永 久 に 忘 れ る こた 一 出来 な い 生 涯ん

万 年暦 、宝物 に な りそ うで す。 霧 に けむ る宇 の峰 に  うっす ら朝
の 陽 ざ しが映 え て  今 日 もみ ん な幸 せ に す ご して ほ しぃ と思 う

気 持 ちは き つ とあの調 査 の時 に 授 か つた ご利 益 か も知 れ な い

。 と思 うとまだ まだ頑 張 って  機 会 が あれ ば調 査 に上 りた い と

自分 に言 い聞 か せ ち ょります 。
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☆☆ ☆  女性 の 強 さ根 性 、素質 、 責 任 感  ☆☆ ☆

平成 24年 暮れ 《7年 前  2012》 ん 全国ん 100歳 以上は

5万 人を越えち  《大分県な 588人 》そん内女性が約 8割 。 じゃ

そ う じゃつた。 まさ |こ 底力を蓄え た 素質や根性  それに責任感が

長生 きに 結 びつ く巡 り合わせでんあろう。 まだ畑仕事が楽 しみち

朝早 ぅかる出か けち TVん 時代劇が 始 まる頃に ゃ帰 っち来 る

早 起 き も じゃが  規 則正 しい動 きと目的 が あ る 一 日ん 行 動 が

健 康 にあ る幸 せ に 結 びち ― た楽 しい時間 をこ させ ち ょる ごた る。

『 お まえ ゃ元 気 じゃな ぁ』 近 所 ん 同 じ年 ん じに 誘 い水 が『 いん

げ近 ごろ ぁ 足 や ら腰 や ら痛 ぅじ』 そ げは考 え られん  若 さ と

笑 顔 が上手言 う こつ ま じわ きまえ ち ょる。

『 無 理 ぅしなん なえ .1『 お お きに 無理 は も う出来 ん わ な』 た

言 うた もん の  次 ん 朝 ど ま も う 一足先 に畑 に シャゴ ウ ジ ョル .や

、́ぱ根 性が あ るわ な。 そ りゃ‐―悪 い意 味ん根 性 じゃね ぇ Fl負 心

もあ り健康 に感 謝 す る 心 くば りが そげ 一 させ よ るん じゃろ う。

根 性 ち言 うと『 根 性 腐 れ」 が  ゆ うあ る もん じ ゃが  そん 点 なサバ

サ バ しち ょる き 皆 ん なか る も好 か るる。 得 人で ん あ る。

それ に何 ち ゅ うてん  子 孫 ぬ残 す 人 け な 役 割 ん責 任 者 で ん あ る

き 生 まれ た時 か る 母性 本 能 が 閃 き
゛

いい子 を 生 み た い と 一途

に体 調管理 に心 くば り 栄 養 や 摂 生 ま じ しち 微 細 に []常 生 活 には

考 え に いれ た そげ な 目ごろん 心 が け も 長 生 きに結 びつ く 大 き

い役 割 ぅしよ る ごた る。

味 見 もご褒 美 ん ごた る 特 権 で ん あ り考 え 様 で は 毒 味 的 な役 割

りに もな るが  それ を あえ て t」 ん じる責任感 の  強 さが延 命 に しち

くれ た  ご褒 美 に 唄いたん か ん 知 れ ん。 とにか く健康 こそが  幸せ

ん 原 点 でん あ るな  まちが い ね ぇごた る。
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それ に何 ち ゅうてん  素 質 も大 け な比 重 が あ りそ う。生 涯 を通

じちよ り楽 し く よ り生 きが いの あ る人 生 。人 は『 運 が い い』 ち

片付 くるが  自分 の よ さを生 かす  理 想 的 な イ ノチ キ も 長 生 き

にな る ごた る。 それ に ゃど け言 うて ん  心 が豊 か じあ りて 一 もん

ち思 う。 笑 顔 が あ りゃ こす  悪魔 も近 づ けん。

趣味 が 多 い事 も 交 流 が 広 くな っち 有 識者 とん 出会 い もあ る

き 自分 の利 点 欠点 の カバ ー 支 え に も役 立 つ。 そ こに世 間 が広

く 大 きな物 知 りん 宝 物 も手 中 に 出来 る。受 け売 りで ん い い

知 らん人 に ゃ教 え  自分 も知 らん事 は 素 直 に習 う事 じ 能 力ん

以上ん知 恵 者 に もなれ る。

知 っち ょつ ち損 はね ぇき 使 い分 け さえ ゆ うす り ゃ  『 あん た

なんでん 知 っち よ るな ぁ あ りゃ― どけす りゃいいん』『 あれ は

こここ うす り ゃ あん た も物知 り仲 間 に  な る こと』『 じゃな ぁ

うれ しいオ オ キ ニ』 と ま ぁいい友 達 ん お か げ。 じゃき又相 手 に

困 った時 ん  神 たのみ ん 支援  忘 れ ん ごつ な。

交流 が広 い 事 じ 人脈 が また連 な る き さ らに広 い視野 と 日

が輝 い ち今 ま じ 見 えん じゃつ た もん ま じ 見 ゆ る不思 議 な現象

友達 こす 知 恵 袋 でん あ る。 素晴 ら しヽヽ トギが  お る しゃ困 らん

ち古 くか ら言 うが  それ が 行 き過 ぎち  :¬ 分が 天狗 にな る と 世

は まさに逆 さ まの 地 獄 に 学変わ り す
‐
る .

上手 な世 渡 りと 絶 や さぬ笑顔 で 心 豊か に過 ごす 時  そ こに

ゃめ ぐり合 わ せた 人 た ちの文えが いつ もあ るき た とえ貧 しく

てん 心 は豊 か に遇 ごせ る 人生 に もな るん じゃ なか ろ うか。

欲 は張 らな いが い い 欲 張 れ ば知 らぬ所 で  損 を して お り信 頼 も

失 うこち もな る。 女性 ん 底 力 は人が  評 価 しち くる る もん 。 自慢

したてん そ りゃ なん とか ん ツツパ リもな らん き。 人 が つ けた点、

シラ シ ンケ ンな ご褒 美  徳 点 でん あ るん で 。

ヽヽ
ゃ
轟
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執 念 が 実 らせ た 畑 の 宝 石

荒 れ地 まが い な場所 で ん  根 性 が取 り組 み ゃ も う 上 が どけな

んか問題 はね ぇ 心 ん 通 う畑 に ゃタマ ガ ッタ ゴツ 作 物 は応 え も

くる る もん。手 に ゃ赤 ギ レ じゃろ う 膏 薬 を張 リマエ ー チ もう

張 り場 が ね ぇごつ ム ゲ ネ ー老 婆 は それ で ん畑 作 じゃ売 れば

嬉 しい現 金が す ぐ貰 い だ す 。

疎 開 した場 所 は寒風 も容 赦 ね ぇき 冬 ん寒 さは骨 身 に ゃコタユ

ル。 身分 は い いん じゃが  戦 時 はそ げ な甘 え は国 ;i成 ち ま し 罵 ら

れ よ った もん じゃき ヒモ ジイ時 でん  ウマ イモ ンで ん 食べ と う

でん  金 が あつ た と して ん  物が ね え 時 代 じゃつ た き 我慢 もも

ぅ慣 れ ち ょつ た。

時 ど き『 かつ ぎ屋 』 が 来 ると 口水 ん 垂 る るょ うな もん が 背

の荷 物 に入 っち ょる。 ソゲ ナ シモ米 が欲 しい き 現 物 でん いいん

で 話 は もう定 期 的 に来 る き 足音 じす ぐ解 る生 活 に も慣 れ た。

|「 久 しぶ リチ リメンが 』 コ ン メー声 じ言 わん と 腹 黒 い しゃ

聞 くとす ぐ言 いふ らす と セ チナ ゲ ー。 ょ そ者 ん悲 しい疎開生 活

でん あ る。『 懐 か しい里 海 辺 じゃき よ う食べ よ つたが 』 慌 て

て 日に蓋 を した。 [1と 日の合 図 に商 談 成 立 。丹 精 こめ た輝 く小 豆

が 新 聞紙 に包 まれ よ る。

『 こ こん しな一 いつ も美 しいち 評判 が い いん で 』『 そ うね』

痛 む ヒビが嬉 しそ うに震 え る。手 先 ま じ土 に汚 れ て ん 我慢せ に

ゃこれ もイ ノチキ  こげ な苦 労 もそ げ ―― ヒジ イ トン思 わん今ん

毎 日 ぁ 戦 争 でん勝 った ら また里 に帰 れ る じゃろ うち 宛 もね

え望 み が無 性 に腹立 つ 。

『 お ば さ ん な ハ リコ ム キ  こ り ゅあ げ る わ な 』 肌 着 ん 下 か ら

薬 袋 を 取 り出 す と  『 ク リー ム 』 と そ っ と差 し出 した 。
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化 粧 品 なんか も う 縁 遠 い ごた る生 活で ん  女 性 に しちみ り ゃ

そん  心 くば りが 嬉 しい。『 や つぱ真剣作 ったぬ  認 めち も らえ

る』 そん  束ん 間 の嬉 しさが  今 日は懐 か しい里 ん 味 と ご褒 美

ん 化 粧 品 にな った。 しみ じみ 手先 を 眺 め ち  『 す まん な ぁ』 そ っ

と手 先 を握 り しめ 笑顔 が こばれ る異常 な 今 ん 生活 。

カ ンテ ラ に照 ら し出 され た 夕 前 の一 時 に昼 間 ん話 が  イ1じ を 咲

か せ たが人 の優 ししヽ 心 くば りに甘 え られ る 幸 せ 人生 もき っ と

頑 張 って畑 に 精 出す気 持 ち に応 援 して  くれ るか らなん じゃろ

うと 元気 で過 ごせ る"事 に感 謝 す る。 だ いこ ん卸 しに チ リメ ン

涙 が に じむを み ん な囲炉裏 の煙 りの せ い にす るが  それ もい

い い ょ な …………。

『 もう残 りが の うな ったん じゃな い』 家 族 が 母 親 の苦 労 を

心 配 した声 に  『 う うん に ゃ まだ あ るん で 心 配 せ ん で もい い』

母 親 にみ ん なが  感 謝 す る家族 の 習慣 は 家 に い る時 か らで も

ぁ ったが 疎 開 して  昼 間 は山 に行 く間 に ひ と りぽ っちの畑 仕 事

が  こん な ご褒 美 に連 な るん も 申 しわ けな い と 思 うの だ ろ う

が  母 親 もそれ な りに 少 しで も喜 ばれ るよ う 繊 細 な才 覚 が 光

る もの。

夜 中 に そ っと起 きた  1大 きい子ど も↓ま 奥 の 間 に入 ると何 か に

凝 った よ うに 薄 明 か りの もとで勉 強 して ヽヽ る よ う(,父 親 もそれ

が な にか お およその  見当 は つ いたが そ こは 1親  素知 らぬ顔 で じ

っと見守 って いた。 が何 と研 究 発 表 会 に出 る朗 報 の よ う じゃ つた

。 培 土機 利 用 の増 産 が  注 目され だ して  そん成 果 が  や )́と 実

った ので あ る。 この家族 に して  この父親 母親 に して と 評 価 も

さ る る ごつ な った。 疎 開 して もい つか は故 郷 に錦 を。 久 しぶ りに

来 たか つ ぎ屋 さん  新 聞 で見 た と『 紅 自の カマ ボ コ 、鰻頭 』 を

差 し出 して しっか り 握 り しめ た 手の膏 薬 に  ―しず く涙 が 光

る。 み ん な嬉 しい 苦労 して もいつ か誰 か が  見て い る もん 。
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◇ ◇◇  方 言 説明  ◇ ◇ ◇

話 しゅ した ら一話 を しま した ら。 で 一ぶん …だ いぶ ん 。知 り

て ―ち 一知 りたい と。 ごた る…ょ うです 。 じゃろ う。一で しょ

う。 の に ち …の に と。 よ もや … ま さか。 ヨコオ ー エ ー体憩 し

ま しょうか 。 カナ …農 作 業 の草取 りな どに使 う道 具 。 オオ キ

ニ …あ りが と う。

こげな 一 こん な。 あ げ な … あん な。 後悔 とて ん …後 悔 した と

で も。 も うそ りゃ― い ま に な って それ は。 あれか る… あれか

らは。 こん じゃつ たが 一来 なか った けれ ど。

じゃが 一で すが 。 お前 ぇゃ … あな た は。 そげ な… そん な事 。

ことま しわ きまえ … こん な事 まで気 に して 。 シャゴー ジ ョル

ー カガ ミヨ ンデ イル .

イ ノチキ ー生 活 。 どげす りゃいいん … ど う した らよ い ので し

ょう。 トギ ーと もだ ち。 ツ ッパ リー ささえ にな って 。 シラ シ

ンケ ン…一 生 賢明 に真 剣 に。

タマガ ッタ… び つ くり した。 どけなん か … どの ょ うな物 なの

か。 ムゲ ネ ェーか わ い い そ うで。 コ タュ ル ー厳 し く痛 くきつ

くな る。 ヒモ ジイ ー空 腹 に な って。 ウマ イモ ンデ ンー‐お い し

い もので も。 ソゲ ナ ンモ … そん な事 も、 そん な人 も。 コ ンメ。

―…小 さ い。 ミセ ブ ラ カ ス ‐―や た らと 目につ くよ うに して。

セ ツナギ ー…せつ くな けな い。 こ こん しな 一 この品 は。 ヒジ

イ トン… 幸 くもな るが 。 ハ リコム…がん ば って。 ク リーーム …

美容化 粧 品。

カ ンテ ラ ー石 油 を や ガス を使 う照 明 器 具。 なん じゃろ う… な

どで しょ う。 さ る る ごつ な った… され るよ うにな った。

強 いだ けが女 性 じゃね ぇ 平 均 寿 命 も優 しさ も優雅 さ も 強 さが

あ る き執念 じ長 生 き も しよ る。 子 ど もを 生 む宿 命  母性 本 能 なん か

が  兼 ね備 え た生 きる責 任 を 感 じち ょるき特 に 健康 に ゃ留意 し

ち ょる事 も そん 秘 訣 か ん 知 れ ん 。
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昔 ん夏ん 楽 しみ な こち 一ヽ 盆 踊 りが あ りよ つた。 こか ~直 入 ん

文 化 が 強か った地域 じ 生 活全 般 が そ げ な 影 響 も受 けち よつ た

ごた る。 日説 き唄 ぉ年 寄 りか る 習 うち よつ た若 い しが  『 どげ

え は明 日か るで ん  踊 りん練習 す るか え』  『 じやな ぁみん なが

よか りゃウツ トわ い いで 』 自分 が で しゃば って ん  :悪 い ち気 く

ば りす る返 事 。

昼 ん 田の草 と りが ヒ ジイ ケ ン ド コ レ ト踊 りや又 露1∫ な問題 じ

返 事 に ゃ 気 が もうウキ ウキ しよ つたoこ か ― いい こち ~音 に ゃ

習 ぅた 受 け次 いだ もん もあ る き 回説 きが よ け りゃ いち も二

もね ぇ触 れ が  さ一 つ と風 ん ごつ 回 る。若 い 女ん子 は もう 仕 事

ん グ リもい っぺ ん に抜 け ち なん か嬉 しい一 時 で ん あ る。・

そ リー好 きな しも見 に来 るかん  そ げ な り ゃ尚更早 ぅ踊 りて 一

ん が 人情 。年寄 り もそ げ なん事 ぅ 見 る 目 もサ ズ な りよ り ど う

でん あん娘 は  あれ と仲 良 しな った ごた る。 薄笑 いす るなん か

昔 ん経 験者 ん  通 った道 。毎 晩 2里 か 3里 ぐれ は 苦 にな らん

年 頃 じゃき 晩 方早 め に りあげ ち ゴ ソゴ ソ湯 にハ イル ド 飯

は帰 っちか る食 う 1亡 しい きな じ済 む もん じゃ。

親 もど うせ 世話好 き じゃきち 割 り切 っち嘘 ち解 っち ょつて ん

若 い もん に 花 を持 たす る。女 ん子 が チ チ ラ側 じ 何 か言 いた げ

な所 作 に 側 にお る他 ん 男 を 引 き寄 せ ち  『 お前 ち ょい と こ り ゅ

しち くリー』  『 一 一 一』理 屈 は後 じわ か るが  『 い いで』 年

よ りん言 う こた聞 くもん 。

口説 きに合 ゎ せ ち  10日 はず後 に ゃ盆 踊 りが  皆 ん なず りに

見物 や ら踊 りん 輸 に入 る と お接 待 もで る。 こ こでん 女ん底 力 が

チ ラ リロにつ く楽 しい 踊 りん夜 は更 け ち行 く。
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遠 くて近 い人 間 の心理

宇 曾山 と言 えば 子 ど もの虫 封 じ 近 郊 は勿論 遠 く四国  中国

地 方 に も知 られ 特 に男 の子 が生 ま る る と す ぐ虫封 じの御守 り

を 受 くるた め に 背 に した赤 ち ゃん の 姿 も見 られ  参 れん時

は肌 着を持参 しち 受 け た り 御守 りを送 って もろ うた りす る。

主 神 の迦具 土 神 :ま  火 の神 で ん あ り魔 除 けの神 。

か って修験 者 の 山伏 が  行 の あ い間 に 里 に くだ っち ゃ 神力

と行力 で病 気 を治 し 特 に子 ど もの 病 の虫 は た ちど ころ に 治

した ち言 う。 古 くか らん 霊 験 が  受 け継 が れ子 ど もを 慈 じむ親

の情愛 も何 え る。

天狗 は仏 の世 界 を守 る 四天 王の一人 多 F慰 天 と言 う。 層 をつ り

あげ激 しい形 相 じ 元 来 戦 いの神 でん あ った。 身 に鎧 を ま とい

7福 神 の一人 と しち知 られ る。 鞍馬奥 の 院 じゃ 太 陽ん 精 霊 ち 言

わ れ る。又 山 中 に出没 す る 妖 怪 じ激 しい感 情 と 怪力 も もつ c

清浄 を愛 じ俗 界 に1菫 近 づ くを  嫌 う。 山 の修 業 者 ん戒 律 や 物忌

み が形を代 え ち 一定 の 像 を 作 りあげ た もの。

宝殿 脇 に ゃ一 石一―字 塔 が あ り 大 乗妙 典  書写 は板 山氏 ち 記

され ち天狗 赤 面  白面  小 面 の 白が壁 ι( か け られ ち ょるが 保

存が悪 いもん じ 傷みが ひ じいょ う。明治戦 24年 大野 IIlζ 土師ん

衛藤米太郎、光幸寄進 の灯籠 .神域に ゃこんほか に も、寄進され

た灯籠や 名 も知れん石塔 もあ るが 長 い期間の風 雨の 風化 じ

記録 |よ むずか しいごた る。 しば し休みの間 に も 人が光が風が

そ して人の心が 行 き交 う流れの中 じ 神の前 じ思 いの ふれあ

いが生 き続 いち おるよ うな人生ん心ん  やす らげる一時が あ

るよ うに も思えた。動 きこそ止 まらんでん 和みの心が広が る

そげな場所 ら しい 心ん浄化 は不思議な 思 いに もさせ らるる.

宇 曾 と は 広 い上 界  あ る い は 昔 か る 長 く続 い た 広 い 場 所 。 心

が 広 く思 いが 叶 え らる る  と解 さ れ ち ょ る。 よ う に 聞 く。
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そげん場 所 にゆ う使 わ れ るるよ う し か って は修 験場 と した

全 盛期 に言 わ れだ した ち 思 わ るる。宇 戸 、宇 曾 、宇 蔵 、有蔵 等

と も言 わ れ るが 読 み方 は同 じち思 わ れ る。 宮 崎 の鵜戸 も読 み は

同 じよ う じゃが 修 験 場 で あ った の は 1司 じ共 通 じゃが  鵜 戸 神

宮 史 に も双 方 の 関係 はだ され ち ょ らん 。 よ うで した。

連 れ の うた若 い娘 ん  幸 ち ゃん の怪 訪 な  『 女 人 禁 制 』 につ い

ち それ との う闘 いて 見 た。宇 曾岳 神 社 も 元 旦 と春秋 二季節 ん

中 日以 外 は 女人 禁 制 とされ ち ょる。 それ に ゃ こげ な 解釈 ん道

もあ る ごた る。 は るば る参道 を  え ― と ここま じ辿 りち―た。 こ

こ じ旅 の疲 れ を癒 す  女 人 ゆえ に『 体 ませ て 一』 そん 間 に男 こ

が 赤 子背負 って 奥 の 院 にお参 りす る。 よ う・に論 され た と思 う。

女人禁制ん決ま り iま  遠 く普門寺時代 修験場 と した当時か る

そん 性格を重ん じる 戒律が美 しい姿 と しち 残 り守 られよる

と思 う。決 して無理強 い じゃね ぇ 心 の底か らすば らしい 決 ま

りを創 り守 り修行す る事が 真の修行で もあ る そ こに心ん修行

が 大 きな役割に も なるごたるです。

男 性 ん守 護 ん立 場 に よ っち 女性 は種 族 を受 け継 ぐ 大事 な役

割 を務 め るか るこす  女 性 を大事 にす る意 味 も 楽 しく感謝 しち

お互 いが  幸 せ に向か った分担 を 全 うす る時 そ こに 人 間 ら し

さの生 き方 も 構 築 され るん じゃか ろ うか。 自分 勝 手 は許 され な

生 き方 こそが 自然 の  法則 にな っち ょる と 思 わ るるが。

振 りまれい た幸 ち ゃん の 横 顔 に紅 を さ した ごた る 顔 が こぼれ

たん も 自分が 予感 じち ょつた そ げ な考え が 当 た oち ょつた。

そん喜 び とそ り ゅう 馬 子ん五助 さん が  ず は り話 す 自信 に 心

の底 か ら喜 び も こめ あげ ち来 た もん じゃき。 涙 顔 が格 別 に娘盛

りに 花 を添 え る ごた った。 神秘 的 な人 間 の生 き方 に よか った

と思 わず心 じ 叫ん だ 幸 ち ゃん で した。
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そん神 技 ん ごた る 決 ま り ゅいつ誰 が  決 めたん か ち追 いか け

ちみ て ――。雲 ん上 に居 並 ん だ 神 神 ん 集 いん なか か る 甘 い神 囁

くよ うな声 じ も一 つ知 りて ぇ事 も教 え ち くれ た。主 神迦 具 土 神

は火 の神  父母 尊 ん 最 後 に生 ん だ神 じ こん 為 に母 尊 は陰部 を

焼 か れ て死 去 し黄 泉 国 に 降 った とされ  そん労 しい母 親 の事 を

思 い 特 に母親 は国創 りん 主 神 じあ り大地 の母 じゃき 母 を大

事 にす る気持 ちん 現 れ か も知 れ な い。

古 くか ら霊場 と しち 多 くの人たち 特 に男性の修行ん場 と し

ち より聖地化 しち来 ただけ :こ  そん素晴 らしい場所 に 人間の

苦 しみ悩みを取 り除 くべ き 信仰の源を捧げた土地 と しち よ り

大切 にす る意味か らも 長 い聞守 り継がれた 女 人禁制を大切 に

しち ょるん じゃろ う。微笑 ま しい心ん豊かさ。

そん底流 にゃ人を思 う心が 女性 じあ り母 じあ り 国の基 じあ

ると解 してよいので は。 白い雲 がか き消すよ う |こ  払 いのけ られ

ると まっ青な空が 目の前 にひ らけ 緑ん山群が美 しい春の 絵

を映 ぃち ょる。今 までん緊張 さが 和 らぐよ うな気持 ちにな っち

そよ風 に乱れた髪が 右肩か る前 に垂れち あ りし日の古代人

の美女のよ うに 面影を見せち くれ た。

生 まれ たばか りん子 、孫 を背 に上 る祖 父 、夫 婦 と もど もに汗 に

まみ れ た ス タイル 。 願 う所 は心 は同 じ一つ ん道  幸 せ を祈 る気持

ちは 共 通 の和 に な っち 転 び そ うな人 に手 を  『 しょわ ね ぇな

気 を つ け な ぁえ』 随所 に見 らる る人間本来 ん  優 しい真 心 が生

きて い る 参道 の あ っち こ っち に。

色 白ん お と うさん の  流 れ る汗 を拭 くお母 さん。 背 中の子 は首

を 回 す と そん風 景 にニ ヨ リす る。 『 チ 1・  チ ユ』 小鳥が 慌 て て

飛 び なが ら 眺 め る風 情 は まさ に 幸せ その もの の お参 り風景

でん あ る ごた る。
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母 の優 しい子 守 歌  懐 か しい幸 ち ゃん

目を 閉 じる と松 の枝 か ら 身軽 に飛 ぶ 一本 歯 ん 下駄 は く 天狗 の

姿 が雲 か霞 か  ま っ白 い空 間 に浮 か ぶ。 そん顔 は怒 って い るよ う し

あ り 優 しい慈顔 に も受 け取 れ る。 苦 しみ悩 み を 背 iこ  は るば る 上

る山道  一条 ん光 を 授 か る時  全 身 に染 み渡 る霊 気 。 この世 の もの

とは思 え ぬ 骨 の髄 まで に チ ョコ ッ ト 我 を 忘 れ ち立 ち上 ま る。

真 っ白 い ご弊 の紙 の 白 さが マバ イ イ。炎 の そ ん赤 い部 分 が霞 む な

感 謝 の  あ りが た い涙 か oだ いぶん 前 に な る けん ど優 しか った

母の愛 情 知 らぬん ま ま 今 ん母 と幼 く しち『 松 葉 か き』 草 き り籠

ん 中 じ聞 いた子守 唄 。 一 節 一切 に こめ られ た 子 を思 う愛 情 ん 唄 。

子 を持 っち知 る 母 の愛 情 ん偉大 な力。多難 な子 育 て や苦労 は 言

葉 に ゃ出 さず  闘 か な か った けん ど 心 は暖 か い思 いや りん  持 ら

主 じゃつ たん じゃろ う。 山 の 自然 の 中 の神 の  素 晴 ら しさ と母 性 を

大 切 にす る 長 い間 の先 人 た ちの 取 り決 め は もっと もっ と素 晴

ら しい根源 を  も っち ょる ごた る。

世 の 中ん仕 組 みを も っと 大 事 にせ に ゃとん 思 う。幸 ち ゃん も母

の残 した 人 を大 事 に しち こす  自分 も大事 に さ る る 人 間 の決 ま

りみ た ヽヽなのん  年 を と っちみ り ゃ ち った解 る ごた る今  道 連 れ

にな った五助 さん の  『 だて に ゃ年 ぅ取 っち ょ らん 』 ち シ ャツ ポ

脱 いだ 。 そ り ゅアザ笑 うごつ 小 鳥 が側近 ぅ来 ちサ エ ズ リコル .

子 ど もが参 るち ゃ  5銭 もモ ッチ ョ リャ :飴 が たん包 み、餡 ■:「
'

でん  、ニ ッケ水 、 そ うそ う一里玉  ま ぁそ げ な所 か な ()ビ ラ ビラ

ッ ージ  |、 ビコ ックが  時 時 ゃホ ラケ チ  ス リム イタ リ。 子 ど もに

し らみ り ゃま ぁ 冒険 の 出来 る年 頃 じゃろ う。 幸 ち ゃん も実 母 こす

早 く別 れ たけん ど ア トヨ リお 母 さん が  ‐イイ シ ジ ャた き イ ジケ

ンい い育 ち方 ぅした 名 前ん ご つ幸 せ じゃつ た ごた る。宇 曾 山 な こ

げ な思 いで 夢 なん か も残 せ る 人事 な故郷 ん 山 で ん あ った。
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§ 宇曾 に出 ょ うか 荒 本 |こ 行 こか 四辻 峠 の思 案顔

ハ  七 瀬 のせ せ らぎ  サ ラサ ラサ ラサ ラ ホイ ホ イ ホ イ §

馬 子の五助 さんが 得 意 の 喉 を試 した。 『 や つぱ馬子 歌 |ま  五助

さん に限 るな ぁ』『 や  オ ダ ツル ト止 ま らん ご つ ナ ル ド』 本 当

は いつ声が か か るか  ―
待っ ち ょつ たん か  知 れん。 そ り してん ま ぁ

連 れ の うた 幸 ち ゃん もなん と ゆ う知 つち よる話 し相 手  に五助

さん も ドンク レ 楽 しか った ん か  笑顔 じゅ うわ か る。

夢 多 き故 郷 ん 山

霧 が流れ雲 海 に浮 かぶ  有 蔵 山 ん雄姿  木本 が濡 れ ち にぶ く光 る

さ まは 長年 の風雨  雪 に  さ らされ た年 季 の 現 れ か ん知 れん。

幸 ち ゃん の言 うごつ 美 しい山 優 しい山 そ しち 謎 と夢 と ロマ ンを

秘 め た山 四 季 お りお りに  |ご コカル眺 め てん  そげ 一思 うん は私

一 人 じゃなか ろ う。移 り変 わ る幾 千年 の 回想 ん なか に じっと 見

つ め ち来 た直l 天 と地  自然 と人  男 と女  この世 の人 々の為 に

心 の よ り所 と して 里 の人 た ち に愛 され て 来 た山.里人 もこん山が

あ っち こす  悲 しみ につ け 秘 め る 日につ をナ 心 じ叫 び 目を 閉 じち

念 じた幸 せ  愛情 を木 木 の 葉 きに 鳥 の声 に乗せ て伝 え て くれ た

山。

そん音  太平 原 に突 起 した 山群  御座 岳 には親竜 が  精 進 岳 |こ や

兄 竜か そ しち 宇 曾 岳に ゃ妹 竜 が  住ん でいた とか。 それ ぞれが

そん 立場 じ波 風 立 て ずに 暮 ら しよ った が  美 しさ優 しさ に勝 る

妹 竜は 人「1の 憧 れん的 じゃつ た。 あ る 11ば つん年ん 雨 乞 い をこ 親 竜

兄竜 とと もに妹 竜 ん山 に も 祈 願 の狼煙 が 立ちのば り 3日 3晩 続

い う炊 かれ た の で 恵 み の雨 が やがて降 った。

l11人 の再 び は 大 き く お礼 参 りの行列 は続 き ゃ っぱ チ ケ ー宇 曾

由 に ゃ 特 に多 くん 人が 参 った とか。 それ に比 べ ち 兄竜 ん 山 に ゃ

F⊃
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少 なか った為 に ご機 嫌 斜 め 心配 した親 竜が  兄妹 竜 ん仲 を

心 配 しち お礼参 りん 宇 曾 山 に行 くしを  lLむ る こち した。 それ

以来 特 別ん 日以外 は 里人 は  遠慮 した ソ ウナ。心 ん よ り所 でん あ

った山の  掟 とあ りゃ守 られ た そん 気 持 ち もゆ う解 る。

§ 行 くに行 けな tヽ  宇 曾 山道 の 決 ま り悔 しく涙 拭 く

ハ  七 瀬 のせせ らぎ  もみ じもチ ラホ ラ ホ イ ホ イ ホ イ  §

あの岩角 か ら木本の 合間か ら幾百年 も 幾千年 も続 いた 人

と神 との関わ りあいは いろんな形 じは じま り いろん な形 じ受

けつがれ  そ りゅう残 じちよること じ 生 きち ょる。雨 に うたれ

た り雪 ぅかぶ り 流れ風 に飛 びさった山ん 頂 きん土や砂や小石

なんか も 里 に降 り作物 を育てるに 役立 ち落ち葉 が根元に積 も

り そん養分が花を咲かせ実がつ き 自然 の繰 り返 しの中 じ 常

に里人ん為 に役立つ 自然界の霊地 に ゃ 目にこす見 えんけん ど

心の中に入 りこんで 気持 ちの通 じ合 うものを 宿 しているの

じゃ なか ろ うかち思 う。

宇曾山をふ り仰 ぎ遇 ぎ去 った さまざまな山の囁 きが耳 に聞 こ

えて くるよ う。古い もん に接す るこた一 出来んでん心 にそっと

語 りかけち くるる 長 い間の夢物語 に ゃ 幸ち ゃんの言 う 全身

が引 きこまるるごた る 木の揺れ草 の囁 きに 古 い人 た ちん幸せ

ん境地が  目の前 に浮 かんで くるよ う。人 それそれの見方 考え

方 はあってん山を 自然を 人を愛す る人間 になる事 は それだけ

得か もしれん よう。心 も豊かに もなれ る。

多 くの 人 た ちが それ ぞ れ の 思 いを 抱 い て上 った 山  宇曾 山 は

語 りか け な くと も 自分 の心 の中 に何 か  囁 か れ て い る とすれ ば

まさに 神 の声 が そ っ と話 しか けて い る そ うで は あ る まいか。

聞 きた いか ら聞 くで は な い そ っと聞 こえて来 る そん な幻想 的

な言葉 |ま  まさに心 の絆 が  あ るん か ん 知 れ な い。 幸 ち ゃんの 言

う まさ に IF幸 せ 人生 か ん 』知れ な いが 。
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△△ △  方 言 説 明  △ △ △

もろ うた り・―貰つ た り。 くだ った…下 って来 た。たちどこ

ろに一即座 に。ち ょるか…て いるか。 ひ じい一よ…ひどい

のでは。 しば し…少 しの間。 そげな一そのょ うな。

され ち ょる一され て います。 そげな‐―そん なっ りゅう―ヽそ

れを。

じやあ き―ですか ら。 しゃろ う―で しょう。 な って―な っ

て。 しょわねえな…・人丈夫ですか。気 をつ けな ぁえ一気を

つけて用心 して。

チ ヨコ ッ ト…少 しの。マバイイ…まぶ しい。 じゃつたん じ

ゃろ う―で したので しょぅ。 もっち ょるごた る―・持 って い

るよ うです。 シャッポ _帽子。 モ ッチ ョリャー持 っている

のな ら。 ビラ ビラツー ジ・―元気 よ く走 って。 トビョッター

走 つて いた。ホラケ チー・転んで。 ス リムイターす って傷が

で きて。イ ジケ ンー気分が優れない悩 み我慢 して c

や つぱ…やは り。オ ダツルー調子 のせて。ナル ド…なりま

すよ。そ りしてん まあ―・それ に して も本当に。 ドンク レー

どの くらいか。 ドコカルーどの場か ら。 あ っち こす…あ っ

たか らこそ。雨乞 い…雨を期待す る祈 り。や っぱチケー…

やは り近 くて。

ソウナ…そ うです か。 そ りゅう一それを。生 きち ょる一生

きて いますので。 なか ろうか ち…ないで しようか と。 くる

る…いただけます。 ごたる…‐そのよ うな。あ るまいか…な
いで しょうか。

虫 封 じの神  安産 子 宝  商 売 繁盛  更年 期 厄 よ け 火 伏 せ 学業

成 就 な ど 霊験 あ らたか な 宇 曾岳 神 社 の これ か らは 人 のよ り所
と しち 優 しく愛 しいたわ り 支えて くれ る場 所 と しち 多 くの人
た ちに さ らに親 しまれ て  行 くん じゃろ っ。 路 傍 に咲 いた 一輪 の花
に も 生 命ん 尊 さが あ り風 雪 に 生 き抜 いた念 力 は肌 に伝 わ る。

′つ l
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あん 山 の頂 きに上 っち 踏 まれ てん次 の年 に ゃ 芽 吹 いち迎 え

ち くる る草 花  樹 木 の一 つ一つ に ゃ無 言 じあ るが  安 らぎ も感 じ

させ ち くる る き 不思 議 な喜 び も こみ 上げ ち くるよ う。

☆ 神楽は心ん響 き 生活ん リズムでんあ る ☆

ご願 や お礼 に奉 納す る神 楽 そん リズムを通 じて神 |こ  イ「橿介 し

て も ら う神 楽。一 頃 は請 わ れ る と外 に も 出向 いて 奉納 もあ った

。大 祭 に地 区内を 巡幸 した 御輿 の ご神 体 は 一 の鳥居 か らは

車上 の御 座 とな り奥 の院 御 殿 に 奉 帰 され る習 わ し。帰着御 着 院

の神 楽 も伝 統 を護 り 夜 半 の御 戸 開 きと共 に 由緒 幻 想 な行 事 。

応永年間 に主従 と して 神楽師の名前 も見 らるる。祇園神楽の

流れを汲む とされ 能登神楽は京の雅な所作 の舞 い 大神な ど 8

つの舞が奉納 され ょった。 それ には神楽唄 もあ っち 口うつ しに

伝承 され ち ょつたが 若 い人の不足や 世話す る人 たちん関係 じ

一時絶 え る そげな憂 き目にな っち ょつた。 じゃが若 い人たちん

意欲 は そ りゅう復活 させち 舞 うようにな った。

九 州 地 域 ん勇壮 な神 楽 抽子  それ に連 れ な う激 しい舞 とは 異

な る優 雅 さは心 を 弓|き 付 け る。 4人 舞 な どが継 承 されて  祭 りに

は若 い人 た ちの 古 い真 髄 が楽 しめ る神 楽 も 堪 能 で きて それ に

親 近感 を 抱 く人 た ち も最 近 は 多 いよ うで もあ る。 大和 か らこ

の地 に 入 って 4()0余 年  人 の技 は素 晴 ら しい もの でん あ る。

神 仏 との 関わ りあ いを大切 に 時 には神 を表 面 に 出 して 過 ご

す 里 の ひ との心 の 中 に ゃ 常 にお互 いの幸 せ を  里 の無 事を 念 じ

て来 た の だ ろ う。 神が や が て は仏 にな ると言 う その仏 も時 には

神 の代 わ りを した り 仏 が 聞魔 とな り神 に変 わ った 長 い歴 史を

辿 る と周 辺 地 区 に は 神 仏 の碑 に もた ど り着 く。 そん な過 去 の人

や花 や 物 に 護 られて今 日 も生 き続 けて い るよ うに も。
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その音 か る聖 な る I上Iと しち  自然 の 中 にさ ま ざ まな 関わ りあ

いを持 つ動物 、植 物 が  太 陽 や水 、 空気 に育 て られ た事 を 思 う

と 自然 の意 み の有 難 さ :こ  心 か ら敬 意 を表 さね ば。 つ いつ い過 ぎ

る と忘 れ る こ とは許 され な い。 ま してや忘 れ たふ り ゅう す るな

ん か はモ ッテ ノホ カ。

天狗が空 を飛 び宇 宙 ん神 が  舞 う時 もき っ と大 自然 界 で は 衛

るべ き事 を厳 守 し 感 謝 す べ き ことは あ らゆ る方 法 で報 いたで

あ ろ う。 コ ック リ額 いた心 の 中 に も きっと共 通 す る思 いが  駆

け巡 ったん じゃなか ろ うか 。幸 ち ゃん の立 ち 上が った 姿体 か る

ま るで 青空 に 抜 け 出 る こた るス リム な 喜 びを感 じ られ た。

§ 二の瀬 二の瀬  無 事 瀬 を渡 り 
′
了曾 の浮 動 に笠 を脱 ぐ

ハ  七瀬 の 11せ らき 小 鮎 が スイスイ ホ イホ イ ホ イ

◎◎◎ そ して奥御殿の造営 ◎0◎

宇曾岳神社ん奥御殿 は宮大工 佐藤金蔵ん作 ち言われ る。 その

造営に ゃ息子長平 も使われて いたが 素晴 らしい もの にす るため

ん 彫刻は特 に気を使 ぃ ぁち こちん宮を見て まわ り 自分がん

納得す る原案が浮かぶ ま しゃ かか らん じゃつ たち言 う。主神の

迦具土神は火の神で あ り 秋葉様 じあるき 円福寺 じゃ毎年 12

月 24日 に 秋葉祭 りしよ った と言 ぅ。 さまざまな人間υ',心 の

現 われがいろろな形 じ 素朴 な生活ん中に 生 き続 けているのん

大事な事 じゃろ う。

1葛 福 寺庵 に ゃ馬 頭 観音 も座 して い る。 か つて宇 曾 山 の裏 il重 ん

各所 か る 野 津 原 に越 しち くる峠 も 自然 人通 りが の うな った。

もん じゃき 随所 に奉 られ ち ょつ た  さ まさ まな仏 もこ こに移動

されて 地 元 ん 人 た ちの ご供 養 が  な され て い るの も 豊 か な心

θ)現 れでん あ ろ つ。
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宇 曾岳神 社参 道 これ よ り 1里 2丁 ん  碑 が恵 良 ん 下原 に あ った

。大 正 12年 に小 出 ツナが寄 進 した もの。 山 際 か るん 道 は昔 ん

本通 り じす ぐ上 手 に 34丁 の標表が あ る。 そん脇 に明 治 39年 に

《1906》  建 て られ た浮動 明王像  通 行 ん安 全 ぬ護 り里 人 ん

幸 せ も念 じ 急 な坂 道 じゃ き 牛馬 ん ア プネ場 所 でん あ った。

上 ん原 か る登 った山道 に ゃ 青 面金剛 書 薩 の 慶 申搭 も 宇 曾 山道

ん案 内を しち くれ ち ょる。 《1776》

§ あん娘 と しごろ 姉 さん かぶ り いつ か覚 え た馬 子 唄 を

′ヽ  七 瀬 のせ せ らぎ 小 雪 が チ ラ チ ラ ホ イホイ ホ イ §

お ょそ 6000年 の昔  南北九州 の接 点 と した 縄 文 文 化 の黒

山遺 跡 一帯 に ゃ 人 の暮 ら しが営 まれ ち ょつ た。夜 明 けの祈 りは

宇 曾 山か るは じま り 東 に鴛 び ゆ る こん 山 に 朝 の陽 が さす と

競 っち礼拝 今 日の無事 を念 した。 それ は人 の心 の素朴 な 現 れ て

ん あ るが  心 の よ り所 と した 先人 た ちの気 持 ちを うけつ ぐ 情

仕 種 か も しれ な い。 高 い山 の陽 の光 を 心 の安 らぎ と した 人 間

が一 日の暮 ら しを 無事 に と願 う信 の現 れ で ん あ ろ う。

そ こに宇曾 山信仰ん 夜明 けか約束 されて いた そげに もな る

のは素直で あろ う。天神免、ひとき田など、神仏えのお供え と し

て モチコメを作 り献上す る。神仏 と人間が関わ り合 う 精神誠

意 な生 き方が形づ くられてい る。お供えす る餅 は『 おみすがた』

と言い さげて頂 いて も 焼 いて食べてはな らない 火の神 に供

えたか らで もある。

その火 こそ は人 間社 会 には 絶 対 必 要 な物 で もあ り 火 、水 、

空 気 こそが  生 き られ る大 切 な 3要 素 で もあ ろ う。 が 当 た り前 に

な って い る現 在 感 謝 して関 わ るの は 果 た して どの程 度 まで か

過ぎて 忘れるのでは生きる意味が あるのだろうか。感謝するめ」p

それこそ 必雷品であるはずなのだが。         。ノ多b
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※※※  こばればな し ※※※

野 津原 中心 菩lζ か ら 山上 本 殿 までお よ そ 5キ ロ。 昔は 1合 目 ごと

に仏 像が立 って いたが  明 治 に な っち廃 仏 希 釈 の 令 に よ つち取 除

か れ た。 その何 体 か は辛 う じて 参道 ん 車影 本 の 根 に 安住 しち ょ

っ た。 いつ誰 が寄 進 され た か  知 る由 もな いが  当時 1~「 目 ごとに

あ った 石柱 と共 に寄 進 者 の 気持 ちが忘 れ られ る こた る 仕打 ち

にはんの幾つ か残 る 当時 ん面 影が年 月ん  風 雪 :こ 名前 も読 み取 れ

ん が  あ り し日の善 男 善女 が  一途 に願 った思 ぃが  忍 ばれ る。

虫 封 じの神 と しら霊 験 は勿 論  水 天宮 は安 産 の神 と して 知 られ

ち愛 し妻が 1'身 ご もる』 と夫 は恥 じらい も秘 め ち 参 拝 した もの。

子 ど もに対す る愛情 ん 発 露  授 か った子 が 無事 に育 っ ょ う 1山 道 を

真 剣 に登 った あん 日。生 む 時 ん妻 の苦 労 に比 べ ち 男 ん気持 ちは も

う 語 り尽 くせ ぬ事 思 うと あの夜 の事 が 走馬 灯 の よ うに 蘇 る。

青年団活動 も春秋ん祭 りに ゃ 事前 の道掃除手入れ継続 されよる

。若 い人たちん純真な行 い 地 区ん人 たちだ け じゃの うじ 参拝す

る人たちに も すがすが しい思 いにな って ほ しい 美 しい山のイメ

ー ジが含まれて もいる。団員の こん 自主的 な行動は 広が るよ うに

みん なが美化 に 関心 もよせ ち ょるごた る。

南 郡 か る参 った人 ん話 に よ る と 若 いお父 さん が 子 ど もん願 か け

しち 小学生 ま じ無 事過 ぎた もん じ 近 所 ん お宮 に約 束果 た した

お礼 参 りに参 った。 『 貴 方 は お礼参 りの場 所 が違 うの で は』 と言わ

れ赤 くな った と言 う。 こち らか らも お取 り次 ぎはで き るが  子 と

もと と もにお参 りす る よ う 諭 され た と言 う。

毎 月参 りの人 がつ い 酒 に酔 いつぶ れ て  一 日遅 れ の  お参 りに

な った。 日の 前 に大蛇 が 現 れて 進 めな い。 そ うだ遅 れ た『 中 しわ け

あ りません酒 を や めて  きちん と参 りま す』 と 口昌え た途端 大 蛇 は

パ ッ ト消え  本 の技 が 横 た ゎ っ ち ょつ た。以 来 禁 酒 した とか。
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初詣 で す る人 た ちの 中 に ゃ お供 え して あげて あ る お供 え を

受 けて帰 る人 もあ る。正 月雑煮 と して頂 く 今年 もよ い年 に な り

そ うと 家 族 が平穏 円満 に。 この お餅 は焼 いて 食べ るの
`よ

 火 の

神 の お供 え だ か らいけな い。

§ お供 え受 けて 雑煮が染みる 今年 しゃ春か らえ びす顔

ハ  ヒ瀬のせせ らき
'獅

子舞 い ピー ヒョロ ホイホイホ イ §

石を積 む ことによって 神の降 りる場所 を知 らせた 人間の心

は山と石 との関わ りなどと 変わ りなが ら
・
いつ も 心 のよ り所 と

して いた。若 い娘たちが陽を受けて 肌を さらす風習が  ―‐頃あ

ったがそれ も神の求め る ものではな く 日光お受 けて不衛生 な

面の消毒を兼ねた健康法 の一つで あ ったのか も。

6年 生 に進 む と祭 りの書 記 に雇 われ  本 殿 や拝殿 で 書 いた時 代

も。 当時 は書 けな い人 もあ った時代  そん な方策 もされ よ った。

神鏡が 盗 難 にあ ったが  早 く気ず いて無 難 にで き 辛 う じて難

を のがれ た の も不思 議 な事 。 クヌギを 切 って売却  資 金で 舗装 し

た時代 。 昔 は道 は影 べ らを通 り 陽 あ た りの場所 に は作物 を植 え

生 活能 力 を充 分 に発揮 した。大津 神 社 は女 神 で あ るので  時 お

り男神 の宇 曾 さ まが神 幸 した よ う。 木 の上 三 差 路 に ゃ待 ち構 え の

人 たち 待 ち焦 が れ 一幕 もあ った よ う。

拝殿 で の料 理 には トー ガ ラ ノが  多 量 に使 わ れ るが イ タ ミ防 止

や 寒 さ に係 を護 る配 慮 も。拝殿 下の くば地 に は 年 中清水 が 沸

き干ばつ で も潤 れ なか った。 の も竜神 様 を大 切に して い るか ら。

お浮動様 や 仏像 にた った まま 000()し た ら忽 ち天 罰 が あ った

の は 谷 底 に落 ちた例 もあ った り 腫 れ 上が った珍 風 景 に。 山 の

神秘性 と神 と人間 との  関 わ りを人 事 にす べ きを  教 えて いたの

で は 。

′・ ´
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大津神社の玉垣 には 入蔵橋本壱郎寄進の名前 や 知 るべの人

の名 も見出せ る。やは り古 い縁故が故の 関わ りが根強 くあるの

だろ う。娯楽 も医療 も乏 しい頃 :こ  健康が いか に人事かが そん

元に敷 かれ ち ょつてん  ぉか しゅわね ぇのん 人 ん情愛がすべて

に優先  しち ょったん じゃなか ろ うか。肥後街道 も側を通 るのん

懐か しさと優 しさが交差  しち ょるごたる。

語 らいは歴 史 で あ る 古老 た ちが 聞 き伝 え  言 い送 るそん言 葉

ん 中 に は 人 の情 け と神 仏 との 切 り離 せ な い縁 が あ り それ を

護 り育 てて行 くと事 に よ り お互 いの生 き る幸 せ や  す るべ き事

え の決 ま りが  正 し く護 り抜 かれ て  お るん じゃろ う。 消 えて し

もうた多 くの 例 も機 会 が あ って  この 中 に入 れ る事 が  出来 た

らと願 っち ょるん じゃが 。思 う事 の多 いん は  そ り ゃ―‐嬉 しい も

ん じゃ
゛

いつ ん 日か こん 冊子 が  起 爆剤 にで ん な りゃ この上 の

う幸 せ でん あ るき。

§ 神 楽囃 ■に更 け行 く夜 は 濡 れ て 見 た い よ鈴 ヶ滝

ハ  七瀬 の せせ ら ぎ  じぶ き もたの しゃ ホ イホ イホ イ

多 くの人 に頼 られ愛 され 長 い年 月 の映 り変 わ りの 中で  じっ

と見つ めた宇 曾 山 修 験 者 の 自衣 が なび き 下 駄 の音 が響 く 岩

と本 と草 と水 と その 自然 の姿 が 今 日 も保 たれ て  里 の人 の心 の

よ りど ころ とな って い る 宇 曾 山。 目を 開 じる と古 松 に鳴 る 風

の音 が 厳 しい過 去 の  幸 せ造 に力 を そ そ いだ 先 人 た ちの姿 が

緑 の木 本 と美 しい水 に 浮 き彫 りされ るよ う。

耳 を すます とさや ゆ れ に せ せ らぎの音 に住 み 慣 れ た 故 郷 の

母 の香 り 父 の汗 の リズ ムが  伝 ゎ って きます 。 風 が 止ま った

竹 の調 べが静 か に空 間 を き って  流 れ る東 の間 の 場 面 には 妄想

と勘 違 いされ そ うな 刹 那が 襲 いか か るょ うな 錯 覚 まで起 こす

の も なで か幸 せ に な る。

§
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宇 曾 山 と音 との 交 差 は 古 くか らさ まざ ま な形 で 生 まれ伝 え

られ て現 在 に続 い ち ょる。神 楽太 鼓 の響 きは  お下 りの囃 子 が

鳴 り渡 る 人 の ど ょめ きが大地 を ゆす る そ して神 の声 が  人 の

声 が喜 びを表 して  世 の 中 に響 き伝 わ って行 く。音 と人 の心 の ふ

れ あ い 喜 びの音 や悲 しみ の音  さ まざ まな音 に迎 え られ  人 は

生 まれ生 か され  そ して去 って も行 く。

周 りの 自然 と交差 して 故郷ん宇曾 Ll重 は 昨 日か ら今 日 そ し

て あ したに向か って 音 とともに移 り変ゎ っちい く。本の実 の

落ち る音 木木んふれあい 霜 の くずれ る誓  松 に風 社を抜 け

る風 野面を這 う風 芝吹 き上 ぐる風 鳥の 1]難 き声 雨 落雷

じぐれ さみだれ 粉雪 夕立 水車 夕立雲  あかね雲 入道

雲 稲光。微妙 な風 に も命があ る。

か げ ろ う :草 い きれ  土 ほ こ り それ ぞれ が 独特 な 動 きに よ

っち 音 が違 うん も 面白 ぃぃ し 懐 か しい し 悲 しい切 な い事

に も連 想 さ るる。 みん なそれ ぞれ ん 役 目宿 命 を もっち ょるん が

生 きち ょる証 なん じゃろ う。 強 く優 しく き らびや か に 澄 み

き った 輝 く うつ く しも 恥 ず か しくも それ ぞれ が 生 きた

証 残 して 宇 曾 ん 山 に ゃ今 日 も 賑 や か な移 り変 わ りん 場 面 が

展 開 もされ ち ょるよ う。

紫 の幕 に閉 ざ され た 奥 ご殿 の 中 に ゃ石 祠 の戸 を 静 か に開 く

と主 神 の 迦具 上神 が鎮座 ま してい る ()燃 え 立つ灯 の 中 に浮 か び

あが る 主 神 の姿  目を聞 じると一年 一度 の  お神幸 に喜 び心 待

ち した笑 み が 何 え る。 『 お移 り願 い ます .]心 の 中で 申 し上げ る

息 つ ま る一 瞬 の それ は ご く短 い時 間 で あ って も 実 に長 く重 苦 し

い大 切 な一 時 で もあ るよ う。 祭典 の御 輿 に移 って 頂 く神 儀 は無 言。

の 内 に厳粛 に祭 事 され る。

静 か に御 輿 に封 印 を結ぶ とい よい よ御 神幸 り 微 か に本 本 を揺 ら

した 風 の 音 が 澄 ん た 心 の安 ら ぎ に 合 わ せ るよ う に 。

/0

,
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△△△  方 言 説 明 △ △ △

ふ り ゅうす るなん か …素 振 りを して謙 虚 に。 モ ツテ ノホカ

…予 想 以 上 の考 え 。 ごた る一 よ うです 。 じゃつ た ち …その

ょ うで した。秋 葉 山 一火伏神 を まつ り火難 除 け に。 円福寺

・…宇 曾 山 の起因 に関 わ る寺院。

ア プネ …危険で 。 しち くれ ち ょる一 して くだ さ った。 そげ

に もな る―・その ょ うな結 果 に。 お みす が た 一神 様 の真心が

入 って い る餅 。

しち ょっ た… して ぃ た。 だ け じゃの う じ…そ れ だ けで な く

て 。 ょせ ち ょる一寄 せ て あ る。 ち よつ た一 して い た。

受 けて 一頂 いて 。 か げべ ら…影 の あ る場所 。 大 津 神 社 …木

の上 に鎮 座す る神 社 .イ タ ミ防 止 一腐 敗 な どの予 防 に。

知 るべ の人 一知 って い る人 .敷 か れ ち ょっ て ん …決 め られ

て しヽて も。ねえ の ん・̈ な いの も。 しょ ったん じゃ… して い

た ので は。 消 え て しも うた…消 え て な くな った。 竹 の調 へ

…尺 八 の音色 。

ち ょる よ う一され て い るよ うです 。

☆ 一 一  § § § 結 び に寄 せ て  多 くの皆 様 ん ご協 力  資料提 供 に

厚 くお 礼 を 申 し上 げ ま す。 1988年 に調 査 した 原本 か

ら構 成 した II助 街 道  宇 曾 山物 語  です 。 § § §… …☆

こん地 区 じい ろん な形 じ 里づ くりに大 けな役割 を  果 た しち く

れ なが ら散華 され た もろ もろの 人 たち に 円福 寺や宇 曾山 の神仏

ti永 久 に ご加 護念 じて 結 び に筆 を進 め ま しょう。高 い山 の 上 岩

と岩 の問 じ火 を燃 や しそ れ に よ っ ち 悪 を焼 き払 う信 仰 心 は 儀式

ん 中 じ神仏 が共 存 じち ょつ た事 を物語 る。 自然 の中 に も海 山 川草木

に至 る ま じ 神 は存在 恵 み と存 在 を支配 自在 に して い た訳 で  そ こ

に信 仰 に よ る封 じ込 めθ)手 段 が 生 まれ の か も知 れ な い。
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§ 霧 の米山殿坂のぼ りゃ

ハ 七瀬のせせ らぎ

§ 七瀬川 には貴方 と二人

ハ 七瀬の清水 に ゃ

笛 の調 べ か御所 の森

虹 もたつ  ホ イホ イ ホ イ §

苦労 す る瀬 も淵 もあ る

小鮎 もス イス イ ホ イ ホ イホ イ §

新緑の合間 にツツジの芽吹 きは そん芳香が子 ど もん発育 に よ

いと解 くしもあ った。野バ ラの芽が茅 の本 に ッルをか らませち

精一杯伸ん じょる。山ユ リが緑鮮やかな中に まっ赤 な花をつけ る

頃にゃ 草 いきれん暑 い草原を 夕立雨がザー と音 たて ち降 らせ ち

行 く。

6oOメ ー トルん高 さは自然
~界

の いちばん人間が生活す る

適地 とか。暑 か った夏 に咲 いたカ ンナが  チ ッ トンズツ秋ん花に

交替 しよると柿が熟れ 里 に赤 トンボ も山肌に飛ぶ。季節風がそよ

ぐと厳 しい寒気が ノソ ッ ト山ん向 こうに顔 ぅ出す。灯が化 しく

な りそ うな夕前 に ダ ンゴ汁がゆう似合 うん も 故郷 らしい情景。

何 か 言 ぅ ち ょきて 一語 り伝 え て 一 人 ぅ引 き付 け る力ん 心燃 ゆ る

囲炉 裏 ん周 り。,音難 に明 け暮 れ た雛 Aノ 顔 か ら 聞 か る る珍 しい話 が

キ ラ リ 光 って飛 び出す と五 助 さん も 髪 ズ リデ ー チ 鼻水 す す る。

顔 に似 合 わ ん優 しい心 くば り 福 ょか な気 持 らが外 の  音 もの う降

る粉 雪 になん か ゆ う調 和 しち ょるごた る き 受 け行 く夜 を飽 かせ ん

ょ ぅ しゃ。 コイ サ も冷 え そ う じやが  話 しゃ途切 れ ん もん 。

初 春 ん鶏 ん 声 が 山肌 に ひび き 岩 や木  111や 水 の周 りか らそ っと

囁 きか け る 神 仏 や 天狗 や  もろ もろん 生 き物 ん 声 は 人 の心を慰

め幸 せ の明 か りを贈 り続 けて くれ るよ う。梅 に鳴 くウ ゲイス 南 天

の実 を つ いば む小鳥 の声 に も 生 きる しあわ せを 味 ゎ いつ つ 巡 り

くる春 を迎 え る宇曾 山 。『 じゃき大好 き』 ち幸 ち ゃん も声 が 出た。

あん 嬢 と しごろ 姉 さん かぶ り いつ か覚 え た馬 子 歌 を

/ヽ  七 瀬 のせ き らぎ 十 ラサ ラサ ラサ ラ ホ イホ イ ホ イ

§
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宇 曾 山 の関わ りが あ ったの か  二重 町 に あ る本 城 山 《440,

■メー トル》 県 道 718号 を進 む と前 面  フ タ コ プラ クダの背

の よ うな 山が 見 ゆ る。 それ か る も周 り ぅ楽 しみ つ つ 急 カ ー プ

か るヘ ヤア ピンカ ー プ。 コ コマ ジ行 き ゃ も う 頂 上 に宇 曾 神 社 ん

案 内板 。一歩上 が る ごつ景 色 が  なん とま ぁ絶 景 にな る。

虫 封 じん神 ち あ る き 宇曾 神 社 ん分霊勧 請 に よ るか い ずれ に

して ん故郷 にあ る 名 前 と一 緒 に ゃ懐 か しい 情 感 が湧 い ち も く

る もん 。五助 さん ど ま聞 くと  『 や馬子 噴 ゃ』 ち す ぐ断 わ れん

き手 綱 が  まわ りで 一 ち  『 宇 曾 ん おばね に ゃ ほか に ゃね え ど

あ り ゅう 見 よ そ う松 《待 っ 》 ば か リ ハ  七 瀬 のせせ らぎ ゃ

ラサ ラサ ラサ ラ  ホ イ ホ イホ イ 。

虫封 じに効 くちあ り ゃ いつ ん 頃か に参 った しが  なか なか参

れ ん じの コツーー 1気 の ど くに思 うち ここに勧 請 したん か ん 知 れ

ん もん じゃ。急 な事 じと りあえ ず  ここ じお願 い しち 後 じ折 ぅ

み ち参 るそげな こた 一 ゆ うあ りよ った もん じ そげな真 剣 な心

気 持 ちん 現 れ て ん あ ろ う。

『 ゆ うな った き』 こ こか るお礼参 り じゃね ぇ そん 時 に ゃ子

も連 れ ち野津原 ん  お宮 に参 る気 持 ちが  大事 な ことでん あ ろ う

。 わ ら じが け じ参 るん も 仕 方 な しに参 るん じゃ 意 味 も薄 うな

ろ うが  心 が こ も っち ょりそれ も 手立 て でん あ ろ う。 お賽 銭 ぬ

忘 れ た ち頭 さげ よ る い いん じ ゃね ぇ 人 間 時 に ゃそれ もあ ろ う

本 城 山が雲 に隠 れ た ら ど うや ら明 日は雨 に な

そ げ な こた―関 係 な い 人 間 で ん そ う した もん じ

心 が は い っち ょるかが  問題 じゃろ う。金 目に よ

きい た こた一ね ぇき 人 それ それ ん気持 ちが あ り

あ るめ 一か。 それ が 本 当ん姿 じゃろ うき。

るか。神 様 は

ゃ。 ただ そ こに

った ご利 益 た

ゃ  い いん じゃ

マt



△△ △  カ ラス の案 内 して くれ た宇 曾 山 △ Δ △

旅 を続 け る親 不孝 な若者 が  麓 に辿 りち ― た な もう 日暮 れ 時 じ

道 ぐろん小 屋 じ一 夜 を身寄 せ した。美 しい月 が 山ん上 に上 る と 疲

れ た体 は夢 を  追 い続 けた。 そん うちカ ラス が 来 ち 散 々つ つ かれ

ち挙 句 に ゃ『 親 孝 行 す る気 が あ り ゃ あん 山 に登 れ』 ち諭 され た。 日

が 覚 め ちぽ っか り立 つ 山  は い ち本 の技 ん 烏 に  そその か され ちか

烏 ん飛 ぶ方 向 に空 腹 か か え ち 身 を進 め ちみ た。

谷ん水飲み ダ ミク リアケポなんか 食ぶ りゃそれ も凌 げた。長い

旅ん間にツカエ タ親えの思 い も 道すが ら頭を よぎり心ん片隅 じゃ

国 に走 る痛恨ん涙。『 カラスあ りが とう』ふ っと気がち―たが 烏

ぁもう山ん上 じ本の群れに。坂道を汗 にまみれて え一 と登 り着い

た時  目の前 には自衣の天狗が立 っち ょる。烏 に先導 され た若者 ぁ

は っきり 目覚 めた こつ一告 ぐると 烏 も天狗 も姿消えち ょつた。

石 ん 社ん前 に立 っ ち心 に決 め た こた 一 親 に対 す
‐
る不幸 ん 遠 回 り

道 じゃつ た事 。 LI!を 下 り ら F村 お さ』 に この 旨告 げ  再会 約 して 11

きあ げたが 鳥 は神 の使 い と しち大事 に され ち ょる。障 子 岳 と二重

写 しん 頂 きに こん もり茂 る木 本 。 ま っ暗 い夜 の ひ とと き 揺 ら ぐ灯

ん 中 じ野面 が ぼ う と明 る く 浮 かぶ童 画 ん よ うな シル エ ッ |ヽ と し

ち写 しだ さ る る 影絵 ん ごつ故 郷 ん山 は格 別 に美 しい。 音 と光ん幻

想 に 目を ツプス ト そん影 か る浮 かぶ メル ヘ ン。 そ しち移 り行 く。

静 か に降 る粉 雪 に時折竹 折 れ ん 青 山ん じ じまに響 き 飛 び散 ,

た粉 雪 ん 下に ま っ赤 な ナ ンテ ンの実 が 愛 くる しく は ほ えみ か け

ち くる るごた る。 乳 を流 した ごた る霧 が か け た狭 間 に  ll」 吹 ん 黄色

が 目に染 み る。 や が て桜 がっ つ じが  ふ じが 旬 に合 わせ ち周 り ゅ

飽 か せん優 しい心 配 り じ 日を心 も楽 しませ ち くるる。字 曾 山 ここ

に人 と自然 と関 わ りなが ら 歴 史 は くり返 され る 故 郷 の 山 こ こに
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『一 日千両ん山桜』

光古 ぅ過 ぎ ら西 に進 む と 霊 山か る始 ま る春ん景 観  il_1桜 開花

ん 時期 に ゃ も う目を奪 わ る る。緑 が黒 ず む こた る え ―‐と寒 さか

る脱皮 す る寒 風ん 中 に ボ ツ リポツ リ咲 き始 む る ll l桜 。 そん 花 が

目に シャ ン ト解 る ごつ な る と 平 地 に ゃ も う花 ん 季節 に か け足

じ来 るに山 ん 開花 は  ご く自然 に推 移 す
~る

ん もい い。

そん速 度 こす遅 い けん ど 片 方 はは っ き り目に焼 きつ くごた る

1こ  片方 じゃえ ― と見 え た ごた る 不思 議 な 自然 ス ク リー ンが

毎 日移動 す る もん じゅき 目を真 剣 楽 しませ ち くる る。霊 山ん が

『 で 一ぶ広 が った な ぁ』 ち 言 いよ る と次 ん 朝 に ゃ も う 宇 曾 山

へ ん ま じ進 ん じょる。

次 ん朝 に ど ま もう吉熊 か る羽 原 LI:へ ん  ま しひ ろが っち霊 山 ど

ま もう満 開 に な った。 『 あ げ 一桜 が あ ったか な ぁ』 いつ も見

よ る年寄 り しも ま るで毎 年 植 え こん だ ごつ  桜 が 増 え ち ょる。

山ん 手入 れ が こん 頃 ぁ お 留守 に な っ ち雑 本 が  セ ンシ ョ張 りな

が ら増 え た けん ど や っぱ 山ん手 入 れ が ね ぇと 山 は荒 れ よ る。

そ げな中 でん毎 年 健 気 に咲 いち 遠 くか るでん 日を楽 しませ ち

くる る 山桜 に ゃ 日本人 の心 が  吸 い寄 tlら る るん か 毎 年繰 り

返 しん苦 情 が 出 てん  そん 瀬 が過 ぐり ゃいつ ん  なか め ―か忘 れ

去 らるる宿 命 でん あ る。 10日 もす り ゃ Il」 桜 ん  咲 き移動 は原 村

か る今市 に 入 った。 国道 442号 は格 好 ん景 観 ドラ イブ。

荒 れ た山 に も素 直 に今 年 も 咲 いち遠 くか らでん 目を 楽 しま

せ ち くれ た 山桜 。 元 気 に夏 も乗 り切 って又  来春 の春 に再 会 して

え もん じゃが  手 入 れ も しち ゃヤ レンガ  ご免 なせ め て もサ カ シ

ュ ウ ンチ と 心 じ応 援 しち ょる きな。 健 気 に頑 張 っち ょき ゃいつ

か  いい事 もあ るち思 うきな。
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や んが ち原村 か る下 詰 にか けち 大 分 ダムが 完 成 す る。春 に こ

こま じ来 て湖 面 に写 る そん 山桜 ん 美 しさは格 別 じゃろ う。 美 し

い水 はふ った雨 が何 年 か しち 湖面 に集 ま っち くるが  そん 水 だ

けでん 自然 の ご褒 美 じゃに 山桜 ん お招 きま じな る と じっと ン

チ ョレン それ が人 間本 来 ん欲 望 かん 知 れん 。

作 る話 が始 ま っち もう 50年 ぐれ な るかん 。 そん 頃 は大 分 市

ん人 口が 150万 人 ぐれ に な りそ うな移 り変 わ り じゃつ たが

時代 が変 わ り経 済 が世 相 が  いろ い ろ変化 もあ っち 人 口 も若 い

した ちが 都 市 に集 中 高 齢 化社 会 には な ―)た もん の 小 子 化が 進

ん じ予想 ん 設計 図 は 夢 にな った ごた る。

工事 が だん だん遅 れ ち 一 頃 は中止 ん話 に な った り 予算 措 置

が不 況 じ延 期 ん憂 き目。 じゃが や っぱ こげ な美 しい水 は 勿 体 な

い資源で ん あ った よ う。 再度工事 進捗 に な っち ダ ム湖予定 地 か

る移 転 した犠牲 者 も も うそげな悲 しい物 語 は 幻 が ごつ な った

よ う。湖 底 の故 郷 に は 仄 か な夢 が幻 ん ごつ 残 ったが 。

夕 日に浮 き彫 りされ た 湖底 の故 郷 は多 くの人 た ちの 為 に な

―)て 将来 の夢 の発 展 に寄与 して 多 くの人 た ち に喜 ば れ る 施 設

で あ りた い もの でん あ る。 山桜 が こ こま じ来 る と 残 りは温 見峠

ま じ後 8キ ト■。 自然 の 中 じ愚痴 も言 わ ず  毎年 じっ と健 気 に咲 い

ち くる る 自然 の動 きをこ 感謝 し大 事 に した い もん で ん あ る。

こ こま じのぼ って着 た山桜 前線  霊 山 じゃ も う葉 桜 に変貌 し

緑 の萌 え るよ うな新葉 が  別 の角 度 か る 目を 楽 しませ ち くる る。

自然 を大 事 に しち 来 年 も楽 しい気 持 ち に なれ る そ げな思 い

じ見守 って あげて ― もん じゃが 。 汚染 が あ り害 虫 もま まな らぬ

厳 しい現 実 の 世の 中 感 謝 す る思 いで 人事 に 守 らん と いつ か

辛 く苦労 す る人 間 の  時代 が押 し寄 せ る そ

じゃが。 後 悔先 立 たず た 一ヽな ぇあ る き。 。
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☆☆☆ 宝の玉手箱 ☆☆☆

今畑か ら通勤 しち ょる 一万田重彦村長 さん 健脚で歩 いち通勤
それ もいつ も 時間よ リチ ョコ ッ ト早め に入 る。終戦後ん昭和 21
年 6月 10日 か る→ 22年 4月 7日 ま じ ゆ うまぁち感心 させ らる

るが そん頃は まぁ大分 ま じぐれは 歩 いた したち も多か った頃。

世の中 もまぁ落 ち着かん 農家 も人でが少 の うじ 供 出続 きん食料

も ままな らん頃でんあ った。

とにか く健康 じ村ん 立 て i童 しが  先 じゃち助 役 や ら 収入 役 や ら

議 会ん じや らと 英知 を総 動 員 した 村勢 発 揮 に頑 張 った もん でん

あつ た。心 配 した進駐 軍 の摘 発 なん か も ね え ごた った き 平穏 に

復 旧が進ん じ大 分 郡 一広 い 野 津 1,:こ ん穀 倉 地 帯 キこ 面 []が 戦 時供 !11

ん 苦労 も報 い られ た ごた る。

も一人 こん だ 鋼 の Llか る 野津 原 小学 校 に歩 いち来 た 斎 藤栄吉

先生 もあ った。 弓|き 上 け ら教 職 邑に 採 用 され た き開拓 に 入 っち

よたが 園畑 は家 族 に 自分 は毎 ロス タコ ラ と 歩 い ち通 うこれ も今

考 え ち 見 りゃ ォ ォ ゴ トジ ヤツ タろ う。近 道 じゃつ た当時 ん  発電

所 に水 が 落つ る鉄 管 に 上 る所 員 の管理 道 が あ つたが  そ くう通 ら

せ ち貰 う嬉 しい話 。 こか ぁ郵便 屋 さん も通 りょ った。

なん さ ま毎 日ん 1・看学 じ ゆ うま ぁち思 うが  生 活 ん仕 事ん 為 に ゃ

平 気。後 に中部 小 学 校 に転 任  音 楽 ん作 曲 も した き 地 区ん じが 詞

を 書 いたの に 曲 をつ け ち運 動 会 ん 時 に 集 期踊 りに利 用 (,『 可愛
い い仔馬 』 ん モ デル は 農 家 が 可愛 いが っち ょたぬ  見ち作 詞 した

そ うな。 こん踊 りん 時 に ゃ 真 剣応 援 した そ ぅな。

音楽 ち言 うとマ ン ドリン奏者 ん  三 輪道 明 さん が 作 曲 も有 名 じゃ
つ た。素 人 の ど 自′

1長 に も伴 奏  青 年 間 の歌 大 会 で ん  1選 番が 多 ゅう

しそん旋 律 は 素 晴 ら しい もん じゃっ た。
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天 才ん ごつ あ る と勿 体 ね ぇごつ  若 ぅしち惜 しまれ なが らん

先 立 ち で ん そん 曲 は永 久 に残 っち 今 でん 愛 唱 もされ よ る ごた

る。 心 に残 る歌 に ゃ故 郷 ん 仄か な香 りが情 緒 が  染 め られ ち ょ

る き機 会 ごとに 回 想 もさ る るん じゃろ う。

子 ど も会 の歌 は子 ど もた ちが  作 詞 しち大 分 放 送 合 唱団 の 当時

指 揮 者 じゃつ た 杉 田信 男先生が つ けて くれ ち ょる。 子 ど も会 ん

野 津原 じゃ草分 け じゃつ たが  子 ど もが 無 邪 気 に 戦 後 ん復 興 に

役 立 て ば と 総 勢約 100人 が頑 張 った きか  活 動 に財 源が乏 し

い時  末 松 禅 勇議 長 に無 心 を言 う 勇 気 が あ ったん か 決死ん覚 悟

か  『 なん とか な る ま いか』  I'わ か った議 会 で計 ろ う』 そん

願 いを受 け入 れ ち貰 え た。

議 員さん も じゃが  議 長 ん 人 とな りか  そ れ とん ポ ケ ッ トマ ネ

か 子 ど も会 活動 に拍 車がか か っち 発 展 した もん じゃき それ

に昭和 27年 5月 5日 に 大分県知 事 か る表 彰 され た そん 実 績

に対 す る ご褒美 じゃつ たん かん  しれ な いち思 う。 昭 和 36年 9

月 16日 か るん 議 長 現 職 ん 頃ん話 し じゃが 。

そん ち っと前 に な るけん ど 町村 対 抗 郡 民 大 会 に 出 る もん じ

野 津原 に も『村 民 体 育 協会』 が 結 成 され ち ょる。 昭和 30年 7

月 18日 ん こと。 初 代 会 長 に ゃ高屋 光 二 郎村 長 、副 会 長 に ゃ議 会

か る 渡 辺 半平議 員 、 森 英利 青年 団 長 が選 出 され ち ょる。体 育 大

会 は 8月 7日 に開催 され ち ょつ た。 懐 か しい物 語 ん 夢 か な。

こん 頃 ど ま子 ど もん『 水 あ び』 ち ゅうと も う川 を使 うん が 多

か ったが  中でん一 の瀬 川 原ん 市 場 横 ど ま浅 瀬 じゃつ た き 適

当ん ば しょに川底 ぅ美 しゅう 整備 しち上 下 に 縄 を張 っち そん

中 じ『 子 ど もカ ツパ 』 が  大 に ぎわ いの毎 日 じ ゅつ た。親が 交 替

じ番 はす るけん ど 大 け な女ん子 ど ま 水 着 は ね え 頃 じゃき も

ぅ長袖 ん シ ャツ着 ち 颯 爽 と泳 ぐのん  絵 に な っち ょつ た。
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△  蛇 紋 岩 Cじ ゃ もん がん  △

造 岩鉱 物 ん 一つ に な っち ょる マ グネ 3/=■ ウムを 含む 合 水 け

い酸 塩 。 かん らん石 なん かか ら 変 質 した もん が 多 い 露音緑 塊 状

じ滑感 が あ )ち  蛇 ん ごた る紋状 が  見 らる るん が 多 い。 こ こ ら

じゃ『 竹葉 石 Cさ さ石 』 『 まだ ら石 .1 なん か と も呼 ぶ .装 飾 ん

石 材 と し ら利 用 され  こん 頃 じゃ耐 熱 材  燐 酸 肥 料 ん 原料 に も。

ヒ瀬 り|1流 域 じ ゃ ゆ う原 石 も見 られ よ ったが  ひ と頃ん ブ ーーム

じ持 ち出 され た り 水害 なん か じ壊 れ た :場 所 か るん 読 出なん か

もあ っち コ ンメ‐一石 なん か は 時 折 川 原 で ん Flに つ く()大 け な

細 工 した原 石 が  時 折 見 か け と 懐 か しい昔 ん 面 影 が  眺 め られ

る とつ い  1話 も弾 ん で しま う 故 郷 ん 貴重品 で ん あ る。

◎ 砂礫岩ξされ きがん ◎

砂 と業 ん滋 合 した 堆 積物 じ大 け な川 ん  中流 部 や河原 や Li」 地

に近 ズ 海岸 なん か で ん  見 らる る。 川 ん流 路 ん 変 わ った場 所

地盤 の隆起 なん か じ お お もとか るあ った 堆 績 しち ょつ た砂 礫

が  :地 層 にな った もん の よ う。『 さ ざれ石 』 とん  言 われ よ った

石 。塚 野 谷 か る占熊 谷 ん  そげ な間 が 大音 ん  降起 じ出て来 た

そげん歴 史が あ っち  こん 周辺 じゃ こ こだ け に しか ね ぇ 岩 や

石  礫 を 含 ん だ岩 が 多 い ち 言 う。

水 ん美 しい こげ な 場 所 ん谷 底 に磨 けち 流 れ に仄 か に見 ゆ る

砂礫 岩  昔 物 語 が 出 ち くるよ つな 場 面 が 浮 か び上 が るよ う。 地

球 ん 謎 は多 種 多様 じゃろ うが  ,故 郷 に こげ な夢 が  そ っと隠 され

ち ょるん も 里 人 に ゃ幸 せ な こ と。 そげ な場 所 じ 心 豊か に過 ご

すん も め ぐり合 わ せ ん宿 命 人生  か ん知 れ ん 。慣 れ ち しま うと

感 謝 も 薄 ら ぐが  大事 に して ――歴 史文 化 でん あ ろ う。 そん塚 野

に ゃ鉱 泉 が  吉熊 谷 に ゃ小 鮎 が ス イス イ。
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|「1△ |_:1△ ○ 石 横 み 上 げ橋  0△ L」 Al:‐1

今 じゃ も うあん ま り 人 目につ か ん 場所 にな ったが  小岩戸 と

下 詰 に ゃ古 もヽ 石 ん 積 み あ けた見事 な 石橋 が 残 って ち ょる。人

の 目 :こ もう触 れん ごつ な っち 久 しい けん ど両 方 と も 大事 な路

ん 影 じシャ ン ト 役 目を果 た しよ る 健気 な ッ ヮモ ノで ん あ ろ う

小 岩 戸橋 は矢 の原 と 原 村 ん境 に あ るが  今 も国 道 442号 が

上 を通 る現 役 。 じやが 北 側 にバ イバ スん 新設 じ忘 れ 去 られ よ る

運 命 。 小 脇 ん庵 の前 か る 覗 くと今 も当時ん .雄 姿 が ノ ャ ン ト

歴 史ん 跡 ぅょとどめ ち よる 11,明 治 時 代 ん熊 本 :こ  抜 け た道路 が 出

来 た時 に 苦労 重 ね た じゃろ う 石 の積 み上 げ た姿 。

お まけ に岩 盤が何 万 年 も前ん  阿 蘇 噴火ん溶 岩 が 流 れ ち来 た

そん異 物 が固 ま った ち言 う 岩 盤 の上 にチ ョコ ン ト 架 け られ ち

ょる もん じゃき ビク トンセ ン。一 頃 は馬車 も全 盛 期  そ しち今

度 ぁ トラ ック はて は熊 本 県道 、 国 道 442号 線 と 移 り変 わ る

中 じ今 もそ っと 影 の縁 の下ん力持 ち。

もひ とつが 下詰 にあ るが  こ っち は チ ツ ト短 いが  こ こ ら じこ

げ な美 しい橋 ち 見物 が 多 か った ら しい。 そん 頃 ぁユ ウデ ノ本 の

欄 千 が チー タ本橋 。 それ が切 り石 じ .7-チ ん ごつ な っま ょる き

見 て 一ん が人情 。 :弁 当 もぅち見物 に 来 た しもお った ら しい。

今 も しゃん と座 っち 何 か話 して 一 じゃろ うに  入ん 訪 れ も もう

の うな った。 い っぺ ん 馬 子ん五助 さん どま 雨 宿 り した ち 言 う き

今 :‐:]は そん お礼 に 馬 子 歌 ひ とつ 11買 う ら しいで 。

§ 河 内 川久保 稲 刈 りすん じ ヒナ タばつ こん 針 仕 事

ハ  七瀬 んせ せ らぎ 炭 や く煙 リ ホ イホ イ ホ イ §

§ 行 か ざ な るま い 待 たせ た夜 の  可愛 い あ ん 娘 ん洗 い髪

ハ  七1瀬 ん せせ らぎ 粉雪 が チ ラホ ラ ホ イホ イホ イ
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73P

74P

75P

◎◎◎ 方言説明 ◎◎◎

ごたる‐…よ うです。 シャ ン ト… しっか りと。り るん もいい一

ごく自然 に。 じゃえ― と一ではや っと。 で一ぶ一だいぶ。ヘ

んま じ― ここまで。 どま・…もう。あげ――…あんなに。セ ンシ

ョ…よ くば り。寄せ らるるんか…寄せ られ ますか。なかめ―

か…なか まに。 もん じゃきい・ものですか ら。 しち ゃやれんか

‐̈ してあげ られないか。 サカシュウシチー元気で いてね。

じっと しち ょれん…‐落 ち着 いてい られな い。 じゃがや っぱ こ

げな一ですかやは りこん な。 じゃもう―ではすで に。

チ ョコ ッ トー少 し。 ま じ ぐれ は一 まで な らば。 ね ぇごた った

き―なか った よ うなの で 。 オオ ゴ ツ ジ ャツ タラー大 変 だ った

ら。 こか ぁ… こ こは。 郵 便 屋 さん …郵 便 配 達 の人 。 なん さま

…なにぶ ん に も。 か っち ょつ た一 か って いた。

なん とか ま じか … なん とか な りそ うで 。 そん ち っと・―その少

し。水 あ び …水浴 。

ここ ら じゃ…・この あ た りは。

シャ ン ト… しっか りと。 抜 けた一貫 通 した。 チ ョコ ッ ト…・ほ

んの少 し。 ビク トモセ ン…驚 き も しな い。 ユ ーデ ン… よ くて

も。話 して ― じゃろ うに 一話 した いで し ように。 ヒナ タ…陽

あた りの よ い場 所 。

76P

77P

78P

☆☆☆  宝 の玉 手箱  ☆ ☆ ☆

昭和 19年 《111)44》 頃 は  戦争 も末期 状 態 じゃつ た。 ど うせ

負 くるん な ら内地 に引 き付 け ち い っさん に全 滅 さす る。 そ けな作

戦 で ん あ ったん か  いつ こ うに 止めん もん じゃ き そん 年 ん春 に ゃ

卒 業 した生徒 は ―
予科 連入 隊 や ら 飛行 兵 志 願 なんか も多 か ったり

そり 一ヽな らん で ん 山 じ  『 炭 焼 き奉仕』 当た り前 じゃつ た。
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高等 ん 生 徒 や ら女子 青 年 団の  した ち や松根 油 を 取 るき 山か

る掘 り取 ったぬ担 い じ 竹 の内ん 工場 に運 ん じ来 る。 大 けな釜 じ

蒸 し蒸 留 した油 を 飛 行 機 ん燃料 に使 うこちな る。 大 けな松 に ゃ

幹 に溝 を っ けち 垂 れ で た松 ヤニ も集 む る。服 に ベ タベ タっ くき

嫌 じゃが  そ げん こ と ど ま言 うと 非 国民 ち言 わ る る。

米 は供 出 に 出 しち 一粒 もねえ 米 が なか りゃ麦 で ん  トイモ で

ん皆 集 め られ ち 出 さ に ゃな らん 。藁 コズ ミに隠、しどます ると

検 査 に来 た役 人 な容赦 もね ぇ オ ー コ じつ き刺 し 手 を入 れ ち見

ろ どち した ら :峰 が留 ま っち ょたん か  兼IIし た もん じゃき怒 る

それ こす 泣 き面 に 1:筆 じゃつ た。

百姓 ち ゅてん もう食 うもんな お粥 雑炊  だん ご汁でんあ り

ゃぃぃほ ぅし かばち ゃん弦、粉米んだん ご カ ンランば っか り

ん味噌汁。 トイモ ジャガイモ も 主 食ん代わ り ぅ務 めち ょつ た

き 時たま葬式があ ってん 非常時 じゃき『 お膳 は失礼 します』

ち 張 り紙 しちゃりゃ もう 『 お トキはねえ ごた るな ぁ』 折角

本当は楽 しみに しち ょつ た :こ  グ~と 腹の虫が鳴 きで―た。

酒 は一 升 だ け特配 が あ ったが  これ もそん家 ん じが使 うだ け

とてん告 別式 ん お参 りん 人 に ゃ 行 き届 か なか った ごた る。戦 時

じゃきそれ もそげ な思 想  訓練 が徹 底 しち ょつ た き 当 た り前 じ

ゃっ た き こす  過 ごせ たん じゃろ う。 米 ん供 出 に してん  ど して

ん 出せ れ ん じゃ も ぅ 強 権 発動 さえ あ った時代 .

今 は減 反 が まか り通 る時代 じ ゃが  あん 頃苦 労 した農家 ん人 た

ちん 苫 悩 は いつ癒 され るん じゃろ うか。瑞穂 の 糠 と昔 か る精 農

家 は 大 事 に され た時 代 もあ ったの に 一俵増 産 時 代 や ら農家 ん

歴 史 に ゃ 厳 しさ以 上ん 思 い出が残 る。 手 の顔 の 餃 が そ り ゅう

物 語 っ ちお るけん ど 宿 命 ち 言 ゃそれ ま じ じゃが 。 条 件 の悪 い山

あ いん 冷 て ズ_水 じ え ――と作 った米 ん 味  贅 沢 は 敵 ち 言 う標語 も

あ ったん じゃが 一一戦 争 ん惨 め さが  ふ っと脳 裏 を 掠 め た。
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甲斐肇 …医 は仁 術 な りの厳 しい執 念

竹 田 中学 じゃ滝 廉太 郎 の 一年 後 輩 ん 同窓 生 じゃつ たが  医術 に

対す る思 いは生 まれ 育 った家 か ら受 け た 執念 が そ げ 一さ せたん

かん。祖 父 ん 時 代 に大飢 饉 じ そん救 済 に大 量 ん銀 を 寄進 した事

じ 当時 ん大 名 よ り『 褒 賞 』を 受 けた ほず ん 繊 細 奇特 な人 じゃ

った。

医療 関わ り も当時 ん  一 家 じ 22代 目 に あた る とか 。 そげな血 筋

も早 くか る躍 動 しち ょっ たん じゃろ う。 長 崎勉学 に ゃ竹 田か る 長

崎 に ゃ歩 いち途 中 は船 。 船 ん 中 は ゆ っ く り勉 強 が  出来 るか らち

乗 る時 ぁいつ も席 が  決 ま っち よつ た ち言 う。 はか ん したち も そ

ん熱心 さに心 ん 支援 ぬ  しち くれ たん じゃろ うc

じゃが利 用 ん 人が多 ぅな った に 即 応 す る ごつ古 い時代 ん  医療

施設 が長 年使 わ れ た場 所  現 在 ん 医院 の場 所 に移 転 。本格 的 な医療

が始 ま るが  家 庭 養生 か るい よい よ にな った そん 時点 じか か る人

ん多 さゃ 至 便 制 に も格 好 な野 津 原 じゃ き 肇 医 師 も外来診療 ん

あた ぁ往診 に馬 や 自転 車 が 忙 しい有 様 に勉学 した 頃ん  イメー ジ

ゃ大 きい変 貌 で ん あ った。

坂道 も難点 じゃ し緊 急 患 者 もあ る 昭 和 16年 に『 ル ノーー』購 入

裁 きが 鮮 や か ち思 い きや戦運 急 な時 節 じ 燃 料 ん 補給 が難 しゅ う

な っち 又 元ん 位 置 に ヘ モ ドッタ。 1目 来 ん往 診 に ゃ若 え た言 え 毎

日とな りゃ人 間 で す もん な ぇ.迎 え に来 る しや ら カバ ン持 ちや ら

慌 ただ しい 日が  ゆ うマ ァ頑張 った ち思 うが 。
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明治 34年 《1901》 24歳 じ 無事卒業 したが そん卒業証

書番号がなん と 68号 じゃき恐 らく 当時 日本識 一ん長崎医学科

専門学校 じ 修学 した 1期 生か  2期 生 じゃったん じゃろ う。卒業

後は父春益 と今市 じ 診療開始す るが広 い 地域 か るん要望 も多 ゆ

うじ 大正初年 に野津原ん 本通 りん飯倉居宅を 借用 しての診療

がは じまっち ょる。



小柄ん笑顔が愛 らしいが 医術 に関 しち ゃ選 しい き 手を握 ら

れただけでん もう 治 った ごたる気持 ちに もな るとか。家伝 の妙

薬何かは国か ら特別ん お墨つ きん許 しもあ ったよ うo昭 和 23

年 にえ―と国民健康保険制度 じ 患者 も急増す る もん じゃき 昭

和 27年 :こ  次男 に医師でんある嫁を迎え 二人体制 による診療

にな った。

当時 は女 医 は珍 しい存在 じ 見識 ん高 い医師 よ り 若 い女 医 さ

ん の診 察 に憧 れ ち 外 来 が多 ゅうな った そ うな 。 じゃろ う素 人 は

あん 独特 な 医療 ん 匂 いを か ぐと なん が い つぺ ん にゆ うな った

ごっ  思 い当 た るん もゆ う解 る。 こん 頃 に な り ゃ野 津 原 で ん  他

に も医療機 関 もあ り 保 険診 療 によ る知 識 の 健 康増進 はめ ざ ま

し ゅう 改 善 され た けん ど そん影 じの功 績 は大 きか った そん

思 いが広 ま った。

昭和 40年 に 89歳 を迎えた 肇医師はそん敏腕が 大 き く絶

賛 されち ょるが そげな証が昭和 27年 に 野津原今市ん有志が

発起人にな っち 東部小学校校庭 に胸像『 寿像 と しち』 賑やか

に建立 されち ょる。時の総理大 臣か るも 生存者叙勲『勲 5等 双

光旭 日章』 も受賞 したが 当然の功績者でん あ る。

治療 には献 身 的 じ 我 が事 ん ごつ 心配 しなが ら 覗 き込 む姿勢

は ま さ |こ  医 は仁 術 な りを 闊歩 した生涯 で ん あ った ごた る。 自

然 か大 好 きな よ う じ 山の世 話 は人 に任 せ て ん  余暇 に見回 っち

『 育 っち くれ ちオ オ キ ニ』 と 感謝 しよ つた ち 世 話 しよ つた

渡辺 定 や那 須量 、森 市 策 なん か は 人柄 が忍 ば る るち言 う。

3人 と も又 ゆ う 世話 し 繊 細 な話 し相 手 でん あ った。 立 場 が連

ぅち ょってん  人 間 の子 じあ り人の親 な らち 思 いて話 に ゃ今 も

語 りつ が る る幸 せ 者 。 それ は撒 いた種 でん あ ろ うが 。 人 は施 しち

ょきゃ 報 いは必ず ぁ っち 帰 ‐)ち も来 る もん な ぇ。
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N Ii K『 放 送 通 信 員』 の電 波

昭和 27年 頃 は まだ  ラ ジオ の全 盛時代 じゃつ た。 『宙 に舞 った

苗 が 程 よい所 に落 ちて 野 津 原 村 で は田植 え が  始 ま りま した 早

く植 え た醒ん ぼ で は 水 も澄 ん で蛙 が  我 が 者 顔 に泳 いで い ます』

まだ一本 一本 手 じ植 え る 広 い [日 ん ぼ じえ ‐―と 親 取 りち言 う綱

を 引 っ張 っち それ に ゃ赤 い印が ツ イチ ョル き そ き――植 えつ け し

ち  5本 目 ごとに先 に植 えつ け ち ょ く。 そん 間 に植 え手 が  植 え な

が ら後 ろに下 が っち 終 わ る とま た始 めん 所 ぃ 来 ち ゃ植 え下 が り

す る。

こげ な情報 を 送 る と 火 曜 日ん『 ひ るの い こい』ん  時 間 に県 内

5人 の通信 員 の  各 地 ん 話 題 が放 送 され よ った。 農 家 に ゃ こげな身

近 い情 報 じ 新 聞 、 県 の農 業 改 良 普 及所 員 の 広 報 情 報 、何 か が仲 間

意 識 によ っち 競 争 じ話題 を集 め ち ゃ 昼 間 ょ こい ど ま ゴ ロ リ横

にな っち ラ ジオ を 聞 いた もん 。 ハ モ ン ドオ ル ガ ンの音 バ ックに。

何 年 か に い っぺ ん  全 国放 送 もあ っち 当時 草 分 け じゃつ た福宗

ん  ハ ウス園芸 ん『 マ ク ワ.1が  電 波 にの っ ら人 分 か る 収 録 した

の と一緒 に ス タ ジオか る前 も っち 録 苦 しち構 成 しため  早朝ん

中継 番組 に取 り上 げ ら 取 り組 み よ った人 た ちとん  録音 に ゃ 一日

か か り じゃつ た。

『 お いさん もや ろ うえ』 高 齢 者が若 い もん に勧 め られ た  そん

い きさつ を方言 交 じりに 説 明 する顔色 は緊 張  『 仕 事つ す るよ り

ゃ ヒゾカ ッタ』 ち 電 波 に乗 った 自分 の声 に  『 まん だ らでん ね ぇ

の や』 こ こま じ来 り ゃ も う 鬼ん 首 と った ごた る。 言い思 いで に

な った に 相 達 はね ぇ ごた る。

村 か る鹿 児 島 に 嫁 い だ シカ ル  『 放 送 聞 い ち懐 か しか った 』 ち

電 話 の 向 こ うん 声 に ゃ 感 激 した ごた る思 い 出 も残 る。
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取 材 に行 くと『 ま ぁ上 が っち語 そ うえ』 農 家ん 人 た ちん純 朴

さは 戦後 なん か感 じさせ ん ごつ 優 しい気 持 ち じ頑 張 るの に

ち っとでん 明 る ヽ`話題  珍 しい話 を書 きま くっち ゃ 送 る もん じ

ゃ き 走 り書 きに係 が慣 れ た ち 褒 め られ たん か苦 言 か迷 うた。

それ でん 30年 間 や り抜 いた 振 り返 って み りゃい い思 いで。

荷 尾野 ん 祭 りに行 くち 連絡 す る と『 臨 時大 祭』 を  しち くれ

た。 あん 頃 ぁ農 家 は農業 だ け じ なん とか生 活 も安 定 じゃつ た。

イ ンス タ ン トコー ヒーが  出始 め た頃 じゃき 世 の 中発 展 進 歩 し

た もん じゃが  古 い懐 か しい行事 が  継承 され よ るん も い い ち

故 郷 ん よさが滲 み で る。

録音 機 を担 い じ宇 曾 山 に 歩 いち上 ったん も 遍 路 さん の後 に

ち いち歩 くん も 電 波 は見 えん じゃつ たか  ラ ジオ  聞 いちお る

とそん場面 の 人 ん動 きが 汲 み取 れ そ う。『 こげん ことが あ る き

来 て』『 は い お お きに』 バ イ ク じ駆 けつ けた ら 牛 の仔 が 生

まれ よ る。 感 激 ん 場面 に も出会 う。

野津原 じゃ初 め て ん 通 信 員 じゃつ たが  や っぱ緊 張 ん連続 じ

3r)年 間 θ)後 は  してが ね ぇ じ折 角 ん  マ ス コ ミル ーートも 途 切

れ ちオ シナ ギカ ッタが。 30年 間 に約 7()(〕 0件 の  話 題 の 内 に

放 送 に乗 るな ぁ 1000件 ぐれ か知 れん が  野津 原 の名 前 でん

そ りゃ―大 きい こた る。 吉 :ノ]六 さん に ゃ負 くるが 。

ア ンテナ張 った ラ ジオ
~:真

空管 が 弱 ると聞 きに き い  時 折 叩 く

と感度が ゆ うな る′、)う そん ごた る本 当ん話 ん 時代 。 懐 か しいバ ッ

ク音 楽 に 乗 せ て 放送 す る故郷ん 話 題 は 哀 愁 が あ り心 が 通 い あ

うよ うな思 い。 今 も好 む人 たち も多 いが  利 便 性 は あ る きか  そ

っ と囁 きか け ち くる る ラ ジオ は前 :U紀 ん 宝 物 か ん知 れん 。

躍植 え よ こい に泥 落 と し サ ナ フ リす るか な ぁ……
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81P

82P

88P

34P

△△△  方 言説 明 △△ △  81P→ 83Pま で分

ほず ん ―‐ほ どの。 ち ょつ たん じゃろ う… して いたので しょ

う。 ほかん した ち も一・他 の 人 た ち も。 じゃが 一で すが。 ご

つ … よ うに。燃 料 補給 が …戦 時下 で ガ ソ リンが 手 には い ら

ないので 。 マ ァー本 当 に。

じゃろ う一で しょう。

え ― と一や っと。 こげ な …・こん な。 マ ク ワー メ ロ ン。 かか

り じゃつ た … は じめの ほ うだ った。 ヒズ カ ッター大 変 で疲

れ た。 まん だ らでん の う じ…大 した こ とは な くて。
゛

臨 時大 祭 一わ ざわ ざ この た め に開 い た祭 り。 オ シナギ カ ッ

ター勿 体 な か った けれ ど。 サ ナ プ リー農 家 が 田植 え の済 ん

だ 休 み入 りの家庭 の行 事 で サ ナ ボ リと も言 う。 田植 え

に使 った商 を  きれ い に洗 って 神 棚 に供 え無事 済 ん だ

報 告 と世話 に な った人 た ちや 家 に餅 な どを配 る。 供 え た

苗は盆 の行事 の 仏具 の手 入 れ に乾 燥 した その菫 に 灰 を

つ けて 磨 いた。 年 寄 りな どは『 泥落 と し」|と 言 って 入湯

に湯 の 平 な ど に出か け た。

役 人が 追 われ るサ ナボ リ

開植 え時期 も水 の流 末 ニ ャ 上 の方が 済ん ジ水 が  多 ゥ流 れ て く

る モ ン シャキ  圏植 え も遅 くな りよ った。 雨ん す くね ぇ年 ど ま 7

月 に な ること もあ った。 済ん だ シタチガ加勢 しち 済ん だ ら役場 に

泥ん ち 一た苗 を  ブラサ ゲ チ『 田植 えが 済 ん だ』 報告 す るが そん

証 拠 ち 苗ん 泥 を 職 員 に塗 る そ げ な習 慣 もあ っち 村 長 さん もそ

れ じ |「 今年 も米 が 出来 る.]ち  喜 ん じ受 け よ った。 き職 員 もみん な

ず り受 け こん 日が済 む ま し 落 ち着 か ん じゃつ た そ うな。 戦 後 ま

で続 いて ち ょつ た。
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特 に矢 の原 地域 が  水ん 便利 が悪 か った き 毎年 こげ な風 習 が

ぁ っち そん作 りょ った した ち も 矢 の原 、 岡倉 、 ん したちが 多

か った。村 役 場 も矢 の原 にあ った き 村 長 さん も 遅 れ た家 に ゃ

加 勢 にゆか せ ち 泥 付 け に も 気持 ち ゆ う応 じる ごつ  粋 な はか

らいを  しょ った ごた る。

戦後 ま じ続 いち ょつたが 時代 と共 4こ 自然 と消えた ごたる。水

んね ぇ地区 じゃいつ も 水 に苦労す る。井路んね ぇ雨 と 出水だ

け じ造 る田を『 天水がか り』ち 言 うが まさに おテ ン トウ任せ

ん綱渡 りじやつた。が雨ん多 い年 どま 丁度 いい按配 じ 豊作 じ

ゃっ たそ うな。

日年 ん時 ど ま『 雨乞 い』 ち みん なづ り集 ま っち 生 木 を燃 や

しち 煙 りが立 ちの ぼ らせ  雨ん 降 る ごお願 を か けた。紫 煙 が 立

ち上 っち周 りが 真 っ黒 う な るごつ な ると ゆ う した もん じす ぐ

不 思 議 と雷 鳴が たち 稲 妻 が 走 る と や ん が ち大粒 ん 雨 。原 村 ん

白山権現様 は有 名 じ 鶴 山 にぴか っと ヒカ ル と 帰 りません うち

も う雨。

ツボ ンハ ナ じ 遊 び よ つた子 ど もん  ま ま ごと遊 びん側 え 光

った もん じゃき ‐早 うおす ゴザを  ラ|き 寄 せ た ち思 うた ら わ さ

ぼ う雨 が飛 びおれ た。『 早 ぅ座 にあが らん か 』 1年 寄 りが お りゃ

大声 じオ ラブ ト はだ しん ば ら じ飛 び込 む 。 お らん 家 じゃ壁 な

し ゴザ 引 き くぅ じ ガ タガ タ震 え よ る。

つ ――じ帰 ったババ サ ンカ  I｀ 、アァふ ん とムゲ ネ ェ アヽ ヨウ座 に

あがん な ぁ す ぐ蚊 帳 をつ る き』 蚊 帳 を つ っち中 に入 らせ ち

一安 心 したが  夕立 雨か  それ とん  雨乞 いん  ご利 益 雨か  ど

っち してん 農家 に ゃ 恵 みん 雨にな った。 子 ど もは無 邪 気 な もん

じ 蚊帳 に は い った ら 安 心 したん か  も う寝 む ‐)ち ょる。 男 っ

子 も女ん 子 も 1(・:き お うち な。
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あげん 日が こげな事 も

戦地 ん兵 隊 さん ,こ  病 気 予 防 に ち『 セ ンプ リ』 ぅ 取 っち集 め

送 ったの も昔話 にな った。 あん 頃 ぁ『 ポ ンポ ングサ 』 ん  茎 や ら

桑 ん木 の皮 を ヘ ー じ 干 しち集 め る。 松 の 本 になな め溝 を 切 り

う じ『 松 や に』 ぅ集 め た。 これ もガ ソ リンの代 わ り |こ  そげ言 ゃ

学 校 ん ツボや  『 トイモ』『 カ ボ チ ャ』 も 植 え ち 食 料 に しち

戦 争 に勝 つ  はず じゃつ たん じゃが 。

で ―ぶん 昔 ん 話 じゃが  野 津原 ぁ肥 後 領 じ 今市 ぁ岡領 じやつ

た。 ん じゃき参 勤 交代 なん か ん 殿 様 ん油 ま り宿 が  今 市 に も

野 津原 に もあ ったん と。 岡 領 ん殿 様 適 路 は 挟 問か る別府 に出 る

道 じゃつ たが  肥 後ん殿様 は久住 か る 今 市 は通 るが 野 津 原 に

下 りち鶴 崎 に 出 よ った。 じやき今 市 じゃ あ っち こ っちか るん

道 が あ っち お ま けに天領 地 もぁ った き いちベ ー通 りが 多 か っ

だ ごた る。

幕 末 前 に ゃ全 国測量 じ 伊 能 忠 敬 が 今 市 に入 ,ち  今 市野津原

そ しち大 分 に抜 け ち ょる。 そん あ と じゃ 勝 海殉が 坂 本 竜 馬 と

密 命 じ長 崎 に行 く途 中 じ一 泊  無 事 大 任 を 果 た しち帰 路  一 泊 し

ち `Lる よ う。 九 州 を横 断す るに ゃ 一番近 ぇ距 離 じゃ き 通 る し

も多 か ,,た ごた る。

ま っと昔ん話 え_じ ゃな ぁ大 和 武 命が  南 九 州征 伐 ん 後 じ引 き

あ け途 中 じ 御 座 岳越 えん 途 中 じ 一 油 し ら夜 明 けん 素 晴 ら しい

景 観 に 剣 を世 話 にな った ち 納 め た逸 話 が あ る し 鷲 が城 に ゃ

戦 II]時 代 に 源 義 経 をか こま う予 定 ん 逸 話 も 語 り車 に っち ょる

が  そん くれ緑 ん 山並 み と 美 しい七 瀬 川 ん セセ ラギ ぁ 魅力 も

あ った ごた る。 五 助 さん の 馬 子歌 か ら……… …

§ 肥後 か 府 内 か  一 ノ瀬 渡 りゃ お国 訛 が懐 か しい ハ 七 瀬

のせせ らぎ サ ラサ ラサ ラ サラ ホ イホ イホ イ §。
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大 分 I市 の歩 み

明治 /14年 《1911》
間召ホ■   24手  《1 9 2 7》

1_4年 《1,):〕 9》

1 (,4「  《 :1 9 4 ] 》

38年 《1968》

平成 1■年 《2005》
231年 《20」_1》

大分町 に市 政 施 行 。

大分市 に 上水 道 完成す る。

東大 分村 、 滝 尾 村 、八 幡 村 合併 。

大分市政 30周 年式 典 。

第二回合併 促 進 協で新 大 分 市 発足 を

3月 10日 に決 め る。

野津原 町 、佐 賛 関町を 合併 大 分市 に。

市政 100周 年 認 念 .

平成 24年 時代 の メモ

※ 第 70代 の 新横 綱  日馬富士 が誕 生 す る。 不 知 火型 で の

上俵入 りは 同時期 で は初 。

その横 綱 には

化 粧 まわ し…

付 き人-3→ 8人 c月 給 r→ 282万 円。

《3人 分を》  ボ‐―ナス→ 564万 円。

※

※ 東 日本 の 大地 震 と津 波 被書 が  一 年 す ぎたの に その 収拾 は

まだ まだ模 索 の状 態 で 放射能 披害 が不穏 で  故郷 で暮 らせ

な い人 た ち。 仮 説 住 宅 での厳寒 の越 冬 で  な お将 来 のめ どは

まだ また
° 未知 数 が続 いて 生 活 全 般 が迷 い状 態 (,死 体 の

不 明 の ままに 遺 族 の悲 しみ は続 く。

夏 の節 電 な ど も含 めて 原 子力 発 電 の存続 も 危 ぶ まれて い

る ま ま 被 災 者 の復 興 は思 い通 りに は なお時 間 が か か りそ

当 時 の全 国 ζ7D100歳 以上

大 分 県 で は・… ………

5万人 を越す 。

…・―・588人 。

ー

うに  果 た して い つ ま でつ づ くの か 。
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食  悲 しい広 島 に原爆 の洗 社  ☆

あ ま りに も惨 い戦 火  広 島 に原 子爆 弾 が 落 とされ た。長 び く戦

争 に もう疲 れ き っち ょっ た そ げ な時 に予 告 な しん 原 爆 投 下は

一 瞬 に しち大 け な惨 状 。 一 気 :こ 敗 戦 に傾 い た我 が 国。

人間な弱 ぇ動物  じゃき支 えあい助けお うちこす 生 き続 け ら

るるもん。 じゃが『欲 ぅ張 る』 ことか る 戦争 にな っち しもうた

。人を羨やむ 無理 に人ん物 ぅ欲 しが る これが争いん始 ま り

戦争 になっち行 くんで。人間同志が話あや 一なえ 解 らん ιまだ―

ねえに。…… じゃが今反省 しよ りゃこす  平和 じあるか らこす。

広 島 に原爆 が 投 下 され 《」_945》 多 くん じが死 に ま した。

戦 争 に ゃ犠牲 者 が つ き もん 憎 ら しい喧嘩 なん で。 ここん学 校 で

ん 運 動場 に ゃ トィモ、 か ば ち ゃ、 なん か植 え ち ゃつ た。 食べ物

が 不 足 した きで  高等科 は農 家 ん 加 勢 に 小 学 生 は地 区 じ分 散 の

授 業 。沖縄 か る も疎 開 した 生 徒 も一緒 に しよ った。

そん 頃ん男 は全部 兵役 義 務 が あ っち 20歳 に な りゃ徴 兵 検 査

じ 甲種 に合 格 す りゃ も う名 誉  軍 人が戦 争 じ手柄 立 つ るん は

も う夢 じ勲章 に も繋 が っち ょっ た。 そげ な教 育 受 けよ った。 女子

は留守 を守 るん が 国ん為 じやつ た。 じゃが 戦 争 す るん は悪 か った

き な るた け皆 ん なが話 し合 う 国 同志 ん 決 ま り じゃつ た。

兵隊 に行 く時 ぁ水杯 じ見送 る 手紙 は無 料 じゃが秘密 に関 わ る

な 黒 く消 され ち ょつた。 上官 の命令 は厳 守  違 反 の 罰則 は厳 し

い もん じゃつ た 。 これ が軍 隊 じあ り統 制社 会 ん 見本 じ 平和 が ど

ん くれ有難 いか 解 る じゃろ う。 それ でん欲 が 入 る と 曲 げ た考 え

にな っち思 わ ぬ争 いが  戦 争 ん 火 種 にな っ ち行 く。

じゃき平和 を守 りお互 いが  話 し合 う能 力 を 出 しあわん と 心

曲 ぐる と結 果 は と っぺん ね ぇこち な る。
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戦争 に な る と物 の取 り合 い 人ん 殺 しあ い無 理 な考 え り 押 し

つ くる こち ,こ もな る。 物 が ほ しいば っか りに仕 掛 くる 生 活 レベ

ルが高 ぅな る とそれが  尚更多 ぅな つ ち くる。 人 ん 殺 しあ い そ

り ゅせん と殺 きる る これが戦 争 でん あ る。 そ げ な場 面 にお うち

『 今 なス テ ど』 は、、 聞 き ゃせん きな る。

人 間 の欲 が 弱 い もん ぬ犠 牲 にす る これ が戦 争 ん本 心 。 世界ん

ど こか じ今 もあ りよ る し 殺 され よ る しも 根 元 を ホ ジクル と

人 間 の欲 が 出 ち くる もん で。激 しぃ時 に ゃ戦 死 した しも 置 いた

ままに前進 す るん で  そん 辛 さ痛 ま しさ。 もっと命 を 大 切 にせ ん

とな ぇ 代 え は なか なか ね ぇん で。 命 は一 っ じゃ きな。

昔は皆ん なが助 けお うち生 きちょっ た。地球 も自然 もほかん

生 き物 と平等 に保たれ ち じゃき貧 しくてん元気 じ 楽 しゅう過

す事 もで きた。 じゃにこん頃は どげ―な人間が優先 しち ほか
ん物 ま じ 犠牲 にす るバ ラ ンスは壊れ る。生 き残 る為 に ゃどこか

じ 無理 ぅしよるき弱 い もんな いっ も脅 えち生 きち ょる。悲 し
い事 じやが そげな しや 強 い力 じ強引にね じ曲げよる。

じやが いつ か きっ とそん裏 戻 しが  自分 の首 ぅ絞 め る こちな る
め えか。 そん 時 な って ん 遅 い ち思 うが  お互 いが 生 き物 じ 生 き

る権利 が あ るん じゃきな ぇ。皆ん なが 能 力 発 揮 せ ん とな ぁ。

今 は幸 せ に過 ごせ る 日々 じやが  こん 気 持 ちを相 手 を大事 にす

る 優 しい気 配 りをす りゃ 皆ん なが 楽 しく有 意 義 に過 ごせ る。

ち つた物 が の うでん 分 けあ い譲 りあ う事 じ 楽 しい人 生 が 自然

とと もに 過 ごせ るなん か素 晴 ら しい ち 思 うが ど ぅか な ぁ。 い

い じゃろ うな ぇ そん 笑顔 が 大好 き じゃ きな。

原 爆 は じめ多 くの犠 牲 者ん 冥福 を いの り 幸 せ に元 気 に暮 らせ

る地球 に 故郷 に しよ う じゃあ りませ ん か 。 お元 気 じな。
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ね  ネ リクガ リャ…寝 た い よ うな ら、練 りた いの な ら、 練 らせて 。

ネ リス グ ン十・… …・練 りが 多 い と、 練 りす ぎはか え って逆 に。 、

ネ リソ コ ノーチー・練 るの に失 敗 して 、眠 れ な いの で 夜更 か し。

ネ リツケ ー練 りなが ら塗 装 、眠 た い時 は指定 席 で 、 練 つて付 。

ネ リアゲ ……・練 り上 が りにな った、練 り も上 手 な仕 上が りに。

ネルナ ー眠 らない よ うに、練 ると失 敗 ケるので 中 止、留守 居 。

ネル ソベ ー・寝 て い る側 に 、練 って い る側 で、練 る邪 魔 にな る。

ネル ンジ ャワー練 るの で すが 、練 るの に手 間 ど る、 昼寝 す る。

ネル トキ ャー…練 る と きは、眠 る時 は 、寝 るの は よ いが 奥て 。

ネルデ・… …寝 ます よ少 し、寝 て もょ ぃです か 、練 って もよい。

ネ リ ャイ イ ……… ‐・眠 れ ば ゆ )く りな るゝ練 れ ば仕 事 に役 立つ 。

ネ ル ノ‐…… …眠 ります か 、寝 と もよ いです か 、練 ってみ ます。

ネ レタカ … …練 れ ま したか 、眠 れ ま したか 、仮 眠 も大 きな役 。

ネ レチ ョラ ン………練 れ て いな いよ うで 、練 つた と言 うけれ ど。

ネ レンモ ン…練 れ な いの で困 る、眠 れ ないの で困 る、不 眠 に。

ネ レニ ャー ……… … 11民 れ ないの な ら、練 れ な いよ うにあれ ば。 、

ネ レネ レ・―・一・練 り練 りす れば L手 に な る、寝 れ と 言 って も。

ネ レチ ャ 寝 なさいと言われて も、練れ と言 われて も。

ネ レチユ ウテ ン……練 れ と急 に百 られて も、咄嵯 には難 しい。

ネ ンチ ョル……練れて いますので、練れたな らば使 え るか ら。

ネ ロタナ … …狙 った獲 物 は、狙 え ば取 らな い と、収 穫 が先 決 。

ネ ロー ジ ョル ー院 み 付 けて い る獲 物 、 日を放 す と逃 げ るか ら。

ネ ロゥ ジ ョチ… …狙 い定 めて、 見逃 さない よ うに、 的外 す な。

ネ ロテ ン… …… …狙 って も逃 げ られ る、相手 も命 が けだか ら。

ネ ロ ジエ ラ ム… … …晩 み 比べ の敵 味 方 、見逃 しは負 けにな る。

ネ ンシ ャ ン……念 入 りな性 格 、物 事 に正確無 比 な、精励 潔 白。

ネ ンキ ャー年 限が あ る決 ま り期 間 、 約 束 の年 限 、年 季 は大事 。

ネ ンジュ… … いつ もか つ も、常 日 ごろか ら、変 わ らぬ好誼 の。

ネ ンシ ャー念入 りな仕 事 の主 、 几帳 面 な性格 の人 、正確 無 比 。

ク彰
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ね  ネ ンネ j卜………子 も りよ うの半 纏 、子 もりよ うの綿 入 り半纏 。

ネ ンカ ラネ ンジ ュー ー年 中 いつ で も、 いつ もか つ も休 み な く。 、

ネ ヮ :jャ セ ンー … …値 引 きは な いので 、安 くは しません ので 。

ネ ヮキ メ ンデ ンー ……値段 は決 め な くて も、 そ の時 の お礼 で 。

ネ ワイ イ ンデー …値 段 は結構 よ い けれ ど、品物 は信 頼 で きる。

ネ ワ シ ョウジキ ー …値 段 は正 直 で価 値 が あ る、商 札通 りの品 。

ネ ワキ ャー寝 て す ぐの 頃 は、寝 て ま もない時 に は 、寝 てす ぐ。

ネ ンジュォ ムー チ ョル ー……いつ も思 って い る仲 だ 、相 思相愛 6

ネ ンシ ャ トクス ル …念 入 りな品 物 には素 晴 ら しい値 段 もつ く。

ネ ンギ ョウ ジ… …年 間 の行事 の 世話 役 、大 きな行 事 の仲 介 者 。

ネ ノネ Jガ ニ ア ウ… 子守 り半纏 が よ く似 合 う、 馬 子 に も衣 装 。

不 ンキ ガ イ ッチ ■ル … …年期 が 入 った製 品 は違 う、価値 観 が 。

ネ ンカ ル ネ ンジ ■― いつ もかつ も、常 雹ころか らの、常 備 品 。

『 あ』 項 →『 ぬ』 項 `・
)こ こまで  28665語 に な りま す。

の ノー カ ゴ コ ミ… 農 家 が使 う旧暦 入 りの暦 、農事 が あ って至便 。

ノ嗅―ヨコ イ……・農 家 の季節 に区 切 る体 み習慣 、 農 家 の暇 季節 。

ノー ジナ ナ クセ ー無 くて も人間 に は癖 が あ る もの 、 それ も可。

ノーーテ ンア ッテ ンー‐無 くて もあ って も旨 く利 用 、 使 い勝 手 が 。

ノー シ習一一 曲代 の場 面、稲 つ くりの初段 、 い ょ いよ多様 に。 .

ノーーナ ッタ ンナ … … な くな ったの で 、逝 去 した よ うで、紛 失 。

ノーーナ ンナ ー… …無 くな らな い よ うに、 な く して は困 るか ら。

ノー ター……… … …な い合わせ る、 寄 りを入 れ て な い合 わせ る。

ノーナ ロウ ドチ ー な くるよ うな雰 囲気 、逝 去 の気 配 もあ って 。

ノ ウナ ラケ ーチ ー … ………な く して しま って 、 紛 失 した よ うで し、

ノーヤラノヤラ…ま ぁあわてなさん な、呑気 に構 えて行 こう。

ノーマ クサーマ ンザ…一般若心経 の一説、解 き示す経の真髄。

ノープコ・………仄か に暖かな、心 まで ほのぼの と。無意識 な。
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の ノアギ ュウ…野 良 仕 事 の後始 末 、野良 で揃 え て 帰 宅 して選 男11。

ノア ラセ …… ………野 が 荒 れ て しま った、休耕 した 田ん ぼ や畑 。

ノイ タ………の けて片 ず く、移 動 させ て整 理 が 、 い な くな った。

ノイキ ー野 に行 くと きの作業 着 物 、ふ だん着 、農 作 業 に使 う。

ノイチー・の けて くだ さ い、移 動 させ て 、別 の場 所 に動 か して。

ノ イチ ミリャー‐の けて みれ ば 、移 動 させた ら、 ほか に動 かす 。

ノイ チ ョケ ‐……… ……代 わ って みれ ば、 そ こを あ けて くだ さい。 、

ノイ タ ソベ ーーの い た と思 った ら側 に、移動 した らす く横 に。

ノイテ ンイイ・……移 動 して もよ いか ら、席 を 代 わ りま しょう。

ノイ タゴタル … …移 動 した よ うで 、席 が代 わ った ので、交替 。

ノイ チ ャラ ン …̈……移 動 しま せんか ら、席 は代 わ らないか ら。

ノ ウナル ゴ クル・…無 くな るよ うです か ら、 失 い そ うです ので。

ノ ウタナ ワー…・な い合 わ せ た縄 、寄 りを いれ た縄 、手 作 り縄 。

ノ ウタ。… …… な い あ げ た縄 、 素 入つ くりの縄 、 な い合 わせ て。

ノ ウナ ッチ……… …無 くな って しま った、失 って惜 しいけれ ど。

ノ ウ ジ‐―無 くな って惜 しい、 な いので別 の物 で、代 わ り用意 。

ノ ウ ミス… …… …脳 に入 って い る肉体 、大 切 な臓 器 、脳 細胞 。

ノ ウタラ ン…脳 の意 識程 度 が 、細 胞 の能 力 が 、知 能 が ど うか。

ノ ウナ ラケ ーーチ … … な くな らか して 、失 って しま って、紛失 。

ノ ウデ ンシラ ンーー ……無 くて も知 らな いか ら、感 知 しな いよ。

ノ ウ ナ ロウ ト… … …無 くな って も知 らない、 知 らない問題 で。

ノ ウナ ッテ ン…… …・無 くな って も、失 ったの で も、 全 く無 知 .

ノ ウテ ン…脳 の上 部 の状 態 、 頭 の上 の部 分 、 頭 の大 切 な場 所 。

ノ ウデ ン…… ……無 くて も差 し支 え な い、 ないで も結 構 です よ。

ノ ウナ リャー…… …無 くなれ ば なん とか 、 な けれ ば それ な りに。

ノ ウナル ー な くな って しま った、 な くて もよ いか ら、 それ も。

ノ ウチ ョキ ャ。… …な い合 わ せ て お けば、使 え さえす れ ば結構 。

ノ ゥカ リャ………な いの な ら、無 くて もなん とか 正面 す るか ら。

ノ ウナ ック… …無 くな って しま った、 な くな ったが なん とか。
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の ノエ ー そ うで しよ う、 そ うだ つた な あ、 そ う思 うで は しょう。

ノオ テ ン…頭 の大 切 な部署 、頭 の上 部 周辺 、細 胞 の精 密 部署 。

ノオナ リャ…無 くなれ ば、 失 ったの な ら芳憮こ、無 けれ ば追加 。

ノ ウナ ラケ ーチ ー …無 くな ら して惜 しい、紛 失 して 不 便 だが 。

ノカ ンカ・…移 動 して くだ さい、 そ こを動 いて 、席 を か わ って。

ノガス ナ ヤ … ‐……逃 が さな いよ うに、機 会 を失 わ な い よ うに。

ノカ シイ ー移動 させ て、動 か して邪 魔 にな る、他 所 に動 かす 。

ノガ ソ ウ ドチー逃 が して や りた いの で 、逃 が せ ば生 き るだ ろ。

ノカセ ン…移動 させ な い、動 か した いが 断 わ られ、 変 更 無理 。

ノガ シタモ ンナ ー逃 が した もの は、 せ っか く生 け捕 ったの に。

ノカセニ γ‐……… …移動 させ な い と不 便 、動 か して 困 るので 。

ノガ シチ シモ ゥター逃 が して しま った、残 念 だが ま た の機会 。

メガサ ンゴ ツー。一逃 が さな いょ うに、 にが す と捕 ま らぬか ら。

ノガ ソ ウ ト…逃 が そ うと又 捕 まえ る、逃 げて も捕 まえ るか ら。

ノカ ンコチニ ャ…・一移動 しな いので は、動 か な い と困 るので。

ノガ ヤモ ヤキ タ ツ …野 の茅 も使 いよ うで は、 利 用価 値 有 効 に。

ノキ ーイ ウ ト……急 に いわ れ ると、突 然言 わ れて は、 早 め に。

ノキ ノキ … …の け な さ さい と再三 言 うの に、 何 度 言 ぅも駄 目。

ノキ ンハ ターす ぐの そばか ら、 言 うた そばか らも う、 急 き ょ。

ノキ ュ ウチオ ム ウチ ー除 け よ うと思 って い た の に、 除 け遅 れ 。

ノキニ ー………急 に言 われ て慌 て る、Π出嵯 に言 わ れ て 困 惑 す る。

ノキ ナ リャコス・…急 な りゃ こそⅡ出嵯 に判 断 して対応 、 急判 断 。

ノキバ ナ … ………軒 の端 、軒 の先端 に露 の玉 が 、軒 端 に雀 の巣 。

ノキ イ ヮ レテ ンー急 に言 わ れ て も判 断 に窮 す る、急 な質 問攻 。

ノキ ノーー・… …急 な出来 事 に、慌 て て は取 り返 しが つ か な い。 、

ノキユ ーナ … …… … …急 に言 わ な い事 、急 で は判 断 に苦 しむ。

ノキ ュウカ・…… …除 け ま しょ うか 、邪 魔 にな るよ うで 除 け る。

ノキバ ノ… ……軒 の端 の補 修 に、軒 端 の雀 の巣 は そ っと して 。

ノキ チ ュ ウニ … …除 け な さ い と言 うの に、 除 け な い と邪魔 に。
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の ノキ ー チ ョケ ー・残 して お いて ね 、残 して くだ さい、残 りよ しヽ。

ノダチ ョケ 。―ぬ ぐって お いて 、拭 いて お くこ と、後 を奇 麗 に。

ノクグ レナ ラ・…の くの な ら、譲 るので あれ ば、移動 す るな ら。

ノクケ ンーの き ます か ら、移 動 します ので 、席 が代 わ ります。

ノグス ー …………野 原 で排 便 す る、 お行 儀 が 悪 いが、後始 末 を。

ノクナ イ イガ ー ー ーの くの は よ いけれ ど、 移 動 して もよいが 。

ノ クチ ワカ リャ……… ……代 わ る とわ かれ ば 、移 動 す るの な ら。

ノ クカ ンシ レン… … …移 動 す るか も知 れ な い、代 わ るか もね。

ノ ク トキ ャー移 動 す る時 ξま、代 わ る場合 は、他 所 に移 る時 は。

ノ クマ ジイイ ー移 動 す る まで は よ うか ら、 代 わ るまで をまよ い。

ノ クーー ーー… …鋸 を 出 して 、鋸 を貸 して 、 鋸 を見 た いのだが 。

ノク シモ…移 動 す る人 も、代 わ る人 た ち も、他所 に移転 す る。

ノケ チ シモ ゥタ……… …移 動 して しま った、 取 り除 いて しま う。

ノケ ンタカ‐…移 動 で きた の、代 わ る事 が で きた、取 り除 いた。

ノケ ノケ ……… …の きな さ い よ、 の いて くだ さ い、移動 して ね 。

ノケ チ ョケ ー取 り除 いて 、移動 させ て、移 転 さ せて、 除外 を 。

ノケモ ン… … … ……疎外 した、 別個 に考 え る、差 別 にな るが 。

ノケル リャ。一 … …除外 で きた ら、取 り除 けば 、別個 にす れ ば。

ノケ タガル ー取 り除 けば 、邪魔 にな るので 、す っき り した い。

ノケ ラ レ ン…除 け られ な いの で、動 かせ な いか ら、移 動無 理 .

ノケ タ ンナ ラ… …取 り除 いたの な ら、移 動 したの な ら、正解 。

ノケサ スル ‐… …除 けて も ら う、除 :ナ て くだ さ い、取 り払 いを 。

ノケ リュ ウ…除 け られ るので は、移動 はで きます 、整 理 整 頓 。。

ノケ チ ョケ ー除 けて お けば、取 り除 きな さ い、邪魔 が取 れ た。

ノケ リュウ トン…… …… …の け られ ます よ、除 け るの は可能 で 。 、

ノケメ ー………除 けな い 出商 、除 け られ な いの で、仕方 な しか 。

ノケ タナ… ………の けた の は、取 り除 いた もの は、 それで よ し。

ノケ ンゴツ………除 けな い よ うに、動 か さ な い よ うに、 限定 で 。

ノケチ コス ー除 けて よか った よ う、す つき りで きた、整 頓 が 。

・
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の ノ ゴチ ョケ ………・拭 きな さ い、排便後 の尻 ふ き、後 は奇 麗 に。

ノヨ リン………残 りの 、残 って い る もの の 、仕 事 が途 中で 休 み。

ノ コ ッチ ョル … …残 って い る分 も、残 した もの は早 く始 末 を。

ノ コ レタ ンナ …… ………残 す事 が 出来 て 、残 り物 には福 が あ る。

ノ コ シチ ョケ… …残 しな さい、必要 な人 が い るか ら、予 備 も。

ノ コツチ ョケ ー残 って待 って い る、残 され て待 つ 、罰 に残 る。

ノ コス ンカ ー‐残 して い いの、残 せば思 わ ぬ事 も、残 りに福 も。

ノコラ ンゴ ツー残 らな いよ うに、残 る と傷 む ので 、早 目処理 。

ノコ クズ お か くず、 鋸 ひ きで 出 る本屑 、鋸 を オ カ と言 う事 か

その屑 だか ら オ カ クズ と言 うょ うに な った よ う。。

ノ コーーカ ー移 動 しま しょうか 、席 を代 わ ります 、場所 を 移 動。

ノコ ノ コ……… …ゆ っ くり移動 す る、単 調 なが ら動 きに愛 敬 が。

ノ コル ンナ ラ… ……・残 るの な ら、残 され たか 、 の こる理 由が。

ノコ シチ ョケ ー・―残 しな さ い、 の こ して お いて は、残 さね ば。

ノコ ッタ ン ト………残 りま した様 で、残 って よか った、 予 備 に。

ノサ レター追 い抜 か れ た、追 い越 され た、後 か ら先 ここな った。

ノサバ ッチ・……威 張 り散 ら して 、ふ て ふ て しい態 度 、 威 嚇 か。

ノサ ル … …巡 り会 わ せ た宿 命 、 そん な運 命 に、 人 間 の さ ざめ。

ノサ ッタ… …思 わ ぬ巡 り合 わ せ、宿 命 と も言 え る、努 力 して。

ノサ ンナ ー…… ……巡 り合 わせ は努力 で払 拭 、好転 に頑 張 ろ う。

ノサ ッチ ョル … …巡 り会 わせ たので 、宿 命は善 意 に解 決 して。

ノサ リュウ… … …… …違 い越 されて、追 い越 したので挽 回を。

ノサ ノサ … … …大 きな態 度 で悠然 と、 慌 て な い心 理 が解 決 に。

ノサ リゴ ト…巡 り合 わ せ は善 意 に解 決 、 しよ しよは流 行 な い。

ノ シル フム ‐… … …… …‐苗 代 を準備す る、苗 代 起 こ しを進 め る。

ノ シカカ ッチ……… ‐お お いかぶ さ って 、 横 暴 に襲 いか か って。

ノ シノ シ… … … ……構 え た姿勢 で悠然 と、対 当す る気 構 えを。

ノ シ ロノ ノ コ…苗 代 頃 に冷 え こみ厚 手 の着 物 を 、風 邪 に用心。

ノ シュウ… …祝儀 や 不 祝儀 の印 、祝 い物 につ け る印入 り用紙 。
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の プ シラ モ ゥヤ ー………苗代 は もうは じめ るの 、 苗代準備 で す か。

ノ ジィタカ ‐…除 いて み た ら、 覗 いて見 た りは、 見 るの は失 礼。

ノ ジチ ミヨー覗 いて見 て きて、 除 いて計 算 、 心 配 だか ら見 て。

ノズ ヨサ グ……… …喉 に抵 抗 が あ るょ うな 、喉 の滑 りが 悪 くて。

ブズ カ ンシ レ ン…… … ……除 か な い よ うです 、覗 か な いが よ い。

ノズ ホル ー喉 が い らい ら して 、 喉 の通 りが悪 くて、
「I象 の傷 み。

ノスル ド・… …乗 せ ます か ら、乗 せて ゆ き ま しょう、乗 られ る。

ノス………追 い抜 く、追 い抜 いた ので、追 いか け られて抜 か れ。

ノズ ミシ‐… … … …野 をこ残 りを積 み上 げて 、野 に暫 く貯 蔵 して。

ノズ ミュ… …・……野 に積 み上 げて越 冬 、 野 に囲 って保 存 す る。

ノズナゼ チ … …喉 を撫 ぜ るよ うに通 る、 喉 を 歌 って通 る よ う。

ノセテ ンイ イ ………乗 せ られ るの で、乗 せ て もよ い、乗 られ る。

ノセ ナー … …… ………乗 せ て くだ さ い、乗 せて も らえ な いか な。 、

プセ 。…追 い抜 く、追 っか けて抜 か れ た、 追 い詰 め追 い抜 い た。

ノセ チ ャル ー …乗 せ て あ げ ます 、乗せ られ るので 、乗 られ る。

ノセ ラル ル ‐一 一・… …… …乗 られ るので 、 乗 せ て あげ ま し ょう。

ノセ チ ョケ ー……乗 せ て あ げ た ら、乗せ て もよか ら、乗 られ る。

ノセ ンカ ー乗 せ て くれ ませ ん か 、乗 られ ませ ん か、乗 って も。

ノセ ラ ンチ … … … …乗 せ て も らったので 、乗 せ て くれ た ので。

ノセ リュナ ラ ー……乗 せ られ るの か も、 話 に入 れ られ。 調 子 に。

ノセ チ ャル ー乗 せて あげ よ うか 、話 に加 え られ 、調 子 に乗 せ。

ノセ ンチ ン…野原 で 排便 す る、お行儀 悪 いが 、後始末 を よ く。

ノゾキ ャ・… …除 いて お く、覗 くと意外 な物 を、意外 な発 見を。

ノゾイチ ョケ … … …除 けて お けば、外 して お いて、取 り去 る。

ノゾク ンカ …・覗 くの です か 、 見 て もよ いの です か 、意 外 な物。

ノソ ッ トーー… …… …静 か に入 って来 る、 物 音 な く入 って きた。

ノ ソ リャ‐…黙 って入 るは失 礼 、予告 な しは、知 らな い物 事 に。

ノ ゾクナ ー覗 か な いが よ い 、見て は失礼 な、極 秘 もあ る もの。

ノ ゾイ タ リャー悪趣 味 は慎 む 、 見て は い け な い、覗 き見違 法。
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の プタ レ…疲 れ はてて 、 行 き倒 れ にな って 、疲 労衰 弱 の ま まに。

ノタキ … …外 で の炊 事 や食事準備 、野 外 で の火葬 、 見 送 り灯 。

ノタ レジエ ー疲 れ果 て て衰 弱 の まま死 亡 、 行 く当て な い死者 。

ノタ ウチ … ……瀕死 に動 き苦 しみ、苦 しみ にあえ ぎ動 き回 る。

ノ タグ レ…野 たれ死 に そ うな状態 、住 所 も食べ物 もな い瀕死 。

ノダ シ ャハ エ ー… …野 に 出す には早 い苗、本 植 え は少 し早 い。

ノタ リ・… …ゆ っくり落 ち着 いた動 き、 や っと歩 くよ うな動 き。

ノタ レシノ ウ トー行 き先 不 明瀕死 な餓 死 になて も、宿 命 か も。

ノタ レ ン・… …哀 れ な終 わ りの人生 で も、 瀕死 餓死 で も本人 は。

ノタモ ウ チ …́……‐お つ しや りはい いが 、理 屈 とか け離 れ て は。

ノダ シ ンコエ ……外 に積 み上 げた堆肥 の 山、堆 肥 も寝 かせ て。

ノタ ドゲ ナ ロウ ト……… ……後 は ど うな ろ うと、後 の事 まで は。

ノチカ タ '……後 で また ゆ っ くりと、後 ほ ど くら し くは お話 を。

ノチ ンカ キ ー………後 の ま にはあいそ うで す、後 で役 立 ち そ う。

ノチニ ャー・―し`ず れ は よか った と、 案 外 後 で効果 が あ りそ う。

ノチ … … … …後 で。 いず れ またの機 会 に、 やがて は役 立 つ と。

ノチ ノマ ー。………後 で 役 立つ事が 多 くて 、 記録 して 又 有効 に。

ノチマ ジ………・あ とあ と まで も、記録 は資料 は役 立 つ もので。

ノチ ンコ ツ…………あ とあ との ことで 、 お とに取 り出せ ば効 果。

ノチ ノチ ン………後 々の 、先 にな って 、 いず れ は何 か の為 に。

ノチカ カ … …後妻 と して 、後 で入 った お母 さん 、継 母が入 る。

ノ ッチキ タ……… …調 子 に乗せ られ て も、話 に うま くあ って。

ノヅ ク‐… … …覗 いて み る とあ らあ ら、 除 外 して は可 愛 いそ う。

ノ ッカ カ ル ー…乗 りか か って、 当て に して甘 えて 、依 頼 す る。

ノツチ ョ リャ・一―乗 って いれ ば、乗 せ られ て も悪 くもな いが。

ノ ッソ ノ ッソ……… … …ゆ っ くりと大 股 で 、泰然 と した動 きで。

ノ ッタキ ヤ メ ン ド…乗 せ られ たので止 め な い 、乗 った以上 は c

ノ ッ ピキ ネエ ー予 想 意外 な用事 で、急 に用 向 きが 、 外 されず。

ノヅ ウ トー チ……喉 を歌 って通 るよ うな快 感 、 美 味 しさ満 喫。
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◇◇◇ NQ 2 8号  おわ りに ◇◇◇

宇 曾 111街 道物語 も 8回 日で この項 も終 わ り 馬 子 の五助 さん

と 里の娘が繰 り広 げ た 崇高 な子 ど もの 虫封 じに霊験 あ りの

場|1染 み深 い 660Mの 山頂 か J)の  眺望 は ま さ に霊 界 に 等 し

ヽヽ仄 か な人間世 界 とは  異な る場 所 と して 長 い歴 史が続 い てい

るこ と も 初 めて θ)ご 愛 読 者 も 多 いの で は。

方 言が 混 じる と素 朴 な 里 の風 情 に人情 が か らみ  ‐一度 は訪 れ

た い思 い も湧 いた ので は。 この シ リーーズ は 次 国 か らは姿変 えて

里に 水 を 弓lい た功 労 者 の 工 藤 三助 翁 の足 跡 を  迪 る予定 です

ので  お楽 しみ くだ さ い。昔 の人 た ちの精魂傾 け た そん な業 績

は影 に隠 れて  い くつ もあ ります 。

方 言 単 語 もこの号 まで で  29186語 にな りま した。『 あ』

の項『 ア』 か らで  この後 に『 の 』 の項 が  続 いて 行 きます 。

方 言 子 ど も (フD世 界 、 女 性 の底 力 、ふ るさ との味 、 宝 の玉 手 箱 、

な ど も 民話 、伝 承 、 や  『 五助 さん の あげ な こげ な話 』 なん

か と 混 ぜ あわせ  旅 ん 人 と お しゃべ り しなが ら ふ るさ との

人 情 ゃ馬 子唄 も 入 れ 混 ぜ ち 今 日は ど こま じ 明 日はど こか

旅 は道 連 れ 世 は情 けで す 。

季節 が 入 れ替 わ り 昔 と違 う環 境 に 戸 惑 い ま すが  健康 管響

には 充 分心 くば りされ ま して  お 元気 に心豊 か な 有意義 人 生

を 謳歌 して くだ さ い ま せ。 今回 もご愛 読 を 誠 に有 り難 うござ

い ま した。皆様 の ご支 援  ご愛 読 まで 又次 号 も発 行 出来 ます

事 を  厚 くお礼 も う しあ げ ます 。 ご自愛 の程 を 。

野 津 原 方 言調 査会  会 員 一同
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伝 言 板

29号 の

ご案 内

１
１

』
一甲

取 り組 ん で約 28年 目 長 い間 の

皆 様 の  ご支援 ご愛 読 に よ って

今回 も無事 にお届 が で きま した。

この秋 の発 行 NQ 2 9号 には  シ リーズ街 道 の

物 語 に [ま  野 津 原 の高 台 まで  水 を引 いて 田

に米 が実 る 歓 喜 の事業 に若 い頃 か ら 執 念

を燃 や して 取 り組 ん だ 工 藤 三 助 さん の

姿 を 浮 き彫 りに した あん な話  こん な苦 労

を  旅 の道連 れ と 馬子の 五 助 さん が  歩 く

シ リー ズ 5回 の予定 です。

方 言 子 ど もの世 界 に は、語 り部 が読 み聞 か せ を 。 女性 の底 力

に は 影 に隠 れ た苦 労 人 、頑 張 った女性 の力  執念 の奥 義 、

な どを 浮 き彫 りに。故 郷 の 味 :ま  食 べ た い 作 りた ヽヽ あ

げ た い 人 の優 しい気 持 ち 思 いを 昔懐 か し く並 べ ます 。

五助 の夢話 し…… … … ‐さて ドケ ナ話 にな る じゃろ うか。

宝 の玉 手箱 …故 郷 で ご苦 労 した の に 陽 に当 た る機会 もな く

その まま消 え る、忘 れ られ る、 あ ま りに も とさが して は

遅 くな ったが  皆様 に ご披露 中 します。 ご苦 労 が 報 い られ る

で な い と あ ま りに も惨 め。 それ で は気 の毒 です 。戦 時 下 で

も 戦 後 で も 内容 な ど構 わ ず に みん なで 知 り その 苦 労

を 褒 め て あげ た しヽ ものです。

方 言単語 |ま  さ らに進 ん で行 き ます。 1現 在 29186語  さ

て最 終 的 には 00000語 ――……皆様 も推 測 して み て 下さ い

ませ 。

皆 様 の ご健 勝 と ご多幸 を ご祈 念 中 して い ます 。
●  . ●

!00

野 津 原 方 言調査 会
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